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プロローグ





　下げ駄た箱ばこで靴を履き替えていたら、背後で女の子の楽しげな笑い声が聞こえてきた。

「──……まおうかなーって思うんだよねー」

「あー、確かにそうだねー」

　──魔王!?　俺……三み道どう千ち秋あきは慌てて声のした方を振り返った。

「いやいやいや！　俺は魔王じゃないからね!?」

　俺の言葉に、談笑していた女の子二人……確かクラスメイトだ……は、驚いたように顔を見合わせた。

「えと……なにが？」

「え……だからその……魔王がなんとか……」

「え？　……私たちはただ、そろそろ暑くなってきたし、冬服しまおうかなーって話してただけだけど」

　やべえ、過剰反応しすぎた。

「えーと……いや、あはは！　ごめんね、勘違いだった！　二人が俺のこと魔王だって知ってるのかと思って、ついびっくりして」

「よく分かんないけど……魔王ってなに？」

　え、魔王って一般常識じゃないの!?

「な、なんでもない！　ほんと勘違いしただけだから！　じゃあね！」

　これ以上疑われないうちに、早々に会話を打ち切って、俺は下げ駄た箱ばこを離れた。

　……魔王。できれば俺の人生に、二度と登場してきて欲しくない言葉だ。二度と、というのは他でもない。中学時代、俺は自ら『俺は魔王だ！』と名乗っていたのだ。

　三千もの世界を統べ、神も悪魔も例外なく頭を垂れる、魔王の中の魔王！　その名も、終焉の創手ラグナフオール！　……俺がネットに垂れ流してきた妄想だ。

　もちろん、高校入学を機にそうした痛々しい妄想からはきっぱり足を洗って、今はまっとうな高校生活を送れるよう努力している。まあ、『冬服しまおう』なんていう言葉にいちいち過剰反応しているようじゃ、まっとうな高校生活なんて程遠いだろうけど……。

　と、その時だった。背後から、先ほどの女の子たちの声がした。

「あ、そうだ三み道どうくん」

「へ!?」

　俺は慌てて振り返った。また知らないうちにボロを出してたか!?　だが、身構えた俺に対して、女の子二人は柔らかく笑って、ひらりと手を振ってきた。

「おはよ」

「おはよーう」

　二人の自然な挨拶に、俺は不意を突かれて一瞬黙ってしまってから……。

「お、おう。おはよう」

　なんとか噛かまずに、我ながらスマートに返事ができた。くるりと踵を返して教室に向かいながら……俺は、自然と頬ほおが緩んでいくのを感じていた。

　なんだ、自分で思ってるより、俺って結構高校生活に馴染めてきてるんじゃないか？　中二病やめて努力してきた甲か斐いがあった……。

　と思いながら、俺が教室のドアを開くと──目の前で、銀髪の美少女が、チョークで黒板に魔法陣を描いていた。

　銀髪の美少女……ルリファーは、教室に入ってきた俺を見ると、高校生というにはあまりに幼い童顔をふにゃっと微笑ほほえませた。

「あ！　魔王さま！　おはようございますなのじゃ！」

「……えっと、ルリファー？　その超かっこい……じゃない、痛々しい魔法陣はなんだ？」

「えへへ。これなのじゃ？」

　ルリファーはちょっと得意げに、ブレザーがはち切れそうなほど豊満な胸を張った。

「人間の体に眠る、内なる魔力を目覚めさせるための魔法陣なのじゃ！」

「……なんでよりにもよって、みんなの目の前でそんなもんを描いた」

　クラスのみんなは笑っている。苦笑いだ。

「クラスのみんなが『ゴガツビョー』なる難病に苦しんでいるそうなので、活力を取り戻してもらおうと思ったのじゃ！　だから魔王さまのブログに書いてあった通りに」

「ルリファーストップ！　事情はわかったからちょっと黙ろうか！」

　ルリファーがこれ以上やばいことを言う前に、慌てて止めた。

　……聞いての通り、彼女は俺のことを『本物の魔王』だと勘違いしている。全ては、かつて俺がネットにアップしていた『魔王ブログ』の内容を信じてしまっているせいだ。

　平穏な高校生活を送ろうとしている俺にとって、彼女の存在こそが最大の障害である。

「とにかくルリファー？　そろそろ先生が来るから、黒板を綺き麗れいにしような」

「ふぇ？　でも、もう少しで出来上がるので……はっ！　もしかしてどこか間違ってるのじゃ!?　魔王さま、添削して欲しいのじゃ！」

「俺は魔法陣の正しい描き方なんて知らないし興味もないの！」

　と、俺はクラスのみんなに聞かせるつもりで大声で言った。

　そこで、チャイムが鳴ってくれた。

「ほら、時間切れだ。さっさと消そうぜ」

　俺が黒板消しを手に取ると、ルリファーも残念そうに従った。俺に倣って端に置かれていた黒板消しを手に取り、魔法陣の方に歩み寄って……何もないところでつまずいた。

「ふぇっ!?」

　転びかけたルリファーを、俺はとっさに抱きとめた。驚くほど軽い体が腕の中にすっぽり収まり、豊満で柔らかいものが、ふにゃりと腕に触れる。

「……き、気をつけろよ」

「はわっ!?　ごご、ごめんなさいなのじゃ……」

　ルリファーが飛び退くように俺から離れる。その顔は真っ赤だった。みんなの前でずっこけたのがそんなに恥ずかしかったのか……いや、それにしても赤すぎないか？

　ふと黒板の方を見ると、魔法陣が血の色に輝いて、ルリファーの頬ほおを照らしていた。

「あ……ま、魔王さま！　みんなに活力を与える魔法陣が発動したのじゃ！」

　ルリファーは嬉うれしそうだが、俺は慌てて、自分の体で魔法陣をみんなの目から隠した。魔法陣からは、なんだか蜘蛛の足みたいなものが無数に這はい出だしてきて、俺の制服に触れてくる。これは絶対、活力を与える類いの存在じゃない。

　思い切って、黒板消しで魔法陣を消す。すると光も、蜘蛛の足も、幻のように消えた。幸い、誰にも見られずに済んだみたいだ。

「……ル、ルリファー。ほんと頼むから、むやみに魔法使うのやめてくれ」

「ふえ……？　わ、わらわ、また何か失敗したのじゃ……？」

「まぁ……失敗が多すぎて、どこから突っ込んでいいかもわからんくらいにな……」

　そう、このルリファーは普通じゃない。

　彼女は、正真正銘、本物の魔王（の娘）なのだ。

「あの……魔王さまの弟子なのに、いつも不ふ甲が斐いなくてごめんなさいなのじゃ……」

　蒼あおい瞳が、涙で潤む。そんな目をして言われると、きつく怒る気も失うせてしまう。

「……ま、いいよ。お前がみんなのために頑張ったのはわかってるからさ」

「ふえ……えへへ。魔王さま、相変わらずお優しいのじゃ」

　ルリファーは余り気味の袖で涙を拭って、嬉うれしそうに笑った。俺のことを魔王だと信じていることよりも、本物の魔王の娘であることよりも……この愛らしさのせいで、思うようにたしなめられないところが、こいつの一番始末に負えないところかもしれない。

　やがて担任教師がやってきて、朝のＨＲが始まった。さて今日も一日、ボロを出さないように頑張ろう……と思っていた矢先、担任教師が嬉しそうな顔で言った。

「転校生を紹介します」

　クラスがざわついた。なんだかみんな嬉しそうだ。ルリファーのおかげで転校生＝美少女、という方程式が成り立っているせいだろうか。

　だが正直、俺は嫌な予感しかしなかった。

　脳裏に浮かぶのは、昨日、部屋に押しかけてきた少女の姿。あの日は結局、無理やり追い返して、それ以来姿は見ていないのだが……。

　担任教師に促され、転校生が教室に入ってくる。

　転校生は、桃色のボブカットに、好奇心旺盛な猫目が印象的な美少女だった。

　クラス中の視線が彼女に吸い寄せられ、誰もが感嘆の吐息と共に口をつぐむ。……そんな中で、俺もまた、呆ぼう然ぜんと言葉を失っていた。

　胸はささやかだが、スラリと足の長い、モデルのようにスレンダーな体型に、なぜか中等部の制服をまとった彼女は、迷いない足取りで教卓の前に立つと……俺とルリファーに向かって、にっこり微笑ほほえんできた。……ああ、間違いない。

「転校生の、エヴィさんです。さ、エヴィさん。自己紹介を」

　彼女は、昨日俺の部屋に押しかけてきて、ルリファーの胸を散々揉もみしだいて帰っていった変態サキュバス……エヴィだった。

　エヴィが自己紹介をする、と思いきや。

　おもむろに担任教師の方へ向き直ると、なんの躊躇ためらいもなく担任教師の胸を鷲わし掴づかみにした。

「な、え、エヴィさん!?」

「Ｃカップ……ふーむ、やっぱりブラのサイズあってないですよ先生。これだと苦しくないですか？」

　担任教師が顔を真っ赤にしてへたり込んだ。突然のことにクラス中が絶句する中、エヴィはぐるりと教室を見回して、ニヤリと笑った。

「そんなわけで、エヴィです！　好きなタイプは女の子！　好きな食べ物は女の子！　特技は見ただけでバストサイズを当てられること！　でも触った方が嬉うれしい……もとい確実なので、女子のみなさん、とりあえずお近づきのしるしにおっぱいを揉もませてくださーい！」

　言うが早いか、エヴィは教卓から一番近い女子に飛びかかった。

　──教室中から、女子の悲鳴がこだました。

　阿鼻叫喚で逃げ回る女子たちと、それを追い掛け回しては胸を揉むエヴィ。俺はそんなクラスの地獄絵図から目をそらして、じっと机の天板を見つめていた。

「他人のふり……他人のふり……」

　だがやがて、女子たちの胸を揉み終わったらしいエヴィが、俺の席へとやってきた。

「さーて……では、メインディッシュをいただきます！」

　……いや、俺の席じゃない。正確には、俺の前に座っているルリファーめがけて、エヴィが飛びかかってきた。

「ひゃ、ひゃわあああああああっ！　ままま、魔王さまぁっ！」

　ルリファーが席を立ち、涙目になって俺の背中に隠れる。肩を掴つかんだちっちゃな手が、小動物よろしくぷるぷる震えていた。

　なおもルリファーの胸に伸びてくる魔手を、不本意ながら、俺は叩たたき落とした。

「む。なんですかガードマン気取りですか恋人気取りですか。そんなにルリファーさんが大事ですか。退いてくださいあたしはその子の胸を揉まなきゃならないんですっ！」

「うるせえ寄るな変態！」

　むーっ、と唇を尖とがらせたエヴィが、腰に手を当てて俺を見下ろす。

「魔王さまがあたしのこと止めるなんておかしいじゃないですか。あたしは魔王さまに教わった通りに行動しているだけなのに！」

　エヴィのよく通る澄んだ声が、教室中に響き渡った。

　……瞬間、涙目で胸を押さえていた女子たちの視線が、一斉に俺に突き刺さる。

「……え？　これ、三み道どうくんがやらせたの？」「何も知らない外国の女の子に、間違ったスキンシップの仕方を吹き込んで……!!」「ひどい、初めてだったのに……！」

　……これはマジでやばい。

「いやお前デタラメ言うな！　俺はお前にそんなこと教えた覚えはねーし、そもそもお前のことなんか知らねーよ！」

「嘘うそつかないでください！　確かにブログにそう書いてありました！」

「ふざけんな！　ブログにそんないかがわしいこと書いてない……っていうかブログってなんのことだ人違いじゃないですかね！」

　俺の必死の弁明に、背後からルリファーも加勢してくれる。

「そうなのじゃ！　魔王さまはそんないかがわしい方ではないのじゃ！　魔王さまがブログに書かれていたのは、魔王としての崇高なお心構えと魔法の使い方と」

「ルリファーもちょっと黙ってようね！」

　俺が必死に弁明する中、エヴィは懲りもせずルリファーの胸に手を伸ばしてきた。

「やめろ変態！」

「なんですかもう！　あたしとルリファーさんの恋路を邪魔しないでください！」

「一方的な好意の押し付けは恋じゃなくて犯罪なんだよ！」

　……結局、ルリファーが「魔王さまはいかがわしくない」と加勢に入ってくれたおかげで、俺は『女子に女子の胸を揉もませることで快感を得る高度な変態』にはならずに済んだ。

　それはよかった。よかったが……しかし、このルリファー以上のトラブルメーカー、エヴィに付きまとわれるだけでも、俺の学校生活には大きな痛手なのだった。



　※



　昼休み。人目を避けてやってきた屋上で、俺とエヴィは手をつなぎ合っていた。しかも、指をしっかり絡ませて。

　……とはいえ、それは恋人つなぎなんていう甘酸っぱい代物じゃない。俺の背後に隠れたルリファーめがけて伸びてくるエヴィの手を、俺ががっちり掴つかんで押し返しているのだ。

「意地でもルリファーさんの胸を独り占めするつもりですね……！　あたしはただ、魔王さまの教え通りに行動しているだけだというのに……！」

「俺が日常的にルリファーの胸を揉んでるみたいに言うな！　俺はお前にそんなことを教えた覚えはねーし、そもそも魔王じゃねーんだよ！」

「あくまでシラを切るつもりですか……！　いいです。なら証拠を見せます」

　エヴィは俺からぱっと手を離して、一冊のノートを取り出した。ピンクの背表紙の可愛かわいらしいノートだ。

「これが、魔王さまが書いた、あたしのバイブルです！」

　俺は、エヴィが開いて突きつけてきたノートを、おそるおそる読んでみた。

　そこには、主人公が女の子を危機から救って惚ほれられたり、主人公が学園最強に上り詰めて女の子に惚れられたり、主人公が女の子と同居するだけで惚れられたり……何と言うか、男の欲望に忠実って感じの妄想小説が、びっしり書かれていた。

　これは恥ずかしい。俺のブログに匹敵する恥ずかしさだ。

　誰だよ、こんな恥ずかしい小説を書いたやつは。興味本位で作者の名前を探してみると、一番最初のページにデカデカと署名がされていた。

　筆者・終焉の創手ラグナフオール。

「そんなこったろうと思ってたけどな！」

　バッチリ思い出した。自己満足で書き綴った、自分を主人公にした小説を、ブログの隠しページにアップしまくっていたことを。それをなんで魔界の住民が知っているんだ……いや、もう驚くまい。ワールドワイドなんだろ、インターネットって。

「……わかった。その小説を俺が書いたことは認める。だからって、それとお前が変態だってことと、一体なんの関係があんだよ！」

「まあ話せば長くなりますけど、あたしってサキュバスじゃないですか」

「俺は信じてねーけどな」

　女好きのサキュバスなんて存在してたまるか。

「信じられないくらい非常識な存在だってことは、あたしだってわかってます。だからあたしは、生まれつき女の子が好きだってことを、ずっと隠してきたわけですよ」

「なんで隠したまま生き続けてくれなかったんだよ……」

「とあるブログで、とある小説に出会ったからです。その小説にはこうありました。『我には欲望がない。何者をも凌駕する力も、百万の異性も、望めばたちどころに手に入ってしまうからだ……。だからこそ我は、強烈な欲望を持つ者を美しいと思う。手に入らないものに手を伸ばす、未完成の魂こそ、真の輝きを放つのだから……』って」

「なにそのかっこいいセリフ。惚ほれ……いやいやいや、ねーよ！　気持ち悪いわ！」

　危うくうっとりしかけた俺の後ろで、ルリファーが感動したように「素晴らしいお言葉なのじゃ……」と呟つぶやいた。シャツの背中をきゅっと掴つかまれて、ちょっとくすぐったい。

「あたしはその言葉に感動しました！　今まで、否定されるのが怖くて自分の欲望を押し隠していたけど、それはあたしの心の弱さゆえだったんだって分かりました！　だからあたしは、自分の欲望に正直に生きようと、真の輝きを放とうと心に決めたんです！」

「……つまり、なにか。俺の小説を読んで、お前はその、難儀な性癖を隠すのをやめた……ってことか」

「はい！」

　心底誇らしげに、エヴィが胸を張る。じゃあこの変態をこの世に生み出したのは俺だってことか？　どんだけ罪深いんだよ昔の俺！

「……わかった。俺がお前という怪物を生み出してしまったことも認める！　でも、それで悩みは解決したわけだろ!?　俺のところに来る必要なんかないだろ！」

「いやそれが、そうもうまくいかなくてですね」

　エヴィは不本意そうに唇を尖とがらせた。

「欲望全開にして、真の魂の輝きを放つようになったのに……あたしぜーんぜん、女の子にモテないんですよ」

「そりゃモテるわけねーだろ。性犯罪者そのものだもん今のお前」

「これはひとえに、まだ欲望の解放が足りないからだと思うんですよね！」

「今以上に解放するつもりなの!?　今でも発情期のウサギが引くくらい解放してんのに!?」

「だってちゃんと解放できてたらモテるはずですもん！」

「なんだよそのめちゃくちゃな理屈！」

　こんなわけわかんない考え方こいつに植え付けたの誰だよ！　……俺だよ。

「というわけで魔王さまっ！　あたしを更なる欲望の解放まで導いて、あたしの魂を輝かせてください！　その輝きを浴びた女の子が、否いや応おうなしに発情しちゃうくらいまで！」

「んな方法知るか！　だいたいお前、俺のウチで言ってたのはなんだったんだよ！」

「魔王さまのお宅で？　え？　あたし何か言ってました？」

「だから……お、俺に恋しなきゃいけない、とか言ってただろ！　女子にモテたいってのと矛盾してないか!?」

「あー。あれウソです」

「ふざけんなよお前!?」

　ちょっとだけドキドキしちゃった俺の気持ちは、どこにぶつけりゃいいんだよ！

「まーウソっていうか、ここに来るための親への建前ですよ。実は、あたしの親、たいそうな堅物なんです」

「堅物な親御さんを納得させる理由が彼氏作りであってたまるか！」

「サキュバス的には普通ですよ？　むしろ十五にもなって経験無いとか一族の恥さらしって言われますし。──でも、あたしにはあたしの欲望（生きる道）があるんです！　それを魔王さまに教わりました！」

　言うなりエヴィが俺の右手を掴つかんできたので、ドキっとした。

「あたし、小説を読んで本当に本気で感動したんです！　さっきの言葉を初めて読んだ時、あたし、知らないうちに涙流してて、……っ。あたしはあたしのままでいいんだって思えて……。だから、どうしても、魔王さまに魂の輝かせ方を教えて欲しいんです！」

「ん、んなこと言ったって……魂の輝かせ方なんて俺は知らないし、女の子にモテる方法だって……俺が教えて欲しいくらいだし……」

　そこで突然、ルリファーが俺の背中から飛び出して、エヴィの横に立った。

　空いた左手を掴まれ、潤んだ瞳で俺を見上げてくる。

「魔王さま！　わらわからもお願いしますのじゃ！」

「は!?　ちょっと待て！　お前、さっきまであんなにエヴィに怯おびえてただろ!?」

「わらわは誤解してましたのじゃ！　エヴィの気持ち……もう自分ではどうにもならないって思っていたことを、魔王さまのたった一言で救われる気持ち……わらわもそうじゃったから、とってもよく分かるのじゃ！」

「だからって、お前……」

　食い下がる俺を、右からエヴィの澄んだ桃色の瞳が、左からルリファーのキラキラした蒼あおい瞳が見つめてくる。二人はすがるように俺の手をぎゅうっと握っていて、柔らかな手から、じんわりと温かな体温が伝わってきていた。こんなの卑怯だ。

「……あのさ、エヴィの気持ちはよくわかったよ。……でもさ、俺は本当にその、魂の輝かせ方なんて知らなくて、お前の役には立てないんだよ」

「そんなはずありません！　やるべきことは、全部ここに書いてありますもん！」

　エヴィは俺の手を離し、あの見るに堪えないピンクのノートを広げた。

「この小説の序文にはこう書いてあります。『これは、我の欲望探しの記録である。あえて力を封じ、ただの一中学生……三み道どう千ち秋あきとして不自由な学校生活を送ることで、空虚な我の心を満たす欲望を、真の魂の輝きを見つけるための……』」

「主人公自分かよ！　うおおおおおおおおお思い出したくねえええええええええ!!」

「だから、この小説に書いてある通りのシチュエーションをこなしていけば、あたしの魂も輝くと思うんですよ！」

「つまりなんだ!?　その小説通りの痛々しい学校生活を俺に再現しろと!?　いやいやいや無理！　絶対無理ですホント帰ってください！」

「魔王さまがどうしても協力してくれないとなると……本当は嫌ですけど、一緒にシチュエーションを再現してくれる人を他に探すしか……」

「その小説ほかの誰かに見せる気!?　絶対やめて！」

「じゃあやっぱり、魔王さまに手伝ってもらうしか！」

「魔王さま！　わらわも協力しますから、どうかお願いしますのじゃ！」

　エヴィとルリファーに息がかかるほどの距離からせがまれて、俺は言葉を失った。

「……あー、もう！　わかったよ！　協力すりゃあいいんだろ!?　このシチュエーションとやらを全部こなしたら、帰ってくれるんだよな!?」

「魔王さま……!!　ええそれはもう！　だってこのシチュエーションを全部終わらせた頃には、あたしはモッテモテのハーレムクイーンになってるはずですから！」

「俺は立派な中二病になってるだけだと思うんだけどなぁ……」

　ため息をつく俺とは対照的に、エヴィと、ついでにルリファーも、嬉うれしそうな顔で微笑ほほえみ合って、目尻に溜たまった涙を拭っていた。

「あの……ホントにありがとうございます。魔王さま」

　エヴィに、本当に救われたような笑顔で言われると……なんだか悪い気はしないのが、卑怯だ。……まあ、もうルリファーで同じような面倒は背負ってるし、一人も二人も同じようなもんだろ。もうどうにでもなれ畜生。

　半ばヤケになってそう思っていた俺に、エヴィは言う。

「それじゃあ魔王さま！　善は急げで、いまから最初のシチュエーション再現、ヤッちゃいましょうか！」

「ああそうだな。善は急げで……って、今からかよ!?」

　やばい、腹くくったつもりだったけど……早速後悔しそうな予感がする。

















「やっぱり女の子は、ピンチの時に守ってあげたりすると、「抱いて！」ってなると思うんですよ！」

　昼休み。屋上を出て廊下を歩く道すがら、エヴィは言った。桃色の猫目を欲望でらんらんと輝かせて、しなやかな指をわきわきさせながら。

　……俺はとりあえず、ルリファーを背中の後ろに隠した。

「おっと魔王さま。さっそく実演ですか？　女はこう守るんだゼ！　ってことですか！」

「いやただ単に、ルリファーを危険人物から遠ざけようとしただけだけど」

「はわ！　もうエヴィのシチュエーション再現は始まっているのじゃな!?　じゃあえっと、守ってもらったわらわは……」

　ルリファーは、ちょっと不安げな眼まな差ざしでじっと俺を見上げて言った。

「だっ……抱いて？　なのじゃ」

「ルリファーもこの変態の言うことには一切耳を貸しちゃいけません！」

　ルリファーの口をつぐませた俺は、にわかに、廊下がざわついているのに気付いた。

「だ、抱いて……だと……？」「こ、ここで……!?　ここでか……!?」「うそ……あんなあどけない子を、こんな、みんなの見ている前で……！」

　うわああああああああああ!!

「違うからみんな！　いまルリファーが言ったのは抱いてじゃなくて……そう！　大帝！　大帝って言ったんだよ！　こいつ昨日『カール大帝ＶＳ宇宙怪獣大戦争』のＤＶＤ見てから、カール大帝ごっこにハマっちゃって！　ルリファーが家臣で俺がカール大帝なの！」

　俺の必死の弁明に、廊下にいたみんなは一歩後ずさった。

「あ、ああ……そうか……」「まあたしかに、廊下のど真ん中で『抱いて』はねえよなぁ……溜たまってんのかな、俺……」「誤解してごめんね、大帝」

「いやみんなは俺のこと『大帝』って呼ばなくてもいいんだよ!?」

　とにかく、妙な誤解はまぬがれたようで一安心だ。……なんか変なあだ名がついた気がしたが。

「……ったく、だいたい、なんでいきなり女の子のピンチがどうとか言い出したんだよ」

　俺が声をひそめて聞くと、エヴィはあのピンクのノートを取り出した。

「それはもちろん、このシチュエーションをやるためですよ、大帝！」

「大帝じゃねえ！　魔王さまだろ！　……いやいやいや！　魔王さまもやめろ！」

「魔王さま！　あたし、今回はこれを再現したいんです！」

　俺は、一切俺の話を聞いてないエヴィへのツッコミは諦めて、ノートを覗のぞき込こんだ。

　そこに書かれていたのは、普通の中学生を装った三千世界の魔王が、女の子に絡んでいた三十万人の不良を、素手でボコボコに叩たたきのめすシーンだった。

「不良多すぎだろ……三国志かよ……」

「名づけて、『俺の女に手を出すな！』シチュエーションです！」

　小説の痛々しさには目を瞑るとして……まあ、大枠なにをやるかは予想がついた。

「……つまり、エヴィが不良から女の子を助ければクリア、ってことだな？」

「はい！　それでまた一歩、あたしの魂がハーレムクイーンに近づくってわけですよ！」

　女の子助けたんなら、その子をモノにするんじゃダメなんだろうか。……まあ、こいつが満足するんなら別になんでもいいんだけど。

「じゃあ魔王さま！　女の子に絡んでる不良を見つけにいきましょう！　まずはお手本として、魔王さまがかるーくぶっ飛ばして見せてください！」

「はわ……！　魔王さまの戦うお姿が見られるのじゃ……!?」

「別にぶっ飛ばさなくても、女の子連れて逃げればよくねえ!?」

「何言ってんですか。ぶっ飛ばさなきゃ小説を再現できないでしょう」

「いやいやいや！　女の子助けるくらいならなんとかなるかもだけど、リアル不良をぶっ飛ばすとか無理だから！」

「またまたぁ。三千世界の魔王さまともあろうお方がなにを謙けん遜そんしてんですか」

「だから俺は魔王じゃねーんだよ！」

　マズイ。このままじゃ、ホントに不良に喧けん嘩か売らされる！

「……そ、そうだエヴィ！　俺がルリファーを襲う！」

「はぁ!?　なに言ってんですか馬鹿ですかルリファーさんはあたしのもんですよ！」

「なんでそこでマジギレするんだよ！　そうじゃなくて、俺がルリファーを襲う……というか絡むから、お前が俺をぶっ飛ばせばいいだろ!?」

「……魔王さまを？」

「そうだよ！　俺はそのラグ……うんまあなんかこうすごい魔王なんだから……俺くらいの不良を倒したら、きっとめちゃくちゃ魂が輝くぞ!?　なっ？」

「……むー」

　エヴィは、形のいい細まゆをきゅっと寄せて考え込んだ。

「手加減してくれます？」

「あーそりゃもちろん！　めちゃくちゃする！　足の小指一本とかで戦うから！」

「……わかりました。たしかにそのほうが、有象無象を倒すより魂が輝きそうですしね！　不ふ肖しようこのエヴィ、全魔力をもってぶっ飛ばさせてもらいます！」

「あれちょっと待って。サキュバスってもしかして強かったりする？」

「うふふふふ……ルリファーさん。あたし頑張りますから、ちゃんと助けられたら、ご褒美に今夜一緒に寝てくださいね……？」

「ふえ？　一緒のお布団で寝るくらいなら、女の子同士じゃし、別にいいのじゃが……」

「おいちょっとエヴィ俺の話聞いて！　命に関わることだから！　なぁおいってば！」

　なんとか不良との喧けん嘩かはまぬがれたが……全然命拾いした気がしないんだけど。



　※



　俺は、エヴィとルリファーを人気のない校舎裏に連れ出した。みんなの目の前で黒歴史小説の再現なんて絶対ゴメンだからだ。美少女二人と薄暗い校舎裏で向かい合う……なんて、まるで逢い引きみたいだが……残念ながら美少女の一人、エヴィは、俺の方になんか見向きもせず、ルリファーの手をぎゅっと握っていた。

「あたしが守ってあげますからね、ルリファーさん。これが終わったら、あたしにキュンキュンしてください♪」

「ふ、ふぇ……えと、上手にきゅんきゅん、出来る、かの……？」

「きっと上手に出来ますよ！　だってルリファーさんは、あたしのお姉さまですもん！」

「おねっ、お姉さまっ!?」

「そうですよ！　だってルリファーさんは、あたしより前に魔王さまに弟子入りしたんですから！　あたしの姉弟子！　つまりお姉さまです！」

「はわ……わらわがお姉さま……わらわがお姉さま……！」

　ルリファーは「立派に振る舞わなきゃなのじゃ……」「お手本として……」なんて呟つぶやいてから、決意に満ちた顔でエヴィを見た。

「が、頑張るのじゃ！　わらわ、お姉さまじゃから！」

「きゃーっ！　お姉さま素敵！　ところでお姉さま知ってます？　姉妹弟子は誓いのキスをしなきゃいけないって、魔王さまのブログに書いてありましたよ！」

「書いてねえ！　んなお前にだけ都合のいいことはぜってえ書いてねえ！」

　俺が慌ててエヴィとルリファーを引ひき剥はがすと、エヴィはぶう、と唇を尖とがらせた。

「ルリファー！　こいつは隙あらばお前を騙だまそうとしてくるから気をつけろよ！」

　俺が振り返って言うと、なぜだかルリファーは、こほん、と咳せき払ばらいをひとつ。腰に手を当て、顎をあげて、明らかに無理した女王様的ポーズでエヴィを見た。

「ふ……ふふ、エヴィ。ここ、困ったらいつでも我を頼るがよいぞ……なのじゃ」

　……俺とエヴィは、あっけにとられて、言葉を失った。

「……ど、どうかの？　わらわ、お姉さまっぽいかの……？」

　もしかして今の、シャロンさんのマネか？

「似てな……い、いや、お前は普段通りでいいんじゃないかな」

「はうう……お姉さまへの道は、まだまだ遠いのじゃ……」

「いいえそんなことないですよお姉さま！　とっても素敵です！　ところで早速なんですけど、あたし毎晩体が火照って困ってるんです！」

「うるせえルリファーに近づくな！　とっととシチュエーションとやらを始めるぞ！」

　俺はエヴィを遠ざけて、ルリファーと正面から向かい合った。……えっと、とにかく、ルリファーに絡めばいいんだよな。

「……演技でも、こいつを襲うのは心が痛むってレベルじゃないんだけど」

「ちょっと！　魔王さまが自分でやるって言い出したんですよ！　腹くくってガッツリ襲ってくださいよ！　このド変態！」

「お前が人のこと変態とか言うの!?」

　仕方なく、俺は精一杯軽薄な笑顔を作ってルリファーに歩み寄った。

「へ……ヘイＹＯ！　カノジョ？　オレトLet's go!」

「ストーップ！」

　途端、エヴィが怒声を上げて、俺に駆け寄ってきた。

「え、なに？　なんですか今のラッパーですか？　カタコトですか？　あなた日本に来て何年目ですか？」

　日本に来てまだ二日目のサキュバスに日本語について説教された……。

「し……仕方ないだろ。不良の喋しやべり方なんてよくわかんねーんだよ」

「じゃあ魔王風の不良でいいですよ！　魔王なんだからそれなら簡単ですよね!?」

　魔王じゃないし。……仕方ない、もう一度不良をイメージしてみよう。

「えっと……よ……よお、嬢ちゃん。こんなところで何やってんだ？」

「えと……エヴィのシチュエーションを、手伝ってるのじゃ！」

「合ってるけど間違ってる！」

「可愛かわいいから許します！　続けて！」

　俺の扱いとはえらい違いだ。まあ、エヴィがいいって言うんならいいか……。

「ええっと……じょ、嬢ちゃん、可愛いじゃねえか」

　ルリファーの頬ほおが、みるみる真っ赤に染まった。

「あ、ありがとうございますなのじゃ。お、お、お世辞でも、魔王さまに言われると、そっ、そのっ……う、嬉うれしいのじゃ」

「へ？　あ、えと、どういたしまして……」

　スパーン、と後ろからエヴィに丸めたノートで殴られた。

「ちょっと魔王さま！　なにいい雰囲気になってんですか！　魔王さまは今、性犯罪者なんですよ!?　変態の自覚持ってください！」

「性犯罪者じゃなくて不良だろ!?　……いや、ともかくすまん。ルリファーに流された」

　ルリファーがいまいち趣旨を理解してない分、俺がしっかりしなくては。

「な、なあ嬢ちゃん。これから俺とイイトコ行かねえ？」

「魔王さまと、いいところ……!?　はいっ！　是非ご同行させて頂きますのじゃ！」

「えーと……俺が一晩かけて、お前を大人のオンナにしてやるからよ。ひひひ」

「はわっ！　わ、わらわもっ、立派な大人の女になれるよう精一杯頑張りますのじゃ！」

「ストーップ！　ちょっと魔王さまいい加減にしてください殴りますよ！」

「さっきもう殴っただろ!?　ってか今のは俺のせいじゃねーよ！」

「ああもうっ、見ててください。こうやるんですよ！」

　エヴィは俺を押しのけると、ルリファーをその場に押し倒した。

「こうやって押し倒したら、胸とか揉もんだり、服を脱がしたりすればいいんですよ！」

「あ、や、だ、ダメなのじゃあ」

　ルリファーが赤面して抵抗するが、もともと誰かに手を上げられるような奴やつじゃないから、ひたすら弱々しい。エヴィもそれが分かってきたようで、どんどん増長していく。

「お、おい。分かったから、そこまでしなくても」

「なに言ってるんですか、大事なとこですよ！　見てください、このおっきなおっぱい！　この白くてスベスベなお肌！　こんなお宝を前にしたら、反射的に欲情して当たり前……当たり…………ふへ、ふへへへへ、ルリファーさぁん！」

「お前が欲情してどーすんだよ！」

「ねえルリファーさん、いいですよね。あたしがルリファーさんを大人の女にしてあげますから……もっと、もっといいことしましょ？」

















「ふぁ──あ、ん！　……や、そ、そっちは、触っちゃ……」

「やめろバカ！」

　ルリファーの上に覆おおい被さったエヴィをちゃぶ台返しよろしく引っペがした。エヴィはごろんごろんと勢いよく地面を転がったあと、何事もなかったかのように立ち上がる。

「……ま。今みたいな感じでお願いします。分かりましたか、魔王さま」

「いまさら冷静ぶってもおせーよ」

　だが、俺がもたついていたらルリファーがこの変態に襲われるってことは分かった。さっきまでので大体不良のコツは掴つかんだし、さっさとこのシチュエーションを終わらせよう。

　俺は、胸を押さえてへたり込んでいたルリファーを助け起こしてから、おもむろに、彼女の華きや奢しやな肩に腕を回した。

「よっ、カノジョ。可愛かわいい顔してんじゃん。ちょっと付き合えよ」

　息がかかるほど顔を近づけて、できる限り馴れ馴れしく言ってみた。至近距離から声をかけられたせいか、ルリファーの頬ほおが、ぼっと赤く染まる。

「はわっ……ま、魔王さまっ……息が、耳に……！」

「へーえ、照れてんの？　可愛いじゃん。男と付き合ったことねーの？」

　俺だって女の子と付き合ったことなんかないし、耳元で聞こえる、ちょっと荒くなったルリファーの吐息を聞いてるだけで赤面しそうになるが……我慢だ。

「あ、あう……。だ、ダメなのじゃよう、魔王さま……。お顔が、近くて……」

　ルリファーが恥ずかしげに身じろぎした。その拍子に、柔らかい膨らみが俺の腕をかすめる。恥ずかしさをなんとか耐えて、続ける。

「な……なぁ、俺が楽しい大人の遊びってヤツを教えてや・る・よ」

「やっ……魔王さま、もう……っ！」

　よし、今のところうまく絡めてる！　このあたりでエヴィが助けに入ってくれれば……。

「──おい、何やってんだよお前」

　その時だった。背後から、エヴィとは似ても似つかない、野太い男の声が聞こえた。

「その子嫌がってるじゃねーか。離れろよボケ」

　背後から伸びてきた丸太みたいな腕が、俺を突き飛ばしてルリファーから引ひき剥はがす。

　尻餅をついた俺の前に、見上げるほどデカくてガタイのいい、強面の男子が二人立っていた。二人共、再放送の昭和ドラマでしか見たことのない、ハンバーグを頭にのっけたみたいなリーゼントヘアーをしている。……非の打ち所のない、ザ・不良がそこにいた。

「おい、大丈夫だったかよ。嬢ちゃん」

　不良たちは、ルリファーのことを背中にかばうと、その髪型や体格からは想像出来なかった優しい笑みを浮かべた。その笑顔を向けられたルリファーは、きょとんと首を傾かしげる。

「ふえ？　大丈夫というのは……」

「今そこの男に襲われてただろ」

「ちょ──違います！　俺はただ」

「ゲス野郎は黙ってろ。……ったく可哀想に、怖かっただろ？」

　不良の言葉に、ルリファーが顔を真っ赤にして体を揺らす。

「はい……思わず体を預けてしまいそうで、自分が怖かったのじゃ……」

「なんで恥じらってんのルリファー!?　俺は演技で絡んでただけだよねえ!?」

「んな言い訳が通じると思ってんのか、この変態野郎！」

　不良たちが、その拳をゴキゴキと鳴らして俺を睨にらんでくる。

「おい。二度とふざけた真ま似ねしないと誓って、こっから失うせな」

「いや逃がす必要ねえよ。こんな薄暗いとこに女子連れ込んで襲うような卑怯もんは、殴って分からせなきゃいけねえだろ」

　二つの巨体が迫ってくる。やばい、このままだと鉄拳制裁される？

「……あれ。もしかして勘違いしているのじゃ？」

　そこでルリファーが無邪気な声を上げて、不良たちを振り向かせた。

「あ？　勘違い？」

「じゃからわらわは、そちらにいらっしゃる魔王さまと一緒に、魂を輝かせるための試練をやっていただけで、危険でもなんでもないのじゃよ」

　ルリファーのちっちゃな手が、俺をまっすぐ指さした。不良二人が俺を見る。

「……魔王さま？」

　おいルリファー！　なんてこと吹き込んでくれやがる！

「ちちち違うんですよ!?　魔王さまっていうのは別に俺が自分で名乗ってたとかそういう痛いものじゃなくって！　そのだから演技上の役割っていうか遊びっていうか！」

「……なんだ、プレイかよ」

　不良たちが、ガッカリしたように項垂れた。

「かっ。こんな暗がりに自分の女連れ込んで、魔王さまプレイってか。変質者じゃなくてもド変態すぎんだろ」

「いやだから俺は変態なんかじゃなくって！」

「うるせえよ変態。恥かかせやがって羨まし……紛らわしいんだよクソが」

　そう言うと、不良たちは振り返ってそのまま歩いていった。……あ、あれ？　助かった？　紛らわしい、ってことは……勘違いしてたってことを理解してくれたのかな？

　なんだ話せば分かるじゃないか、と思っていたら、

「魔王さまなにやってるんですか、チャンスですよ！　軽く不良をぶっ飛ばしちゃってください！」

　エヴィの言葉に、去ろうとしていた不良たちがピタリと止まった。

「おいエヴィなに言ってんだ！　せっかく平和的に話が終わろうとしてたのに！」

「平和的に？　もしかしてこいつらに遠慮してるんですか？　平気ですよこんなヤツら大して友達いないでしょうし、ぶっ飛ばしても誰も悲しみませんって！」

「人を見かけで判断すんな！　たしかに天然記念物級に古臭い格好してるし子供が泣いて逃げそうなくらい強面だけど、もしかしたら友達百人いるかもしれないだろ羨ましい！」

「そんな訳ないじゃないですか。え、それともまさか、魔王さまが不良を怖がってたり？」

「怖くねーよ！　不良の何百倍も怖い人に腹ブチ抜かれた事あるしな！」

「……おい」

　ドスの利いた声と共に胸ぐらを掴つかまれた。

「誰が世界文化遺産レベルに古くせえイモ野郎だって？」

「俺たち程度の弱っちいヤツなら一発で腹ぶち抜けるとも言ったよなぁ？」

「いやそこまでは言ってませんけど!?」

「是非腹ブチ抜いてもらおうじゃねーか。おお？」

　不良二人が睨にらみをきかせて凄んでくる。……自分でも驚いたことに、あんまり怖くない。やはりシャロンさんの迫力は別格か。とはいえ、この場をどう切り抜けるべきか。

「魔王さまへの無礼は、わらわが許さないのじゃ！」

　俺と不良の間に、ルリファーが割って入ってきた。華きや奢しやな肩をカタカタと震わせながら、それでも両手を広げて、俺を守るように不良を見上げる。

「魔王さまがいくらお優しいからといって、つけ上がってはダメなのじゃよ！」

「いやちょっとルリファー!?　話こじれるから下がってて！」

　俺は慌てて、ルリファーを背中に隠した。ドジっ娘とはいえ魔王の娘だ。シャロンさんの魔法を弾はじき返かえした時のように、妙な魔法で不良たちを消し飛ばされたりしたら困る。

「あー、もうじれったいですね！　あたしがまとめてぶっ飛ばしてやりますよ！」

「お前もちょっと黙ってろって！」

　エヴィも慌てて背中に隠す。そんな俺を見て、不良たちの眉がヒクヒクと痙攣し始めた。

「て、てめえ……見せつけてくれるじゃねーか」

「俺たちをダシに使って、美少女二人とまだ魔王プレイしようってのか!?　イチャイチャイチャイチャ、マジむかつくんだよ羨ましい！　俺たちなんか……ああむかつく！」

　やばい、なんか知らんけど超絶怒ってる!?　……これは、穏便に済ますのは無理かも。

「……エヴィ、俺が時間を稼ぐから、その隙にルリファーを連れて逃げろ」

　エヴィは不服そうにかぶりを振った。

「嫌ですよ！　絶対ぶっ飛ばします！」

「なんでだよ！　シチュエーションならまた手伝ってやるから！」

「そうじゃなくて、だってムカつくじゃないですか！　ヨーコとマナミがいるのに、ルリファーさんにまで手を出そうとするなんて！」

「ヨーコ？　マナミ？　誰だよ」

「うちのクラスの、ちょっと不良でおっぱい大きな二人組ですよ！　こいつらの彼女の！」

「……お前、なんでそんなこと知ってんだよ」

「女の子のパーソナルデータなら中等部まで網もう羅ら済みですから！」

「お前、この学校に女子が何人いると思って……」

　いや待てよ。これ、穏便に切り抜けられるかもしれない。

「……エヴィ。こいつらのぶっ飛ばし方を思いついた」

　エヴィにその方法を耳打ちする──が、その直後、不良たちが痺れを切らしたように俺に掴つかみかかってきた。

「おいコラ。俺たちの腹ぶち抜くか、お前がぶちのめされるか、とっとと決めろや」

「お前が選ばねーんなら、俺たちが勝手に決めちまうよ？」

　言いつつ、不良が俺に向かって拳を振り上げた。……その時だった。

「──待ちな」

　エヴィの気取った声が響いた。俺が振り返ってみると……エヴィが、カッコつけて立っていた。（エア）向かい風に吹かれて体を斜めにし、（エア）帽子を片手で押さえながら、（エア）マントをばさぁっ、と翻して不良たちに流し目を送る。

















「卑しい連中だぜ、貴様らは」

　……その痛々しい口調は何だ、とは聞かない。俺の小説をトレースしてるのだ。

「な……何だお前。魔王プレイの続きかよ」

「卑しい連中だって言ったのさ。貴様らにはもう、ヨーコとマナミっていう女神ミユーズがいるってのに、我の女にまで手を出すなんてな」

　ヨーコとマナミ。その名前を聞いた途端、不良たちの表情が固まった。

　エヴィが不敵に笑って、続ける。

「風の便りに気をつけることだな。我の女に手を出したこと、貴様らの女神の耳に入るかもしれねえ。……風ってのは、貴様らが思っているよりおしゃべりだ」

　不良たちが、青ざめた顔を見合わせる。

「……おいやべえよ。ほかの女に手を出したなんてあいつらの耳に入ったら、また何やらされっか……」

「バカ！　ハッタリだ！」

　言いつつも、不良たちはあからさまに慌てている。ダメ押しで、俺はポツリと言った。

「……今日のこと、お互い秘密にしときませんか？」

　不良たちが、俺の言葉に、ぐっと押し黙る。……やがて。

「……今日のところは勘弁しといてやるよ！」

　定形通りの捨すて台詞ぜりふを残して、不良たちは逃げるように駆け去っていった。

「……すっ、すごいすごい！　すごいです魔王さま！　魔王さまの言ったとおりにやったら、あっさり逃げ出していきましたよあいつら！」

　エヴィが桃色の瞳をキラキラさせて、俺に駆け寄ってきた。

「……いや、あの口調は『俺の言ったとおり』じゃねーんだけど」

「魔王さまの小説にアレンジ加えてみました！　イカしてました!?」

「イカレてたよ」

　……まあなんにせよ、エヴィが不良を追い払ったのだ。今回のシチュエーションは、クリアってことでいいだろう。

「それでそれで、どうでしたルリファーさん！」

　エヴィが目を輝かせて、俺の背後に隠れていたルリファーに、話しかける。

「あたし、格好かつこ良よかったですか？　キュンキュンしちゃいました？　今夜は一緒のベッドで寝たいとか思っちゃいました!?」

「あ……魔王さまの背中に隠れてたから、よく見えなかったのじゃ」

「…………」

　エヴィが、ルリファーの前に立つ俺のことを、さっきの不良たちよりよっぽど強い殺気を纏まとって睨にらみ上げてきた。正直、これはちょっと怖い。

　と、そこでルリファーが、俺の背中をぎゅっと掴つかむ。

「あの、ま、魔王さま。庇かばってくれて、ありがとうなのじゃ」

　ルリファーが、頬ほおを赤く染めて、柔らかく笑みを浮かべる。

「とっても、格好かつこ良よかったのじゃ」

「……お、おう」

　照れ臭くて思わず視線をルリファーから、エヴィへと移す。

　エヴィは俺の前で、地面に両手両膝をついて、項垂れていた。

「魔王さまに、全部、持ってかれた……」

「なにを落ち込んでるんだお前は」

「さすがは、三千世界の大魔王・終焉の創手ラグナフオールってことですか……！　ふ、ふふふ……」

　邪悪な笑みを零しながら、ゆらり、とエヴィが立ち上がる。

「いいです。今回は、勝ちを譲ります。裏を返せば、魔王さまのシチュエーションの効果が実証されたってことですからね！」

　そう言ってエヴィは、目に光を取り戻して、ガッツポーズを取る。

「次はやってやりますよ！　その時は邪魔しないでくださいね、魔王さま！」

　なんか、余計な熱意を与えてしまった。

　エヴィの不敵な笑顔に、俺は、今後の生活への不安に頭を抱えざるを得ないのだった。

















「わらわ、魔王さまが相手だと、何でも言うことを聞きたくなるのじゃ」

　教室。五時間目の後の休み時間。ルリファーが、幸せそうな表情をして、そんなことを言い出した。俺が返答に困っていると、クラスメイトたちのひそめた声が聞こえた。

「なんでも言うことを聞く……だと……!?」「てことは、三み道どうに言われたら炊事とか、洗濯とか……」「バカ野郎カッコつけてんじゃねえ！　ルリファーさんに『言うこと聞く』って言われたらそりゃあ……そりゃあ……！」「男子サイテー」

　……やばい。

「いやいやいや！　勘違いしないで!?　ルリファーは日本語間違えただけだから！　さっきのも、えっと、言うこと聞くじゃなくて……そう！　ルリファーはいま、相撲にハマってて、云いう琴こと菊ぎくっていう三下のマイナー力士が一押しでね！　その話！　な？　ルリファー!?」

「りきし、なのじゃ？」

「ほらルリファーもわかってくれてる！」

　俺の必死の説得に、クラスメイトは気け圧おされたように身を引いた。

「ルリファーさんと二人で相撲見て、他愛もない会話してるってことか……くそ、どっちにせよ羨ましい……」「元気出せよ……三道のいいなりになるルリファーさんはいなかったんだから……」「その程度で喜ぶことしか、俺たちには許されないのか……」

　ふう、どうやら怒りも収まったようだ。危うくまた中二病だと疑われるところだった。

　額の汗を拭いて席についたところで、ルリファーに声を掛ける。

「それで、何の話だよ」

「わらわ、エヴィのシチュエーションを見守っていて、気づいたのじゃ」

　ルリファーが、キラキラと瞳を輝かせてこっちを見る。

「人を導くことに関して、魔王さまを越える存在はいないと！　魔王さまは間違いなく、三千世界の全てを統べる大魔王さまなのじゃと！」

「みんなの迷惑になっちゃうから声抑えようね、ルリファー！」

「それでわらわ、このクエストをやりたいと思ったのじゃ！」

　ルリファーが黒革のノートを見せてきた。そこに書かれていたのは、全校集会での話。

　ちゃんと列に並びなさい、と委員長に怒られた魔王が「皆が並ばないのは貴様に威厳がないせいだ！　我が魔界にいた頃は一声で六百六十六万の魔王軍を整列させたものだ！」と説教して委員長に土下座させていた。

「まだ魔王軍を整列させるのは難しいのじゃが……せめて委員長として、クラスのみんなを整列させたいのじゃ！」

「……あー。そういえば六時間目は、全校集会になったんだっけ？」

　さっき、授業前に先生が「急遽変更」だとか言ってた気がする。

　クラスメイトを整列させるぐらいなら、多分そう難しくはない。委員長なら、普通にこなせてしかるべき仕事だ。……問題があるとしたら、一つだけ。

　俺はそっと、クラスの後ろの方……エヴィの席を見た。エヴィが、ニヤニヤとだらしない顔をして、窓際にいる女子のグループを見つめていた。

「白、ピンク、白、黄色……ふへへ、スカートがよく透ける季節になってきましたね……」

　季節の風物詩みてーに言うな。……と、ツッコミを入れたいのは山々だけど、あいつの興味をこっちに引きつけるのは得策とは言えない。エヴィが下手にルリファーのクエストに関わって来たら、どう引っかき回されるか分かったもんじゃないからだ。

　俺は、エヴィからルリファーへと視線を戻して、言った。

「ルリファー。なるべくこっそりクリアしような」



　※



　体育館には、名な空そら高校の全校生徒が集まっていた。中等部一年から高等部三年まで、約千二百人。

「ま、真まっ直すぐに整列して欲しいのじゃーっ！　あっ。そこはみ出して……ふぎゃっ！」

　ルリファーは体育館中をちょこちょこ走り回って、クラスの列を整えたり、コケたり、私語を注意したり、コケたり。……まあだいたいコケていた。

「はふ……はにゃ打ったのじゃ……はっ！　そこの二人！　お喋しやべりはまた後で──」

「えー。大丈夫だよ、まだ始まらないから」

　列を乱して立ち話をしていた女子生徒たちに反論されて、ルリファーが狼狽える。

「はわ。でも、その、えっと、すぐに始まるので……」

「ねえルリファーさん、お願い！　私たち、いますごく大事な話してるからさ」

「大事な話……！　なら仕方ないのじゃ！　お話の邪魔してごめんなさいなのじゃ！」

　ルリファーが離れていったのを見送って、女子生徒たちはまた、見るからにどうでもよさそうな雑談を再開して、ケラケラ笑っていた。チョロい委員長だなぁ……。

　俺は、女子生徒にあっさり丸め込まれたルリファーを呼び止めた。

「ルリファー、人を疑わない精神はとっても素晴らしいけど、多分あれ嘘うそだぞ」

「ええっ!?　す、すごいのじゃ魔王さま！　ひとの考えが読めるということかの!?」

「そんな能力が俺にあったら、友達の一人くらい作れそうなもんだけどな……」

　その時、クラスの列から抜け出たエヴィが、背後からルリファーに飛びついた。

「ルッリファーさーん！　お話なら魔王さまとじゃなくてあたしとしましょうよう！」

「ひゃわあっ!?」

　ルリファーの銀髪に顔をうずめだしたエヴィを、俺は無理やり引っペがす。

「やめろ変態。今ルリファーは忙しいんだから」

「そっ、そうなのじゃエヴィ。わらわはいま大事なクエストを」

「大事な大事な委員長の仕事中だから！　なっ！　ルリファー！」

　俺の不自然な反応に、エヴィが怪け訝げんそうな顔をした。

「なんですか魔王さま、突然おっきな声出して」

「い、いや別に……。ひ、広いとこ来るとさ、なんかこう、大きな声だしたくなるじゃん!?」

「……なーんか、妙に慌ててますね？」

「そ、そんなことない！　ほらルリファー、仕事の続きだぞ！」

「あ！　ルリファーさんのお仕事ならあたしも手伝……」

「自由に動いていいのは委員長と副委員長だけなの！」

　エヴィを列に押し込んで、ルリファーの手を引き列から離れる。そっと振り返ると、こっちを「じーっ」と凝視しているエヴィとばっちり目があった。

「……完全に怪しんでるな、あれ」

「ご、ごめんなさいなのじゃ、魔王さま。わらわ、今回のクエストはこっそりと言われたのに、エヴィに聞かれてつい……」

　……まあ、こいつにうまく嘘うそをつけなんて求めるのは、魔王らしい振る舞いを求めるくらい無理な話だ。

「いいよ、気にしないで。それより、さっさとクエスト終わらせようぜ」

「は、はいなのじゃっ！」

　俺の言葉に、しょんぼり肩を落としていたルリファーは、笑顔を輝かせるのだった。



　ルリファーは再び、さっき雑談をやめなかった女の子たちの所へ駆け寄った。今度は俺が後ろについて、リベンジだ。

「あのっ、私語は慎んで欲しいのじゃ！」

「えー、大事な話だって言ったじゃん」

　女の子たちは笑いながら、ルリファーを軽くあしらう。だがルリファーは引かずに、名探偵よろしく女の子たちをびしいっ、と指さした。

「大事な話というのは、嘘なのじゃ！　なぜなら、さっき魔王さまが心を読んで」

「ルリファー!?　俺に頼らず自分の言葉でなんとかしよう！」

「えぇっ!?」

　俺の制止に出鼻をくじかれ、ルリファーが言葉を失う。女の子を前にして「あの……その……」としどろもどろになるルリファーを見かねて、俺はそっと耳打ちした。

「普通に、ちゃんとお願いすれば雑談くらいやめてくれると思うけど」

「ふっ、ふつうにっ、ふつうに、わ、わらわの言葉で……っ」

　ルリファーはがっちがちに緊張しながら、女の子たちを見上げた。余り気味の袖をぎゅっと握りしめて、すがるような眼まな差ざしで言う。

「えと……あの、お、お話をやめてくれないと、えと、みんなも困るし、先生も困るし……あうう、わ、わらわも……わらわも委員長じゃから……とめないと、だめなのじゃ……」

　必死に言葉を尽くし、瞳をじんわり潤ませるルリファー。女の子たちはルリファーの眼差しに気け圧おされたみたいに顔を見合わせた。

「あー……えっと、そうだよね、ルリファーさん困っちゃうもんね」

「わかったわかった。もう無駄話やめるから、泣かないで。ねっ？」

「はうう……お願いしますのじゃ……」

　女の子たちは、ルリファーの華きや奢しやな肩をぽんぽんと叩たたいて、雑談をやめてくれた。涙目になったルリファーの「お願い」の破壊力は、どうやら男女問わず効果抜群のようだ。

　ルリファーが振り返って、目元を拭って微笑ほほえんだ。

「えへへ……お話やめてもらえたのじゃ」

「ああ。頑張ったなルリファー」

「そんな滅相もないのじゃ！　魔王さまの読心術があってこその」

「だから俺は読心術とか使えないからね!?」

「──読心術？」

　背後から、最近よく聞く声が聞こえた。振り返ってみると思ったとおり、佐さ藤とうくんが怪け訝げんそうな顔で俺を見ていた。

「三み道どう、読心術って……」

「あああいやいやいや！　違うから！　読心術じゃなくて、ルリファーは今えっと……独身！　独身って言ったの！　えっと……ルリファーの生まれた国では十四歳から結婚できるからね、俺に「独身ですか？」って聞いてきたんだよ！　なっ、ルリファー！」

「はわ、あそこの列が乱れてるのじゃ！」

「うおおおおおおいルリファーちょっと待てい！」

　駆け去っていくルリファーを呼び止めようとした俺を、佐藤くんが制止した。

「あー、いや、いいよ。話はわかったからさ」

「わかってくれた!?」

「うん。お前に「独身ですか」って聞くくらい、ルリファーさんが真面目にお前との将来を考えてるってことがな……」

「あはは、そうなんだよ困っちゃうよほんと！」

　よし！　なんとか中二病だとは思われずに済んだ！

　佐藤くんは、元気が無さそうな様子でため息をついたあと、気を取り直したように言う。

「……そういや三道。今日突然集会が開かれたのって、下着ドロが出たせいだって聞いたんだけどマジ？　なんか、下着盗まれたの、うちのクラスの女子だって聞いたんだけど」

「へ？　下着ドロ？　……いや、初耳」

「なんだそっか。副委員長だから、てっきりなんか聞いてるもんだと思ってたんだけど」

　下着ドロ……か。俺は、さっきからずっとこっちを見ているエヴィの方へ視線を放った。いや、まさかな……。

　そんな時だった。ルリファーが、慌てた様子で俺のところへ駆け戻ってきた。

「まま、魔王さま！　大変なのじゃ！」

「ん？　なんだ、また雑談してる子でもいたのか？」

「もっと大変なのじゃ！　北きた白しら川かわさんが列の中にいないのじゃ！　体育館中探してみたけど見当たらなくて……多分、ここに来てないのじゃ……」

　ルリファーが焦ったように、スカートの裾をぎゅうっと握り締めた。

「どうしようなのじゃ……人数が欠けてたら、クエストが……」

「あー……そっか……」

　どうしていつも、簡単だと思ったクエストに限ってトラブルが起きるのか。

　正直北白川さんには苦い思い出しかないので、あまり関わりたくないのだが……こんな簡単なクエスト、失敗してまた後日──なんて展開にはしたくない。

　俺は先生に許可を得て、ルリファーと一緒に、北白川さんを探しに体育館を出た。



　※



「ふ……二人っきり、なのじゃな……。魔王さま……」

　ルリファーは、俺の腕にぎゅっとしがみつきながら言った。華きや奢しやな肩が、小刻みにふるふる震えている。……ルリファーの言いたいことはよくわかった。

　全校生徒が体育館に集まり、無人と化した校舎は……まだ昼間だというのに、妙に薄暗くて不気味だった。

「は……はやいとこ北白川さんを見つけて戻ろうぜ」

　俺は、腕に当たる柔らかな感触に極力意識を向けないように言った。

　とにかく、まず向かうのは自分たちの教室だ。北白川さんが故意にサボっているのではなく、例えば貧血で立てなくなってるとか、のっぴきならない状態で体育館に来られないのだと仮定すれば、教室から体育館までの道すがらにいる可能性が高い。

　俺とルリファー、二人分の足音だけが、静まり返った廊下に響く。

「……はわっ!?」

　緊張のせいか、何もないところでルリファーがこけそうになった。俺は慌てて抱きとめる。俺たち二人はそうして一瞬足を止めたが……廊下には、まだ足音が響き続けていた。

　俺たち以外の、誰かの足音が。

「ま、まままま魔王さまぁぁぁぁぁぁぁっ!?　こ、ここここの足音はなんなのじゃーっ!?」

「お、俺が知るかよ……。ていうかルリファー、ちょっとくっつきすぎ……」

　足音は、俺たちの背後から響いてきていた。だんだんと、足音は大きくなってきている。俺たちのあとをつけてきているように聞こえた。……あとをつけてきてる？

「……ルリファー。ちょっとこっち来い」

　俺は手近な教室にルリファーを引っ張り込んだ。ドアにはめ込まれたガラス窓からそっと廊下を窺う。足音はだんだん近づいてきて……やがて、足音の主がドアの前を横切った。

　──さらりと揺れる桃色のボブカット。……エヴィだ。

「……やっぱりあいつか。案の定つけてきやがった」

　エヴィはなぜだか鼻をひくひくさせながら、ゆっくりと廊下を歩いていた。

『ふふふ、魔王さまったら。ルリファーさんを連れた身で、あたしから逃げきれるとでも思ってるんですかね』

　エヴィがいたずらっぽく笑う。……あいつに見つかったらまた色々厄介だ。ここでやり過ごして撒いてしまおう。と、俺が息を潜めた時だった。

『ふーん。ここにいますね』

　突然、エヴィは、俺たちが隠れている教室のドアに迷いなく手をかけた。

「──なんでバレた!?　……くそ。ルリファー、こっちだ！」

　俺は手近なロッカーにルリファーを放り込み、続いて俺もロッカーに飛び込んだ。

　ロッカーを閉じるのと同時に、教室のドアが開く音がする。

『……ん？　おかしいですね、絶対ここにいるはずなのに』

　エヴィが教室を歩き回る音が、薄いスチールのドア越しに聞こえる。

「ま……魔王さまぁ……」

　苦しげなルリファーの声がした。密着したちっちゃな頭が、俺の胸の中でもぞもぞと動く。鼻先には甘い女の子の匂い。だが、ロッカーの中は暗くて姿はよく見えない。

「はうう……魔王さま……そこ、あし、どけて欲しいのじゃあ……」

　恥ずかしげな声、胸に触れる柔らかな感触、俺より体温の高い小さな体が、暗闇でもぞもぞ身動ぎする。視界が真っ暗な分、なんだか余計に触覚と想像力が研ぎ澄まされて……。

「が、我慢しろルリファー！　エヴィが出てったらすぐ退くから！」

「でも、でもぉ……魔王さまの手が、ひゃっ!?　あうう……わらわ、もうダメじゃ……」

「もうちょっと！　もうちょっとだから！」

『ふーむ……？』

　すぐ背後からエヴィの声が聞こえて、俺は慌てて、ルリファーの顔をきつく抱き寄せた。「むぐっ」とくぐもったルリファーの呻うめき声が漏れる。

『おかしいですね……勘違い……？　いや、そんなはずないと思うんですけど……』

　ぼやきつつ、エヴィの声が離れていく。やがてドアが開く音がして……静かになった。

　俺は、後ろに倒れるようにロッカーから転げ出た。ルリファーが俺の上に覆いかぶさるように倒れ込んでくる。柔らかそうな頬ほおは真っ赤で、蒼あおい瞳は潤んでいた。

「魔王さまに抱きしめられた魔王さまに抱きしめられた魔王さまに抱きしめられた……」

「不可抗力！　不可抗力だから！」

　うわごとのようにつぶやくルリファーをなんとか立たせ、俺は廊下の様子を窺った。エヴィの姿はない。自分たちの教室まで向かうなら、今しかない。

「抱きしめられた魔王さまに抱きしめられ」

「ルリファー、今のうちに行かないとクエスト成功できないぞ！」

「魔王さまに抱きしめられ……はっ！　そそそ、そうだったのじゃ！」

　クエストへの情熱がショックを上回ったらしい。ルリファーはまだ顔が真っ赤ながら、俺のあとに続いて教室を出た。

　それ以降エヴィと出くわすこともなく、俺たちは自分たちの教室へとたどり着いた。

　だが、がらんとした教室をすみずみまで探してみても、北きた白しら川かわさんの姿はなかった。

「……いないな。ここに来るまで、エヴィ以外は誰もいなかったよな？」

「はいなのじゃ……。注意して見てきたつもりなのじゃが……」

「体調不良で保健室、とか……？」

　正直不確実すぎる見立てだが、もうそのくらいしか思いつかない。とにかく探しに出ようと、俺たちが教室を出ようとしたその時。……また、足音が聞こえてきた。

　俺はルリファーの手を引いて、手近な教卓の中に飛び込んだ。狭い教卓の中に、俺がルリファーを押し倒すような格好で収まる。「はわっ……ま、魔王さま……っ。お、お顔が近いのじゃ……っ！」

「ご、ごめん……」

　とはいえ、この狭い空間では、顔をそらすのが精一杯だ。ルリファーも恥ずかしげに視線をそらしているが、この近距離では、かすかに荒くなった息遣いまではっきりわかる。

『ルリファーさーん？　……あれー、やっぱりいないですね』

　エヴィが教室に入ってきて歩き回る音がする。

『ま。これだけ探していないんなら仕方ないです。体育館に戻りますか』

　ドアが開き、閉まる音がする。俺とルリファーはほっと息をつき、教卓から出た。

「はうう……おかしくなるかと思ったのじゃ……」

「ごめん……。まあでも、エヴィは撒けたし、これで安心してクエストを……」

　その時、教卓の陰からしなやかな手が現れ、ルリファーの胸を後ろから鷲わし掴づかみにした。

「うふふふふふ……ここに隠れてるって分かってましたよ、ルリファーさん」

「え、わ、ひゃわっ!?　だっ……服のなかに手を入れちゃダメなのじゃあっ！」

　弱々しく抵抗するルリファーの胸を揉もみしだきながら、エヴィがにやりと笑う。

「ふふん、魔王さま。ルリファーさんを連れて逃げきれるとでも思ってたんですか？」

「お前なんで分かった……ってか、いいからルリファーを離せ変態！」

　俺は慌ててルリファーを引き寄せた。ルリファーが俺の胸にすがりついてくる。

「なんで分かった？　そんなのルリファーさんの匂いをたどってきたに決まってるじゃないですか！」

「犬かお前は！」

「女の子の匂いをたどるのなんて、サキュバスの基本スキルです！」

「そんな種族的に何の役にも立たないスキルがあってたまるか！」

　クソ……結局見つかっちまった。北きた白しら川かわさんを見つける手がかりもないっていうのに、こいつまで絡んできたらクエストクリアが余計に難しく……。

　……ん？　女の子の匂いをたどる？

「……なあ、エヴィ。北白川さんの匂いってたどれるか？」

「北白川さん？　あー、うちのクラスの、あのＥの85の人ですか」

「カップで言われても知らねーよ！　あの縦ロールの人だよ！」

「ちょっと待ってください。わかるかもしれません」

　エヴィはくるりと俺に背を向けて、ポケットをゴソゴソと探った。……ややあって。

「……分かりました。結構近くにいますよ」

「本当に分かるんだな……。じゃあ場所を教えてくれ」

「嫌です」

「ありがとう助かる……なんだとぉ!?」

「だーって、魔王さまったらあたしを除け者にして、ルリファーさんと二人でいちゃいちゃしてるんですもん。さっきだってルリファーさんを狭い所へ無理やり連れ込んで……」

「イチャイチャなんてしてねーよ！」

「じゃあ何してたんですか？」

「うっ……」

「ふーん。言えないんですか。言えないのにあたしに協力させるんですか。必要な時だけ使って終わったらポイですか！　あたしはそんなに便利な女じゃないですよ！」

「人聞き悪い言い方すんな！」

　くそ……今後エヴィがクエストに絡んでくるとなると、正直頭の痛いことばかり起きそうで嫌なんだけど……とはいえ、この場ではエヴィの力が必要なのも確かだ。

「……クエストだよ。ルリファーの魔王クエスト」

「ルリファーさんの魔性のウエストがなんですって？」

「魔王クエストだよばかやろう！　俺のブログに書いてあった……いろいろこう痛々しいやつを、立派な魔王になるために再現するんだよ。お前も似たようなことやってんだろ？」

「魔王クエスト……つまり、魔王さまがブログの内容を恣意的に解釈して「ふへへルリファー、立派な魔王になるために、今日は誰もいない教室で俺と合体してもらうぜ！　さあ脱げよ！」とかやるってことですか？」

「ちっげーよ！」

　ブログを恣意的に解釈してんのはむしろルリファーの方だしな！

「ふーむ。ま。ルリファーさんのためだと言うなら、協力しないわけにはいかないですね」

「本当か!?」

「ええ！　あたしのこの鼻で、北きた白しら川かわさんの生理周期までばっちり当ててみせますよォ！」

「居場所だけでいいんだよ！」

　ふふん、とエヴィは得意げに笑うと、すっと鼻筋の通った小作りな鼻を、ひくひくさせ始めた。やがて匂いをたどるように、教室のドアへ向かう。

「こっちです！　匂う、匂いますよぉ、女の子の甘ーい匂いが！」

「黙って追跡してくんないかなぁ……」

　匂いをたどるエヴィに連れられてたどり着いたのは、一年生の女子更衣室前だった。

「んー、間違いありません。この中です」

「この中、って……」

　なんでこんな時に、更衣室の中に……？　俺の頭に、タイムリーな単語が浮かぶ。

　──下着泥棒。……でも、まさか、北白川さんが？

　うう……北白川さんが犯人にせよ、そうじゃないにせよ、正直ここは開けたくない。

「北白川さーん！　いるのじゃー？」

「ちょっと待ってルリファー!?　まだ心の準備がね!?」

　俺は慌てて制止をかけたが、ルリファーは既に女子更衣室のドアを開いてしまった。すると突然、開いたドアから飛び出してきた人影が、俺の腹にタックルを食らわせてきた。

「うおわっ!?」

　息が止まるほどのいいタックルを食らって、俺は廊下にぶっ倒れる。女子更衣室から出てきた人影はそのまま俺に馬乗りになって、得意げに胸をそらした。

「捕まえましたわよ下着泥棒！　さあ観念してお縄に……あら？」

　俺の両腕を太ももでがっちりロックした人影……北白川さんは、倒れた俺を見下ろすなり、きょとんと目を見開いた。

「……宮みや崎ざきくん？　あなたが下着泥棒だったの？」

「いや違う誤解だから！　つーか宮崎って誰だよ！」

「ああ……わたくしは期せずして、クラスメイトの心の闇を暴いてしまったのね……」

「ちょっと話を聞いて!?　俺たちは北きた白しら川かわさんが集会にこないから探しに来ただけで」

「ふん！　誰もいない女子更衣室に一人で忍び込もうとしたくせに、下手な言い訳を……」

　言いかけた北白川さんは、ルリファーとエヴィの姿を確認して、ふと口をつぐんだ。

「……女の子たちと一緒に下着泥棒なんて、高度な趣味ね」

「だから違うって言ってるだろ！　北白川さんがいないと、委員長のルリファーが怒られるんだよ！」

「ふーむ……」

　北白川さんはまだ怪け訝げんそうに唸うなりながらも、とりあえず俺の上から退いてくれた。

「いてて……。そういうわけだからさ……体育館に戻ってくれないかな……」

「体育館に戻る？　ふん、そんなことを言ってわたくしを追い返して、あなたたちが下着泥棒を捕まえるつもりでしょう？　わたくしの手柄を取らないでいただきたいわね！」

　つまりこの人は、下着泥棒を捕まえて目立ちたいわけだな。

「魔王さま！　女の子にマウント取られて興奮しました？　しましたよね分かります！」

「うるせえしてねーよ」

　ルリファーが、そっと俺の背中にちっちゃな手を差し込んで、助け起こしてくれる。

「魔王さま、どうしようなのじゃ……。北白川さんが戻ってくれないと、クエストが……」

「うーん……いや、ちょっと俺に任せて。考えがある」

　俺はルリファーに耳打ちしてから、北白川さんに向き直った。

「……北白川さん。どうしても戻ってくれない？」

「愚問ですわ！　みすみす手柄を横取りされるわけにはいきませんもの！」

「……えーっと、あのさ、俺、転んだせいで腰打ってうまく歩けないんだけど、北白川さん、体育館まで連れて行ってくれない？」

「はあ？　嫌ですわよ。わたくしにそんなことする義務があって？」

　めちゃくちゃあるよお前のせいだろーが。……と、言いたいのはぐっと我慢した。

「……俺、副委員長だからさ、このままだと北白川さんが故意に集会サボってたこと、先生に報告しなきゃいけないんだけど」

　北白川さんがふと押し黙り、眉根を寄せた。ふむ、と考え込むように唸る。

「……宮みや沢ざわくん、あなた、自分で転んだことにしなさいな」

「三み道どうだよ！　……あー、うん、まあいいよ」

「遅くに教室を出たわたくしは、転んで動けなくなっていた宮みや里ざとくんを偶然見つけて介抱してあげた。だから集会に遅れた。泥棒退治には劣りますけれど、なかなかの美談だわ」

「そういうことで手を打ってくれないかな……？」

「そうね。わたくしが来なかったら死んでた、くらいまで言ってもいいのよ？」

「わかったよ……」

「さ。何をモタモタしてますの？　早く体育館に戻りますわよ」

「はいはい……」

　俺は、さっさと先に立って歩き出した北きた白しら川かわさんを追うように歩き出した。ルリファーがとてとてと駆けてきて俺に並び、キラキラした眼まな差ざしで見上げてくる。

「す、すごいのじゃ魔王さま……！　北白川さんを見事従わせたのじゃ……！」

「あはは。まあ、うまく行ってよかったよ」

「さすが魔界のカリスマなのじゃ……！　ありがとうございますなのじゃ、魔王さま！」

　ところで、とルリファーは、心配そうに俺の腰を見た。

「お腰を打って立てないのでは……？　あの、わらわでよければ、肩をお貸ししますのじゃよ……？」

　ちっちゃなルリファーが、健気に俺の腕を肩に回した。俺は苦笑する。

「心配しなくていいよ。たいしたことないから」

「ふえ……？　でも、さっき歩けないと……」

「ルリファーはいい子だな、ほんと」

　俺は、きょとんと首をかしげたルリファーの頭を、くしゃくしゃと撫なでたのだった。

　さて、これでクエストクリアだ……と思っていたら、エヴィが得意げに笑いながら俺の隣に並んできた。

「どーです魔王さま。あたし、とーっても役に立ったでしょ？」

「あー、そうだな。感謝してるよ」

「次からは、あたしも一緒にルリファーさんといけないクエストやりますからね！」

「誤解を招く言い方すんなっての！　……でも、まあ、わかったよ」

　エヴィがいなければ、クエストがクリアできなかったのは確かなのだ。

「……ま。とはいえ、いいタイミングだったんですけどね。ちょうど北白川さんの匂いがついてるものを持ってたんで」

「匂いがついてるもの……」

「はい。これです」

　エヴィはスカートのポケットから、黒いブラジャーをずるりと取り出した。

「おい、お前……それ、どこで手に入れた」

「はい？　体育の着替えの時にですね、北白川さんがスポブラに替えた拍子にそれまで着けてたブラを落としたもので、欲望のままにゲットしてきました！」

「下着泥棒ってお前かよ！　なに「褒めてもいいんですよ？」みたいな顔してんだよ！」

　そもそもこいつがいなければ、集会もクエストもなかったわけで……諸悪の根源こいつじゃねーか！

「今わたくしのことを呼んだかしら？」

「うおおおおおおおおおおいいいいいいえ呼んでないです滅相もない！」

　俺は慌ててエヴィからブラをもぎ取り、北きた白しら川かわさんから隠した。

「おっと、なんですか魔王さま、そんなに欲しいんですか？　もー、仕方ないですね、魔王さまにならあげてもいいですよ。この下着マニアめっ！」

「うるせえこのド変態の性犯罪者！　今すぐ返して来い下着泥棒が！」

「はい!?　人聞きの悪いこと言わないでくださいちゃんと返しますよ！　あたしは泥棒じゃないですからね！　おんなじ形の新品を買ってきて、新品の方を返すつもりです！」

「こっちを返せよ！」

「なに言ってんですか魔王さま常識で考えてくださいよ！　匂いのついてる方返したらゲットした意味が」

　ごすっ。

「返してきなさい」

「なにも殴ることないじゃないですか……」

　涙目になりながら、エヴィが頭を押さえた。

　ああ……今回のクエストをクリアできたのはいいけど……これからはこのド変態もクエストに絡んでくるのか……。

　多難すぎる先行きに、俺はため息が出るのを抑えきれないのだった。

















「魔王さま、来ちゃった♪」

　家の前まで帰ってきたところで、背後から明るい声が聞こえた。

「てへっ♪」

　振り返るとそこには、微妙に腹の立つ笑顔でピースしているエヴィの姿があった。

　……俺は前に向き直って、ルリファーの背中を家の方へと押す。

「さ、家に入るぞルリファー」

「ふぇ？　あの、魔王さま、エヴィが」

「はは、なに言ってるんだ。あいつがここにいる訳ないだろ？」

「ちょっと！　可愛かわいい弟子を無視するってどういうことですか！」

　自称・可愛い弟子が、不機嫌そうに玄関に先回りしてきた。

「なんだよ……何しに来たんだよ」

「もちろん、シチュエーションを再現するために決まってます」

　そう言ってエヴィは、またピンクのノートを開いて見せてくる。

「ちょ、やめろ。あんまりそれ見たくないんだよ」

　言った途端、エヴィの目つきが鋭くなった。

「は？　ここに書かれてるのって、魔王さまの昔の彼女さん達ですよね？　それを見たくないって何ですか、過去の恋愛なんて見る価値もないってことですか、これだけ数々の女の子を自分の物にするとそういう余裕も生まれてくるんですね羨ましい！」

「目が怖ぇよ！　分かった、見る、見るから！」

　命の危険を感じて、ピンクのノートを受け取る。

　小説のタイトルは、『望まぬ日常──』。

　その内容は……三千世界の魔王たる俺が女の子を救いすぎて、家が押しかけ女房だらけというもの。女の子たちに食事も風呂も着替えもお世話したいと言われて、困ったものだ……という感じ。困ったのはお前の妄想力だ、と昔の俺に言ってやりたい……。

　……ん？　エヴィが、これを再現する？

「お前まさか、ウチに泊まる気か？」

「そうですよ？」

　俺からノートを取り戻して、エヴィがしれっと告げる。

　……俺は、そのエヴィの両肩を、両手でがっしり掴つかんだ。

「いいか、エヴィ。よーく聞け」

「ひぃっ！　魔王さまが、あたしに悪戯いたずらしようとしてる!?」

「してねえよ！　そうじゃなくって、お前をウチには泊められないって話！」

「ええっ、なんでですか！　ルリファーさんは良くって、あたしはダメなんて……」

　エヴィがハッとして、俺を睨にらんでくる。

「ルリファーさんが、自分の女だからですね!?　それで、女の子好きのあたしは魔王さまの女にはなりえないから、お断りってことですか！」

「違えよ！」

「でも、あたしはやりますよ！　必ず魔王さまから、ルリファーさんを寝取ってみせて」

「俺の話聞いてくれないかなあ!?　ウチには、恐ろしい支配者がいるんだよ！」

　俺の言葉に、エヴィが不思議そうに首を傾かしげた。

「……いや、それって魔王さまじゃないんですか？」

「違う。ウチの妹だ」

「魔王さま、三千世界を統べてるんですよね!?　妹に怯おびえるってどういうことですか!?」

「いいから帰ってくれ！　また知らない女の子を連れ込んだりしたら、俺はあいつになんて言われるか……」

「ま、ま、魔王さま」

　背後から、ルリファーの怯えたような声が聞こえた。

「待ってくれルリファー。俺はこいつを、恐ろしい妹から隠し通さなきゃいけないんだ」

「あ、あ、そ、それ以上は、ダメだと思うのじゃ」

　ん？　ルリファーの様子が、何かおかしい。

　と思いきや、目の前にいるエヴィも、顔が蒼白になっていく。

「ま、魔王さま。あたし、今日のところは、帰っていいですか？」

「え？　俺は助かるけど……なんでまた急に」

「い、いやー。少なくともあたし、魔王さまがこの人に怯える気持ちは、分かる気がして」

　……この人？　俺の背後に、ルリファー以外の、誰かがいる？

　そう考えた瞬間、背筋に悪寒が走った。恐る恐る、背後を振り返る。

　そこにいたのは、無言で俺を睨にらみ付つける、妹だった。

　外見だけは、身内の贔ひい屓き目めを抜きにしても美少女の妹。艶あでやかな黒のロングヘアや、切れ長の瞳、ほっそりとした体つきは、クラスの男子からも人気と聞く。

　しかし俺にとっては、どんな魔王よりも恐ろしい、『妹さま』だ。

「お、おかえり」

「…………」

　俺の挨拶を無視して、妹は、玄関へと近寄っていく。

「入ってもらって」

「え」

「話はゆっくり、聞かせてもらうから」

　妹は、静かに言った。その静けさは多分、嵐の前の──というやつだろう。

　俺は震え上がりながら、ルリファーとエヴィと一緒に、リビングへと連行された。



　※



　リビングは、くつろぎの空間だ。

　美お味いしい食事を味わう食卓には木製の椅子が四脚ある。大型テレビの前には大きなソファがあり、家族の団らんを穏やかに過ごせるよう配慮が行き届いている。

　だと言うのに、俺たちは今、冷たいフローリングの床に、正座させられていた。

　俺の左にはエヴィ、右にはルリファー。二人とも、正面からぶつけられる殺気に、ぶるぶると震えていた。……今回はルリファーは関係ないだろうに、律儀だなこいつは。

「……で、さっきのは、なに？」

　妹は俺たちの正面で椅子に座って足を組んでいた。

「さ、さっきのと、申しますと」

「お兄ちゃんさっき、その人のこと、私から隠し通さなきゃいけないって言ってたよね？」

「……は、はい。言ってました」

　妹が、足を組み替える。太ももの間にある、青と白の縞々がチラリと見えたが、それを兄として指摘するような精神的余裕はない。

　妹は目を細くして、俺をじっと睨にらみ付つけて言う。

「……彼女か」

「え？　いや、違うけど」

「じゃあ何だって言うの。妹の私に隠すような女性関係なんて、彼女しか……え、それともなに？　婚約済み？　彼女じゃなくて婚約者だって言いたいの!?」

「違うって！　なんでそうなるんだ！」

「私は認めないわよ！　お兄ちゃんに、婚約者なんて！」

　俺の話を聞かずヒートアップした妹が、椅子から立ち上がって、エヴィを指さす。

「見て、この髪！　ピンク色の地毛なんてありえないよね？　ってことは染めてるんだよね？　ちょっと非常識じゃないかな、普通の高校生を目指すお兄ちゃんには似合わないよ！　だから今すぐ、この女の人と別れて！」

「おお、落ち着けって！　ほら、エヴィも怯おびえてるし！」

　さすがのエヴィも、この妹の前では軽口をたたけないのか、無言のままだ。

　エヴィの表情は恐怖からか、緩みきって、頬ほおは紅潮して、口からはヨダレが……って、

「なに興奮してんだお前は!?」

「ふへへ。責められるのも悪くないと思いまして」

「逞しすぎるだろ！」

　この妹ですら、エヴィにとっては変態を助長させる要素でしかないのかよ！

「魔王さま！　やっぱりあたし、この家に泊まりたいです！」

　妹の目が、一段と鋭くなった。

「は？　いま何て？」

「この家に泊まりたいんです、妹さま！　実はあたし、サキュバ」

「と、父さんの知り合いの、娘なんだよ！」

　エヴィの発言を打ち消すために、咄とつ嗟さに、ルリファーの時にも使った言い訳を口にする。

「ほら、ルリファーもそうだったろ？　どうも父さん、外国の知り合いに、日本に行く時はウチを頼れって言いふらしてるみたいでさ！　そういうとこあるだろ、父さんって！」

「……まあ、あるけど」

　一理あるけど、納得いかないって顔だ。そこでエヴィが、俺の腕を掴つかんでくる。

「よく分かりませんけど、つまり今のは、あたしが泊まってもいいってことですよね!?」

「え？　いや、それは……」

　口ごもる。すると、妹が目ざとく反応してきた。

「なに戸惑ってるの？　さっきのお兄ちゃんの言い方だと、お父さんの言葉を信じて日本まで来たんだから、泊めてあげようって聞こえたんだけど」

「だ、だからそれは」

「もしかして嘘うそだったの？　お父さんを使って、私を騙だまそうとしてるわけ？」

「う、嘘じゃねえよ！　父さんが原因なんだから追い返す訳にはいかないだろって、俺は思います！」

　妹が、疑いの眼まな差ざしを向けてくる。

　くそ、エヴィの正体を探られるぐらいなら父さんのせいにして、責任を感じてる息子って立ち位置を押し切るしかない……けど、結局エヴィの思い通りになるのか……。

　そこで妹が、ぼそりと呟つぶやく。

「今朝から、私の制服が見当たらないんだよね」

「へ？」

「ちょうど衣替えの季節だったから、夏服着て登校できたけど。昨日まで着てた冬服が無くなるなんて、おかしいよね」

　……なんでいきなり、制服の話なんか。

　妹の視線を追う。そこには、名な空そら高校の中等部の制服（冬服）を着たエヴィが、ぐりんと首を回して、俺と妹から視線を逸そらしていた。

「……おい」

　その肩をがしっと掴む。するとエヴィが、乾いた笑い声を上げた。

「あはははは。前にお邪魔した時に、偶然見つけて。ちょうど制服が欲しかったところなので拝借しちゃいました。良い匂いがしたんで、つい」

「つい、で人の妹の制服を、お前──」

「前にお邪魔したって、どういうこと？」

　エヴィへの糾弾は、妹から俺への糾弾で潰された。

「すごく親しい関係みたいね。それってやっぱり、彼女でしょ？　家に連れ込んだ女性との関係性が彼女以外にあるっていうなら、教えて欲しいなあ」

　怖い怖い怖い怖い！　口元は笑ってるけど、目が全然笑ってない！

「だ、だから父さんの紹介でウチに来ただけだって！　……そ、それに、こいつ結構、凄すごいんだぞ？　なあ、エヴィ！」

　エヴィがきょとんと目を丸くする。くそ、無茶振りだったか？　俺の意図を察してくれ、ルリファーの料理みたいに妹に気に入られる特技をエヴィが発揮すれば、話は簡単に片づくはずなんだ！

「エヴィ！　ほら、お前の凄いところ、見せてやれ！」

「……分かりました」

　エヴィが立ち上がる。……俺の意図が伝わったのか、エヴィは自信に溢あふれた笑みを浮かべて、一歩、また一歩と妹に近づいていく。

　そして──妹の頬ほおを、そっと撫なでた。

「随分と、かしましい女だな。だが気の強い女は、嫌いじゃあないゼ？」

「……は？」

　妹は、突然のエヴィの変調に、怪け訝げんそうに眉をひそめた。

　ああ、これはあれだ。今日の昼休み、校舎裏でも、エヴィは同じことをしていた。「あたしは、三千世界のお姉さま・エヴィだ。これから世話になる。お前の名は？」

　──俺の小説の、台詞再現である。

　妹が無言のまま、視線で俺を射貫いてきた。

『これ、中二病でしょ』

　俺は涙目で、首を横に振って、視線で答えを返す。

『違うんです。中二病じゃなくって、深い事情があるんです』

『なにそれ』

『お前には言えない』

『いい度胸してるね』

『まて話せば分かる』

　なんて、兄妹のアイコンタクトでボコボコにされてると、エヴィが追い打ちをかける。

「あれー、感触悪いですねー。魔王さまの小説では、この台詞一発で、顔を赤らめてツンツンしてくれたのに」

「魔王さまの、小説──？　やっぱりこの人、中二病仲間なのね！」

　ついに俺は、妹に胸ぐらを掴つかまれて、怒鳴られる。

「どういうこと!?　次から次へと、お兄ちゃんを魔王さま呼ばわりする女ばっか連れてきて！　いったい高校で、なにしてるのよ！」

「何もしてない！　中二病やめて頑張ってるよ！」

「じゃあこの人はなに！」

「あたし？　この度、魔王さまの弟子になりました、サキュバスのエヴィでーっす」

　きゃぴっ、と小さな顔の横でピースサインを作るエヴィ。

　完全に、妹の逆鱗に触れた。

「──そう。お兄ちゃんは高校で、中二病だった知識を利用して、そういう趣味の可愛かわいい子たちを集めてるんだ。弟子とか都合のいい呼び方してるけど、要はガールフレンドでしょ？　彼女でしょ？　今度はハーレム魔王にでもなるつもりなのこの不潔！」

「お、落ち着こう！　まずは！　なっ!?」

「うるさい！　言い訳はいらないから、さっさとこの人に出てってもらって！」

　声を張り上げて怒り狂う妹。やばい、これは下手なこと言ったら殺されるかも……!!

「妹さま！　あたし何でもしますよ？　背中流します、着替え手伝います、添い寝だってします！　あ！　あとおっぱいをおっきくするマッサージを」

「エヴィ、ちょっと黙ってようか！」

　すると今度は、「はわ、はわ」と震えていたルリファーが加勢してくる。

「妹さま！　エヴィは、わらわの妹弟子なのじゃ！　魔王さまのもとで立派なサキュバスに育て上げるためにも、泊めてあげてほしいのじゃよ！」

「ルリファーも黙ってような！」

　こいつら、実は協力して俺を追い詰めようとしてるんじゃないだろうな！

「……な、なによ」

　と思っていたら、妹が少し罪悪感を覚えているような表情で言う。

「ルリファーさんまで、泊める派？　これじゃあ、私が悪者みたい……」

　あれ？　かなり厳しい戦いだと思ってたけど、段々、折れてきてる？

　これはチャンスかもしれない。

「お、お前の気持ちも分かるよ？　赤の他人が家に増えたら、そりゃイヤだよな！」

「……全然、私の気持ち分かってない……」

「でも泊めてやろうぜ！　エヴィが住んだら、きっと楽しくなるぞ！」

　賑やかになるって意味ではな！　俺が大変な思いするのは簡単に想像できるけど！

「そうです妹さま、楽しくしますよ！　特に夜の生活とか」

「お前ほんと黙ってろ！」

「とにかくお願いします、泊めてください！」

　エヴィが俺の制止も無視して、勢いよく訴える。

「あたしはただ、ハーレムを作りたいだけなんです！　魔王さまみたいに！」

　瞬間、妹の首がぐるんと俺の方に向いた。……とんでもなく冷たい瞳で。

「……ハーレム？　お兄ちゃんみたいに？」

「待て！　お前は今、もの凄すごい勘違いをしている！」

「うるさいバカ最低死んじゃえ」

　妹は静かに怒りを爆発させて、ドアの方へと向かった。

「着替えてくる。それまでに、その人には帰ってもらって」

「お、おい、もう少しだけ話を」

「妹さまーっ！」

　そこでエヴィが、妹のスリムな身体に抱きついた。

「や、ちょ、何するんですか！」

「お願いですよー、泊めてください！　なんでもしますから！」

「いくら頼まれても、泊める気はありません！」

「そこをなんとか……あ、妹さまの胸、柔らかい」

　言うや否や、エヴィの手が妹の胸を揉もみ出した。

「やっぱりぺったんこでも、女の子ですよね！　ああ、この感触！　無いのに、ある！　宇宙の真理に迫るレベルのパラドックス！　素晴らしいです！」

















「ちょ、な、なにして……やっ」

「ふへへへ……いいですよ、あたしに妹さまの可愛かわいい声を聞かせてくださいぃぃぃ」

「や、やめて！」

　振り払おうとした妹の手が、エヴィの頬ほおを叩たたいた。

「──あ」

　リビングに緊張と沈黙が漂い、ルリファーがおろおろと二人を見比べる。

「そ、その、ごめんなさい、私……」

　妹が、恐る恐る、叩いたエヴィの頬に触れようとした──その、瞬間。

「妹さまのビンタ……気持ちいい！」

「ええええっ!?」

　目をキラキラと輝かせたエヴィが、妹に再び抱きついた。

「もっと！　もっとください！」

「ちょ──い、いい加減にして！」

　今度は突き飛ばされて、エヴィが正座するルリファーの目の前に転がった。

「え、エヴィ？　大丈夫なのじゃ？」

「あっ、ルリファーさん、動かないでください！」

「ふぇ？」

「今、このアングルからのパンツが、とっても素敵なんです！」

「ふわっ!?　ま、魔王さまあぁぁ」

　ルリファーが顔を真っ赤にして、スカートを一生懸命押さえつけた。

　……なんなんだ、この状況。そう思ったのは、俺だけじゃないらしい。

　妹が、床に転がったエヴィを遠巻きに警戒しながら、声を掛ける。

「あ、あなた何なんですか。ビンタが気持ちいいとか、パンツが素敵とか。変態ですか？」

「そんな、違います！」

　エヴィは不服とばかりに、立ち上がって、身振りも激しく訴える。

「あたしはただ、女の子が大好きなだけです！」

「……はい？」

「ルリファーさんや妹さまみたいな可愛い女の子と一緒に、一つ屋根の下で暮らしたい！　あたしが望んでるのは、ただそれだけです！」

「…………」

「もしかしたら、間違いも起こるかもしれませんけどね！」

　てへっ、と舌を出すエヴィを見て、妹の身体から力が抜けたのが見て分かった。

「……お兄ちゃん。ハーレムって、そういうこと？」

「……俺が知るか」

「……世の中、色んな人がいるんだね」

　冷めた瞳でエヴィを見る妹。その目に怒りは無いが、何な故ぜだろう、さっきまでよりずっと、エヴィが可哀想に思える目つきだった。

「……な、なあ。やっぱりこいつ、家に泊める訳には、いかない？」

「別に、いいんじゃない？」

「そうだよな。こんな変態………………え？」

「なに？　泊めてもいいって言ったんだけど」

「え……いや、え、なんで？」

「女の子好きの変態ってだけなら、いくらでも対処出来るし。別に、問題ないでしょ？」

　妹が何を考えてるか、俺にはさっぱり分からなかった。

「じゃあ、よろしくお願いします、エヴィさん。でも、私やルリファーさんに手を出したら、承知しませんからね」

「はい、妹さま！」

　ギロリと睨にらむ妹と、それに興奮して答えるエヴィ。

　……三み道どう家に平穏が訪れる日は、本当に来るんだろうか。

　そんなことを嘆きつつ、何とか今回のシチュエーションは、クリアしたのだった。

















「ごちそうさまでした。……では、デザートのメロンをいただきますか」

　昼休み、晴れ渡る青空の下の屋上。ルリファーお手製の弁当を食べ終わったエヴィが、ルリファーの胸へと手を伸ばす。躊躇なく伸ばされる細い手を、俺も躊躇なく叩たたき落とす。

「お前にやるデザートはねえよ」

「えー。魔王さまだけ食べるつもりですか？」

「お、俺だって食べねえよ！」

「そうだ、分け合いません？　ちょうど二つありますし」

「やめろよ！　せっかくの爽やかな昼休みが台無しだよ！」

　すると、ルリファーが申し訳なさそうに、しゅんと項垂れた。

「あ、あの……ご期待には応えられないのじゃ。だって……わらわの胸には、メロンが入ってる訳では」

「ルリファーも、そこ掘り下げなくていいから！」

　俺の注意に、ルリファーは「ふぇ？」と不思議そうに首を傾かしげるのだった。

　……こんな感じのやり取りが、もう二週間。

　二週間前にエヴィが来た時は、いよいよ俺の高校生活が終わったと絶望したものだったけど……意外と、慣れてきてしまった。ルリファーの時といい、人間って意外と、適応力があるのかもしれない。

　どちらかといえば、俺は平穏な学校生活に適応したいんだけどな……。

「……んじゃ、そろそろ教室に戻ろうぜ。午後の球技大会に間に合わない」

「ああ、そんなのありましたね。ドッチボールでしたっけ？」

「おう。クラスに貢献して、みんなに話しかけてもらうチャンスだ！」

「……あたし時々、何な故ぜか魔王さまが、凄すごく可哀想な人に見えるんですよね」

　エヴィが同情の眼まな差ざしを向けてくる。そこでルリファーが「あっ」と、何かに気づいたような声を上げた。

「そういえば確か、ドッチボールクエストが……」

　そう言いながら、ルリファーは脇に置いていた写本に手を伸ばす──が、

「そうだ魔王さま！　あたし、球技大会でやりたいシチュエーションがあるんですよ！」

　そう言って、興奮した様子でエヴィがピンクのノートをびしっと見せつけてきた。

「……シチュエーション？　またやるのか？」

「はい？　やりますけど何か？」

「いや、ほら……最近毎日だし、たまには休んでも……」

　何とかやり過ごせないかなと言い訳を口にしていると、視界の端に、おずおずと居たたまれない様子で俺たちの会話を聞くルリファーの姿を見つけた。そうだ、話を上う手まくそっちにすり替えられれば！

「な、なあルリファー。お前さっき、何か言おうとしてなかったか？　ほら、写本を手にとって」

「だっ、大丈夫なのじゃ！」

「へ？」

「わらわのは、球技大会に限定したクエストではないのじゃ！　じゃから魔王さまは、エヴィのシチュエーションを、手伝ってあげて欲しいのじゃ！」

　……力説されてしまった。まあ、よく考えたらルリファーのクエストもエヴィのシチュエーションも大変なのは同じだし。どちらかをやらなきゃいけないっていうなら、ルリファーの言葉もあるし、エヴィの方を優先させるしかないのか……。

　俺が観念すると、早速エヴィが楽しそうにシチュエーションの説明を始めた。

「モテモテになるのに必要だったのは、クラスのヒーローっていう栄光だったんですよ！」

「栄光？」

「今日の球技大会で、あたしは大活躍して、クラスを優勝に導きます！　そうすれば、ほら！　黄色い歓声を上げて抱きついてくる女の子が、一人、二人、三人……ふ、ふへへへ」

「要するに、今日の球技大会で優勝すればいいんだな？」

「それだけじゃありません！　あたしが活躍して、が大事なんです！」

「じゃあ、最後まで当てられずにコートに残ってるとか？　……ハードル高いな」

　いやそれを言うなら、そもそも球技大会で優勝っていうのが高すぎる目標じゃないか。ルリファーのマラソン大会の時は魔法で何とかしちゃったけど、球技大会に参加してる時は、周りは生徒だらけ。まず魔法は使えないだろう。

「大丈夫ですよ。あたし、魔王さまのこと信頼してますから」

「は？　俺？」

「だってこの小説で、魔王さま言ってるじゃないですか。『人間の投げた球など、指一つ触れずに捕ってみせる』──って！」

「どんな捕球だよ！　どう考えてもフィクションだろ!?」

「はいはい、謙けん遜そん出来る魔王さまはご立派ですね。でも本番では、あたしのこと援護してくださいね？」

「謙遜じゃねーっ！」

　なんて、俺がどう否定しても、エヴィにとっちゃ俺の言葉よりも俺の書いた小説の方が信頼出来るらしく。そのまま何の策も無く、俺たちは球技大会を迎えることになった。



　※



　校庭に、いくつものドッチボールコートが描かれている。

　球技大会の参加者は、名な空そら高校の中等部も合わせた全クラス。計三十クラスが、優勝を目指して各自のコートに集まっている。

　俺とエヴィは自分たちのコートの内野で、ルリファーは外野でスタンバイする。その構図に、エヴィが不満そうに口を尖とがらせた。

「えー。ルリファーさんは、最初から外野なんですか？」

「元外野な。あいつは危ないから、ずっと外野にいた方がいいだろ」

　まあ元外野は、仲間が全滅する前なら、好きなタイミングで内野に入ることも出来るけど……ドジっ娘のルリファーが参戦しても、どうしようもないよな。

「ちぇー。どさくさに紛れて触ろうと思ってたのに」

「真面目にやれよ……。とにかくお前は、ボールに当たらない努力に徹した方がいいぞ。常に人の陰に立ってるとか、ボール持ってる奴やつには近づかないとか……」

「クラスメイトの背後に隠れながら、おっぱいを揉もむんですね！」

「やる気あんのかお前!?」

　なんて言ってる内に、試合開始のホイッスルが鳴った。

　最初のボールは……相手チームだ。こっちのチームも、一斉に身構える。

「気をつけろよ、エヴィ」

　念を押すように言って、エヴィを見る。

　エヴィの目は、ボールではなく、目の前の女子の膨らみに向けられていた。

「ふへへ……なあんだ、ここにもボールが二つ、あるじゃないですか……」

　女子が「ひぃっ!?」と悲鳴を上げて、逃げるように前へと飛び跳ねた。その子が他の生徒の背中にぶつかって、二人が体勢を崩す。するとそれに巻き込まれた他の生徒も体勢を崩して、同じような連鎖が続いていき……あっという間に、陣形が崩れた。

　先頭の方にいた男子が、ふらついたところを、当てられる。

「あ、魔王さま。一人当てられちゃいましたよ」

「お前のせいだよ！　仲間を怯おびえさせるような真ま似ねするな！」

「なんでですか？　如何なる時もおっぱいを最優先させろと教えてくれたのは、魔王さまじゃないですか」

　ざわわっ──と、周りのクラスメイト達が動揺して、俺とエヴィから距離を取った。

「み、三み道どう、女子になんてこと教えて……」「……球技大会中だっていうのに、最低……」

　うわあああああ、大変な誤解を生んでいる！

「ち、違う、言ってない！　おいエヴィ、人を勝手に変態にするな！」

「そうですね、変態じゃありません！　あたし達の方が正しいんです！」

「達って言うな！　お前、俺を巻き込むのもいい加減にしろよ!?」

「そんなこと言われましても。魔王さまは、あたしの師匠で」

　その時、エヴィの肩に、ボールがヒットした。

　一瞬、時間が止まった気がした。

　考えるより先に足が動く。ゆっくりと弧を描いて、落下してくるボールの着地点に、頭から滑り込んで両手を伸ばし……俺の両手は、ボールを掴つかむことに成功した。

「……あ、危ねえ！」

　地面に落ちる前にキャッチしたから、エヴィのヒットはノーカンだ。危うく、いきなりゲームオーバーになるところだった。

　さすがのエヴィも、今のは度肝を抜かれたのか、その場で腰を抜かしていた。

「はああああ……び、びっくりしましたあ……」

　そう言うエヴィは、近くの女子の太ももを掴んで、スリスリと頬ほおずりまでしていた。

「ひぃ！　み、三み道どうくん、エヴィさんが！」

「この変態、少しは真面目にやれーっ！」

　……それから、激戦を繰り広げること、十五分。

　なんとかエヴィを生き残らせたまま、一戦目を辛勝することが出来たのだった。
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「このペースじゃ、最後まで持たないぞ……」

　一戦目と二戦目の間の休憩時間、クラスメイト達からは離れたところで、俺とエヴィとルリファーが、作戦会議を始める。

　汗だくになった俺の顔を、ルリファーがタオルで拭ってくれる。

「お疲れさまなのじゃ、魔王さま」

「ん、サンキュ……」

「苦戦しましたねー、魔王さま。何がいけなかったんでしょう？」

　腕を組んで、悩むエヴィ。……え、本気で聞いてる？

「俺が思うに、お前がふざけてるのが原因かと……」

「はあ？　あたしは真面目にやってますけど！」

「そこでキレんの!?　お前、女子の胸とか太ももとか触ってばっかだったろ！」

「それの何がいけないんですか！」

「だから、そのせいでみんながパニックになって、苦戦したんだろうが！」

「じゃあ、どうすればいいんですか。言っておきますけど、あたし、あんなに女の子たちに囲まれて、欲情しないなんて無理ですからね！」

　んなこと自信満々に言われても……。

　そこでルリファーが、おっかなびっくり、意見を出してくる。

「魔王さまが、魔法を使うというのは、どうかの？　わらわも魔王さまの魔法、一度でいいから見てみたくって……」

　その上目遣いは可愛かわいいけど、無理だなあ。……いや、待てよ。

「ルリファー、ちょっと良いか」

「ふぇ？」

　ルリファーの耳に口を近づけ、あることを耳打ちした。

「……分かったのじゃ。けど、どうしてそんなことを？」

「ん、まあ、試しにやってみてくれ」

　俺の言葉に、ルリファーは不思議そうな顔をしながらも、実行に移る。ふてくされて地面に指で落書きをしているエヴィの傍に、てててと近づいていった。

「エヴィ。もし、ちゃんと今回のシチュエーションがクリア出来たら……」

「……出来たら、なんですか？」

「わらわがお姉さまとして、エヴィをぎゅっと抱きしめて、えらいえらいしてあげるのじゃ」

　座り込んでいたエヴィが、がばっと立ち上がった。

「なにしてるんですか魔王さま、次の試合に行きますよ！」

「お、おう」

「ふふふ、目指せ優勝！　ルリファーさんの抱擁は、あたしが貰ったぁぁぁっ！」

　もの凄すごい勢いで、走っていってしまった。

「……わ、わらわに褒められるのが、そんなに嬉うれしいのじゃ？」

「まあ、あいつにとっては、そうなんじゃないか」

　困惑するルリファーと一緒に、俺もコートに戻るのだった。
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「くらえぇぇぇっ！」

　気合いの掛け声と共に、エヴィがボールを投げる。

　凄まじいスピードで投げられたボールは、そのまま敵の男子にヒット。外野送りにする。

　代わりにボールは相手の物になり、敵がエヴィに向かってボールを投げてくる。

　それを、エヴィは楽々と捕球。すぐに相手に投げ返して、また一人、外野送りに。

「さあ、次っ！　どんどん来てください、あたしはさっさと優勝したいんで！」

　エヴィがそう宣言すると、クラスメイトが「おおっ」と、感嘆の声を上げた。さっきまでの変態行動を帳消しにするくらい、エヴィの活躍は目覚ましい。これが本来のサキュバスの身体能力なのか……いや、単に欲望のなせる業って可能性もありそうだな。

　そうして、とんとん拍子に試合を勝ち進み、あっという間に決勝戦までやってきた。

「ふふふ、少し大人げなかったですかね。あたしが本気を出したらこうなることぐらい、予想しておくべきでしたよ」

　腕を組んで踏ん反り返るエヴィ。分かりやすく調子に乗ってるな、こいつ。

「油断するなよ？　最後までどうなるか、分からないんだから」

「あれ、あれあれ魔王さま、嫉妬ですか？　あたしが大活躍しちゃって魔王さまの出番を奪っちゃってるから、嫉妬しちゃってるんですか？」

　別に出番が欲しい訳じゃないけど、こいつすげえむかつく。

「まあ、魔王さまは指をくわえて見ててくださいよ！　決勝戦もあたしが、敵を根こそぎ撃沈させますから！」

　そう言ってエヴィは、鼻歌混じりに、味方の集団から一歩前に出た。

　そして、決勝戦が始まる。最初のボールは、敵チームへ。

　敵チームの男子が中央ラインまで歩いてくると、エヴィに向かって声を掛けてきた。

「君、すごいな」

　坊主頭でガタイが良く、身長は１８０センチぐらいか。爽やかな笑みを浮かべていて、ザ・スポーツマンって印象を受ける。

「今までの試合、見てたよ。俊敏な動きに、捕球の的確さ。そして何より、そんな細腕から繰り出される剛速球に、僕は目を奪われざるを得なかった」

「はあ、そうですか」

「端的に言わせてもらえば、感動した。そう、僕は君に感動したんだ！」

「うわあ。なんか、汗臭そうな人ですね」

　眉をひそめて、目の前の男子にドン引きするエヴィ。その肩を、俺は強く掴つかんだ。

「汗臭いとか言うな！　光ひかりヶが丘おかくんは、凄すごい野球選手なんだぞ！」

「いきなりなんですか!?」

「光ヶ丘くんはなあ、今年高等部に入学したばかりなのに、それまでやる気の無かった野球部を熱い言葉をぶつけて復活させた、野球部のリーダー的存在なんだよ！」

「だ、だからなんですか？」

「だから、友だちも多いんだよ！」

「いや、だから何なんですか!?」

　ああもう、エヴィは何も分かってない。俺と同じ高等部編入組なのに、その有名度からたった二ヶ月で学年中の男子と顔見知りになれるような人だぞ。

　そんなの、憧れるしかないだろ！

　こんな人と友だちになれたら、俺の高校生活も楽しくなるだろうなあ。ふ、ふふふ。

「エヴィさん、いいかな」

　光ヶ丘くんが、律儀に断りを入れてくる。ボールも投げずに俺たちの会話を待ってくれるなんて、出来た人間だ光ひかりヶが丘おかくんは。

「僕は、君のプレーに感動したんだ。決勝戦で当たるのも楽しみにしていた。だから、女子だからって手加減はしないからね」

「ふふん。それって、噛かませ犬の台詞ですよ？」

　エヴィは余裕の表情で、手招きをして見せる。

「そちらがボールを持ってるんですから、先攻をどうぞ。ハンデにはもってこいです」

　調子に乗ったエヴィの発言にも、光ヶ丘くんは爽やかな笑みを崩さない。

「では、お言葉に甘えて」

　光ヶ丘くんが、ボールを持って、大きく振りかぶった。

　身体が捻られ、左足が前へと踏み出されて、右腕が強く振り出される。

　聞こえたのは、小さな爆発音に似た、風を切った音。

　次の瞬間、俺の背後にいたクラスメイトに、ボールが当たっていた。

　俺も、エヴィも、言葉を無くす。

　投げられたボールが見えない──なんて、本当に体験出来るんだな。

「ど、どうする、エヴィ。強敵だぞ」

「な、ななな、なに言ってるんですか、魔王さま。あたしの敵じゃ、ありませんにょ！」

「噛んでるけど!?　本当に大丈夫か!?」

「ま、任せてください。当ててしまえば、終わりですよ！」

　冷や汗を大量に流したエヴィが、転がったボールを拾って投げる。

　空気を切り裂きながら、剛速球が光ヶ丘くんの巨体に激突する。バシィン！　と激しい音を立てたボールは、光ヶ丘くんの両手の中に。……うん、あっさり捕られた。

　それを見たエヴィは、「ふふん」と鼻を鳴らし、

「なかなかやるじゃないですか。褒めてあげますよ」

「俺の背中に隠れて言うな！」

　引き離そうとするが、エヴィは俺の背中をがっしり掴つかんで、離してくれない。

「ちょ、おい!?　さっきまでのドヤ顔はどうした!?」

「あたしは、勝てる勝負でしか調子に乗らないんですよ！」

「清々しいクズっぷりだな！　──って、ぎゃあ！」

　光ヶ丘くんが投げたボールを、間一髪で避ける。球筋が見えないから、勘頼りで避けるしかない。ボールはすぐに光ヶ丘くんの所へ戻され、次々に剛速球が放たれてくる。

　まるで、砲弾の嵐だ。それをエヴィにしがみつかれながら、必死に回避していく。

「ちょ、どうにかしてくださいよ魔王さま！　魔王さまでしょ！」

「うるせえ、俺を過信するな！」

「必殺技とかないんですか！　相手を全員殺す、みたいな！」

「ねーよ！　あったらそれ使わせる気なのか!?」

　たかが球技大会で！　と、そこで気づく。

　味方のコートにいるのは、俺とエヴィだけになっていた。どうやら流れ弾で、クラスのみんなは全員当てられてしまったらしい。

「……ど、どうするよ、これ」

「あ、あはは。ヒーローには、絶体絶命のピンチって、付きものですよね」

「お前、結構余裕そうだな」

「と言うわけで魔王さま、トドメ以外は譲りますから、どうぞ遠慮なく」

「無理だって言ってるだろ!?」

　光ひかりヶが丘おかくんが、すごい目つきでこっちを見ている。

「さあ、さあさあ、勝負をしよう！　僕の中の炎は、まだ燃えさかっているよ！」

　気のせいだろうか、その目には本当に炎が宿っているように見えた。手に持つボールは、力を込められて、ミシミシと悲鳴を上げている。

「さあ魔王さま、お願いします！」

「無理無理無理！　あれ見て！　あんな力で投げられたら、死んでもおかしくないって！」

「だから、魔王さまにお願いしてるんじゃないですか！」

「んなこと言われても……く、くそ！」

　分かったよ、やってやる！　大丈夫だ俺なら捕れる！　思い出すんだ、シャロンさんのことを！　あの時のプレッシャーに比べたら、これくらいなんてこと無いはずだ！

　光ヶ丘くんが、ボールを投げる。

「う、うおおおおっ！」

　俺は叫んで、──当てられた。

　てん、てん、とボールが転がって、敵コートに戻っていく。

「なにやってるんですか、魔王さま！　油断なんかして、ふざけてるんですか!?」

　何も言い返せず、俺はすごすごと外野へ出ていった。

　そこでルリファーが、悲しそうな表情で迎えてくれる。

「魔王さま、どこか体調が悪いのじゃ……？」

　下手な慰めよりも、ずっと傷つくフォローだった。

「あああ……終わった、何もかも……」

　その場で頭を抱えて、うずくまる。いくらエヴィがハイスペックでも、光ヶ丘くんには敵わない。しかも敵チームはまだ、一人も減ってない。状況は絶望的だ。

「シチュエーション、失敗か……これって、リベンジは来年とかになるのかな……」

「魔王さま！　あとは、わらわに任せてほしいのじゃ！」

　言うやいなや、ルリファーが内野に入っていく。

　ああそうか、元外野のルールがあったんだ。元外野は、自分以外の外野が入ってくれば、任意で内野に入ることが出来る。こっちのチームにはまだ、ルリファーがいた。

　……いや、でもなあ。

　内野に入ったルリファーは、飛び交うボールに、「ひゃわ！」「ひぅぅぅ」と涙目になりながら、エヴィを必死に守ろうとする。見ていてとても心配になる光景だった。

「ああもう、危なっかしい……っ！」

　あれじゃあ当たるのも時間の問題だし、怪け我がでもしたら大変なんだから入らない方がマシだった。どうしてルリファーを止められなかったのかと、後悔すら覚える。

　そのままボールは、外野と内野を飛び交い続ける。

　…………。

　………………。

　……………………いや、ちょっと長すぎないか？

　ボールが異様な回数、飛び交い続ける。あんなに鈍くさそうに、わたわた、ふらふらと動いてるルリファーが、一向に当てられる気配が無い。

　敵チームの会話が聞こえてくる。

「おい、お前が当てろよ」「い、嫌だよ。そう言うお前が当てろよ」「俺だって嫌だよ。……か、可哀想だろ」

　……もしかして、逆にチャンスが訪れてる？

　ルリファーは、涙目になって、ぶるぶる震えながら、一生懸命にエヴィを守ろうと、小さな体をめいっぱい広げて、健気に、敵チームに立ち塞がっている。

　……あのいたいけな小動物にボールをぶつけられる奴やつが、いるだろうか？

　少なくとも、この場に一人もいないのは確かだ。

　光ひかりヶが丘おかくんに、ボールが渡る。

「……し、仕方ないな」

　そう言って光ヶ丘くんは、ぜんぜん力のこもっていない山なりのボールを、ルリファーに向かって投げた。

　出来るだけ、痛くないように。そんな心優しいボールを、

「ボール、貰いましたあああっ！」

　エヴィがキャッチして、その勢いのまま、光ヶ丘くんに投げつけた。

「あっ」

　気の抜けていた光ヶ丘くんは、そんな声を漏らして、当てられる。

　その展開に、誰もが言葉を失った。

　いや──一人だけ、盛り上がってる奴がいた。

「さあ、今度はこっちの番です！　覚悟してください！」

　高らかに宣言して、エヴィがボールを投げる。

　光ひかりヶが丘おかくんのいない内野に、もはやエヴィの敵はいない。みるみる敵が減っていく。

　それだけじゃなく、ボールが光ヶ丘くんに渡ると、

「ふっ。投げられるもんなら、投げてみてください！」

　エヴィは、ルリファーの両肩を掴つかんで、盾にしていた。

　ルリファーもルリファーで、「わ、わらわが、エヴィを守るのじゃ！」と言って、盾扱いされてることにも気づかず、両腕を広げて立ち塞がる。

　困惑する光ヶ丘くん。あれでは、剛速球が投げられるはずもない。

　そうしてエヴィは、完全無双状態へ。

「あっはははは！　さっきまでの勢いはどうしたんですか！」

　俺は、思わず叫んだ。

「このド外道！」

「あははは！　負け犬の遠吠えが聞こえますねぇ！　勝った方が正義なんですよぉっ！」

　……こうして、調子に乗ったエヴィが全員討ち取って、勝利。

　俺たちのクラスは、見事、球技大会で優勝してみせた。
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　表彰式も終わったところで、エヴィがルリファーに近づいて行く。

「ふへ、ふへへ……ルリファーさん、お楽しみタイムがやってきましたね……」

「ふぇ？」

「別に、えらいえらいって言っても、撫なでるのは頭じゃなくてもいいんですよ？　むしろ、あたしが撫でてあげてもいいんですよ、ルリファーさ──」

　そんな欲望丸出しのエヴィの前に、クラスメイトたちが現れた。

　クラスメイト達は、一気にルリファーを取り囲み、口々に歓声を上げる。

　男子も女子も「ルリファーさん、頑張ってた！」「ルリファーさん、偉かった！」「ルリファーさん、可愛かわいかった！」と健気な小動物の健闘を称えている。

　俺もまったく、その通りだと思う。

　しかし、エヴィは超不満げに地団駄を踏み、

「ちょ、ルリファーさんとあたしの桃色タイムが！　邪魔しないでください！」

「やめろって。いまルリファーに変態なこと言ったら、みんなから大バッシングだぞ」

「ぐ……そ、そもそも、確かにルリファーさんは可愛かったですけど、活躍したのはあたしですよね!?　なんであたしが、モテモテになってないんですか!?」

「本気でそう思ってんのか」

　エヴィが視線を逸そらして、ぼそぼそと言う。

「……ま、まあ、ルリファーさんのおかげってのはありますけど……」

「じゃあ、これは自業自得なんじゃないか」

「……そう、ですね」

　エヴィは辛そうに表情を歪めて、呟つぶやいた。

「そう言えば、あたし、小説の台詞をトレースするの、忘れてました。それさえやってれば、モテモテになれてたはずなのに！　例えば」

「やめろ、もう終わったことなんだから！」

　クラスのみんながいるところで痛々しい台詞の再現なんて、冗談じゃない！

「え、エヴィ。反省会するなら、また別のところでしようぜ。な？」

「ぶー、分かりましたよ」

　不満そうだけど、ひとまず納得してくれたらしい。

　これで、今回のシチュエーションは成功……だよな。

「ま、魔王さま」

　みんなに揉もみくちゃにされていたルリファーが、ぱたぱたと慌ただしくやってくる。

「あ、あの、お二人で、なんの話をしていたのじゃ？」

「ああ、うん。何でも無いよ」

「そ、そうなのじゃ？」

「おう」

　今回の立役者のルリファーを、反省会に巻き込むのも悪いしな。

「魔王さま！　今夜はあたしの部屋に集合ですからね！」

「……はいはい」

　むしろ、俺も巻き込まれたくないんだけど。

「エヴィの部屋、なのじゃ？」

「ん、ああ。大したことじゃないぞ」

　ルリファーが、モジモジと体をよじって言う。

「ま、魔王さま。その、わらわも……」

「ん？」

「……あ、や、やっぱり、なんでもない、のじゃ」

　そう言ってルリファーは、笑みを浮かべた。

　何か言いたげだったが、俺が聞き返しても、「なんでもない」の一点張り。

「……わがままを言っちゃ、いけないのじゃよ……」

　ルリファーが何か呟つぶやいていたが、それも詳しく聞くことは出来なかった。

















「ま、魔王さま……。わらわ、このクエストをやりたいと思うのじゃが……」

　昼休み。ルリファーがおずおずと黒革のノートを差し出してきた。

　なんだろう、ルリファーらしくない。いつもなら元気よく「今日はこのクエストをやりたいのじゃ！」とか言ってくるのに。

　……もしかして、自分でもドン引きするぐらい難しいクエストを要求するつもりか？

　ちょっと身構えながら、俺はノートを覗のぞき込こむ。そこには、避難訓練に関する俺の痛いブログの内容が載っていた。……まあ、直視したくないのはいつものこととして。

「そういえば今日、避難訓練だっけ」

「えと……その……そ、そうなのじゃ」

　……そんな不安げに返事されると、俺の不安も加速する。

「も、もしかしてとは思うけど、何か魔獣的な化物を召喚して、それから避難するクエスト、とかじゃないよな？」

「ふぇ？」

「それとも、魔法で生徒を全員ゾンビ化させて、誰にも一度も噛かまれずに避難するクエストとか!?」

　俺の言葉に、ルリファーは「えっと」と言いにくそうに口ごもる。

　頼む……せめて命の危険を感じない程度の難易度であってくれ……。

「今回のクエストは、『おかし』を守るのじゃ」

「オカ氏!?　そいつは一体どんな凶悪犯に狙われてるんだ!?」

「はわ？　い、いえ……押さない・駆けない・しゃべらない。避難訓練の鉄則、と書いてあったので、それを守って避難するのじゃ……」

　あー、おかしってそういうことね。なるほどなるほど。……え？

「……それだけ？」

「は、はい……。……あの、もしかしてもっと難しいクエストにしたほうが」

「いやいい！　それでいい！　全然問題ない！」

　あぶねえ、自分から難易度をガン上げするところだった……！

「まあ……どのみち避難訓練はやるんだし、そのくらいなら別に構わないけど」

「はわ……あ、ありがとうなのじゃ……」

　ルリファーは不安げな上目遣いで俺を見る。……さっきから、どうしたんだルリファーは。クエストの難易度が高いわけでもないし……。

「えと、その……今日は、エヴィのシチュエーションは、ないのかの？」

「エヴィの？　いや、聞いてないけど」

　聞きたくもないけど。

「あのもし、エヴィのシチュエーションがあるなら、そっち優先でいいのじゃよ？　わらわのクエストは、もう全然後回しで構いませんのじゃ……」

　ルリファーの声はだんだんと小さくなっていき、最後にはうつむき気味にぼそぼそと呟つぶやくようになっていった。様子がおかしいにも程がある。

「……ルリファー。体調でも悪いのか？　それなら無理しない方がいいんじゃないかな」

「はわ？　いい、いいえ全然平気なのじゃ！　わらわ、元気いっぱいなのじゃよ！」

　ルリファーは慌てた様子でにっこり微笑ほほえむと、その場でぴょんぴょん飛び跳ねてみせた。そうあからさまに空元気を見せられると、余計に気になる。

「なになに、おっぱい揺らしてどうしたんですか？　あたしもまぜてくださいよう！」

　エヴィが緩みきった顔で横入りしてくる。その途端、ルリファーがビクンと全身を硬直させた。

「はわ！　エヴィ、やっぱりシチュエーションやるのじゃ!?」

「シチュエーション？　そうですねぇ、たしかにここいらでもう一つくらい」

「いや待てエヴィ！　今日はもうルリファーのクエストやることに決めたから！　お前も手伝え！　なっ!?」

　せっかく楽なクエストなのに、エヴィの面倒なシチュエーションに替えられてたまるか。

　ルリファーは俺の言葉に、一瞬笑みを浮かべた。しかし次の瞬間、すぐに不安げな表情になって、おずおず言いにくそうに口を開く。

「ま、魔王さま……わ、わらわのクエストを優先してくださるのは嬉うれしいのじゃが、そのでもっ、エヴィのシチュエーションがあるなら……よ、横入りでも構わないのじゃよ？」

　……さっきから、こいつはなんで、そんなにエヴィを優先させたがってるんだろう。

「本当ですかルリファーさん！　じゃあ、ルリファーさんのクエストと一緒に」

「えーいうるさい！　今日はルリファーのクエストしかやんねーんだよ！」

　とにかく、エヴィが余計な追加をする前に、クエストを始めてしまおう。



　※



「まっ、魔王さま……っ。わらわ初めてなので、こ、怖いのじゃ……っ」

「落ち着けよルリファー。別に本当に地震が来たわけじゃないからさ」

　避難訓練のアナウンスが流れだし、ルリファーが慌てたように席を立った。一旦机の下に隠れてから、みんなで揃そろって廊下に出る。……クエスト開始だ。

　ルリファーは廊下に出るやいなや、自分の口をちっちゃな両手で押さえた。

　避難訓練の鉄則『おかし』の一つ、『しゃべらない』を守るためだ。

　すぐに驚いて、はわはわ声が出るルリファーはそのくらい厳重に口を塞いでおいても大げさじゃない。避難訓練ではしゃべる必要もないんだから、塞いでおくのが正解だろう。

「三み道どう、なにしてんだよ」

　そこで佐さ藤とうくんが、訝しむように声を掛けてくる。

「委員長と副委員長が、校庭まで先導するんだろ？」

「……あ」

　……しゃべる必要、大アリじゃねーか！

　慌ててルリファーと一緒に、列の先頭に立った。だいぶ待たされたことに不満げなクラスメイトを目の前にして、委員長であるルリファーが先導を──、

「…………っ」

　かけられないよなぁ……。

「……っ、……っ」

「分かった、分かったから落ち着け」

　口をつぐんだまま、身振り手振りだけでなんとか先導しようとしてパントマイムみたいになってるルリファーを、とりあえず落ち着かせる。

　こうなったら、俺がやるしかないよな……。

「……そ、それじゃあ、校庭まで避難します」

　つっかえ気味の指示だったが、クラスのみんなは後に続いて歩いてきてくれた。隣を歩くルリファーが、口を押さえたままペコペコと頭を下げてくる。

「先導は任せて、お前はきっちり口塞いでろよ？」

　俺の言葉に、ルリファーはこくん、と頷うなずいた。

　クラスメイト達を率いて、廊下を進む。ルリファーは、まるで本当に未曾有の大地震にでも襲われたみたいに、周囲を警戒しながら歩いていた。ちょっと俺に近づきそうになると、肩を跳ねさせて飛び退く。……これは、『押さない』を守るためか。

　足運びはそろりそろりと慎重に……これは、『駆けない』を守るためだろうけど。

　そろそろ、きょろきょろ、びくびく。

　クエストのためには間違ってない。間違ってないんだけど、さぁ……。

「魔王さまー。歩くの遅すぎです、何やってるんですか？」

　エヴィが列から出てきて、唇を尖とがらせた。

「さっき言ったろ、クエストだよ。ルリファーはこの避難訓練が終わるまで、しゃべれないし、誰かを押せないし、走れないんだよ」

「……しゃべれない？」

　にやり、とエヴィが笑った。おもむろに、エヴィがルリファーの足元にしゃがみこむ。

「ルーリファーさんっ！」

　エヴィは、ルリファーの脇腹を遠慮なくくすぐり始めた。

「ふむぐっ!?　んーっ！」

　ルリファーが口を押さえたまま悲鳴を上げる。俺は慌てて、エヴィを引っペがした。

「何やってんだバカ野郎！」

「えへへ。ルリファーさんが必死になってるの見たら意地悪したくなるじゃないですか」

「本当やめろよお前！　今回のクエスト失敗したら、来年の避難訓練まで持ち越しになるんだからさ！」

「そしたら来年やればいいじゃないですか。何が問題なんですか。まるで来年までルリファーさんがいるかわかんないみたいに」

「……そりゃ、クエストが今年で全部済んだら、ルリファーは来年にはいなくなるだろ」

「へっ？　ルリファーさん帰っちゃうんですか!?」

「そりゃそうだろ。ルリファーは立派な魔王になるための修行に来てるんだから」

「そんな！　ルリファーさんが帰っちゃったら、あたしは誰にセクハラしたらいいんですか！　妹さまのしばきはたまになら気持ちいいですけど、毎日じゃ体が持ちませんよ!?」

「知らねーよ！　お前もハーレムクイーンとやらになってさっさと帰れ！」

　エヴィが、ぐっと押し黙った。

「……そうですか。分かりました」

「わかってくれたか？　それじゃあ、せめてクエストの邪魔だけは……」

「ルッリファーさーん！」

　エヴィがルリファーに抱きつき、両手でルリファーの大きな胸を遠慮なく揉もみ始める。

「んー!?」

　口を押さえたまま悲鳴を上げるルリファー。しかし、エヴィは止まらない。

「可愛かわいい、可愛いですよルリファーさん。こんなに一生懸命になっちゃって、やりすぎなくらい慎重になっちゃって！」

「お前は人の話聞いてたのか!?」

　エヴィの首根っこを掴つかんで引っぺがそうとしたが、エヴィは頑としてルリファーから離れなかった。じろり、と俺をにらみあげて、エヴィが言う。

「ええ聞いてました。そして決めました。あたしは、ルリファーさんのクエストを全力で邪魔します。今年も、来年も、再来年も！」

「はあ!?　ルリファーは一刻も早く立派な魔王になりたいんだぞ!?」

「あたしはルリファーさんに帰って欲しくないんです！」

「お前の勝手な都合でルリファーの邪魔すんな！　いいからはーなーれーろー！」

「いーやーでーすーっ！　欲望のままに生きろとあたしに言ったのは魔王さまじゃないですかっ！　あたしは、ルリファーさんと一緒にいたいんですっ！」

　エヴィの両手が、ルリファーの腹へ伸びる。そしてシャツをスカートから引っ張り出すと、その下から服の中へと両手を侵入させて、直接胸を揉み出した。

「んんーっ!?」

「ほら、声出しちゃっていいんですよ？　可愛かわいい声、聞かせてください」

　ルリファーの反応を見ながら、揉もむペースを変えるエヴィ。幸か不幸か、背後のクラスメイト達からは、エヴィの身体に隠れて淫行は見えないようになっている。

「むう、なかなか耐えますね。じゃあ、今度は、こっちも触っちゃいましょうか……」

　と、胸を触っていたエヴィの手が、下に下がっていく。

　すすす、とルリファーの身体を伝って下がっていった手が、ピタリと止まる。

　そして、おへそをくすぐりだした。

「んっ……んんっ……！」

「ふへへへ……どうですかルリファーさん。気持ちいいですか？」

　この変態、調子に乗りすぎだろ！　こうなったら俺が力ずくでも引きはがして……、

「なあ、三み道どう」

　また佐さ藤とうくんに声を掛けられた。　やば、クエストとか騒いでるの聞かれたか!?

　なんて言い訳しよう……そう考えながら振り返ると、クラスメイト四十人超が俺たちを見ていることに気づいた。みんながみんな、苛立たしそうな目をしている。

「さっきから、すげえ歩くの遅いんだけど……どうしたんだ？」

　佐藤くんの疑うような言葉が、クラスの総意な気がした。嫌な汗が噴き出てくる。

「そ、それは、ほら。ルリファーって避難訓練初めてだから、緊張してるみたいで」

「ふーん、そうなのか？」

「そうそう、だから何の問題もないよ！」

「……本当かあ？　なんか三道、様子変だぜ」

　変!?　俺が変!?　それって中二病っぽいってことか、変態っぽいってことか、どっちだ？　……どっちも最悪だなおい！　ともかくこれ以上、変だと思われる行動は避けないと！

「だ、大丈夫だよ佐藤くん。本当にただルリファーが緊張してるだけだから、うん本当本当、なんの問題も」

「ルッリファーさーん！」

「んむーっ！」

「おいエヴィぃぃ！　あ、違うよ佐藤くん大丈夫だから、ちょっとエヴィがふざけてるだけで変なところなんて全く無いから！　じゃあ！」

　良い言い訳が出来たところで、エヴィを無理やりルリファーから引っぺがす。

「はぁ……はぁ……ルリファーさん、なかなかしぶといですね……！」

「お前、ほんといいかげんにしてくれないかな!?　俺がみんなに変人扱いされてるだろ!?」

　一方ルリファーは顔を真っ赤にして瞳を潤ませながらも、口元をぎゅっと押さえたままゆっくりと、亀のような歩みで、クラスを先導していく。健気な姿だ。

「ほら、もうわかっただろ!?　ルリファーは立派な魔王になりたいの！　そのためにクエストを必死で頑張ってんの！　だから、自分勝手な理由で邪魔すんなって！」

「いいえここで折れることは魔王さまの教えに反します！」

　エヴィもむきになっているのか、顔を真っ赤に染めて、ピンクのノートを取り出した。するとルリファーが、ハッとしたように目を見開いた。

「こうなったら仕方ありません！　あたしも今からシチュエーションやります！　魔王さまに拒否権はありません！」

「おいちょっと！　だから、今日はルリファーのクエストをやるんだって……」

「いーえ！　あたしもシチュエーションやります！　この『だめっ……声が出ちゃう』シチュエーションでお願いします！」

「んなあからさまにいかがわしい内容書いた覚えはねーよ！」

　ルリファーは、歩みを進めながら、じっとエヴィのノートを見つめている。

「ルリファーさんが声出さなきゃ成功しないシチュエーションですよ！　さあどうします魔王さま！　このままルリファーさんが黙ってたら、あたしのシチュエーションが絶対失敗することになっちゃいますよ？」

「お前いい加減に……」

　その時だった。ルリファーが、意を決したように、自分の口の前に当てていた手をどかした。そのまま、俺に向かって口を開き……、

「バカ！　しゃべるなって！」

「ふむぐっ!?」

　俺は慌てて、ルリファーの口を塞いだ。だがルリファーは、まっすぐな眼まな差ざしで俺を見上げ、エヴィのノートを指さした。

「シチュエーションやるってのか？　いいんだよあんなの。どうせエヴィが勝手にでっち上げたやつだし。なにより、ルリファーのクエストの方が先だったんだから……」

　だがルリファーはかぶりを振り、そして、柔らかく微笑ほほえんだ。言葉はなかったが、ルリファーが何を言いたいのか、なんとなく伝わってくる。

『わらわはいいから、エヴィのシチュエーションをやってほしいのじゃ』

「……お前、さっきから何でそんなにエヴィのこと気にしてんだよ」

　今日一日、ルリファーの様子はどう見てもおかしい。

「ほら、ルリファーさんもあたしのシチュエーションやる気満々じゃないですか！　あたしのこと受け入れる気満々ですよ！」

「なあルリファー、どうしたんだ？　お前は今まで一度も、クエストを途中で投げ出したことだけはなかっただろ？」

「あたしの話聞いてます!?」

　ルリファーは、俺の言葉にふっと眼まな差ざしをかげらせたが……やはり、エヴィのピンクのノートを指差すのだった。

　なんなんだよ、突然、クエストがやりたくなくなったのか？　……いいや、頑張り屋のルリファーに限ってそれは絶対にない。……でも、じゃあなんなんだよ。まるで俺やエヴィに、遠慮してるみたいに……。

　──遠慮？

「ちょっと魔王さま、あたしの話も聞いてくださいよ！　このシチュエーションはですね」

　エヴィの言葉を聞き終わるより前に、俺はクラスのみんなに向けて言った。

「み、みんな。ちょっとだけ、時間を貰ってもいいかな」

　俺の言葉に、みんなが「え、いきなり何？」「さっさと避難しようよ」と困惑する。そうだよな、こんなこと突然言われても意味が分からないよな。変に思われても仕方ない。

　でも、大事なことなんだ。

「エヴィ、この場は任せた。すぐに戻って来るから、それまで場を繋いでくれ」

「え、なんですかいきなり」

「頼んだぞ」

「ちょ、魔王さま!?」

　そのままルリファーの背中を押して、近くの教室に入った。

　ルリファーは俺の行動が理解出来ないんだろう、両手で口を押さえたまま、不安げな表情で首を傾かしげている。

「……ルリファー。お前、エヴィに遠慮してるのか？」

　直球の質問に、ルリファーが息を呑のんだ。

「やっぱりか」

　最近のルリファーは、エヴィのお姉さまとして頑張ろうと必死だった。初めて出来た妹弟子を相手に、立派な姉弟子であろうと、努力していた。

　でもそのせいで、自分のクエストをあんなに不安そうに提案するようになってしまった。

「ルリファー。それで、お前は満足出来てるのか？」

「……っ」

　バレてはいけない秘密がバレてしまったみたいに、狼狽するルリファー。

「俺が、そこまで口出しすることじゃないかもしれない。……けど、さ」

「……？」

「あんまり、我慢するなよ。お前はいつも、頑張ってるんだから」

　俺の言葉に、ルリファーは目を見開いて固まった。

　呆ぼう然ぜんとするように硬直。しばらくして両手が口から離れて、小さな口が空気に晒される。その口が一度開きかけたが、すぐに閉じられた。

「あ、そっか。しゃべっちゃいけないのか」

　ルリファーが頷うなずく。危ない、俺のせいでクエストを失敗させるところだった。

「……じゃあ、俺の手のひらに、書いてみてくれ」

　俺が右手を差し出すと、ルリファーはおっかなびっくり俺の手に自分の指を乗せる。そしてゆっくりと文字を書いていった。おそるおそる、一文字ずつ。

　静寂に包まれた教室で、俺はルリファーが全ての文字を書き終えるまで、じっと待った。

　一分ほどかけて、文章が完成する。

『魔王さまに、忘れられたくないのじゃ』

　それを書いたルリファーの瞳には、涙がにじんでいた。唇は懸命に結ばれている。絶対に泣いたりしないと、必死に耐えていた。

　こいつ、俺がエヴィばかりに構って、自分は忘れられてると思ってたのか？

　それが寂しくて、でも自分はお姉さまだからエヴィの手伝いを頑張って、自分のことは遠慮して、我慢して……。ああもう、こいつは本当に……。

「忘れるわけ、ないだろ」

　そう言って俺は、ルリファーの頭に手を置いた。

「……っ」

　ルリファーがびくりと、身体を震わせた。怖がってる。ここに至いたってまだこいつは、『こんなワガママを言って、魔王さまに怒られる』とでも思っているんだろうか。

















「大丈夫だよ」

　怯おびえるルリファーに向かって、言う。

「その……お、お前は俺の、大切な一番弟子なんだから」

「…………」

「だ、だからもっと、ワガママ言っていいんだぞ」

　言って、自分の体温が急激に上昇するのを感じた。

　あああ、恥ずい……っ！　今のはさすがに、大げさに言い過ぎたかも……。

　ルリファーも呆あきれたんじゃないだろうか。全然、俺の言葉に反応してくれない。

　そう思って、ルリファーの顔を見る。

「……っ、……っ」

　目から、滝のように涙が流れていた。

「──ふぇ」

「待った待った泣き声はまずい！」

　ルリファーの口を慌てて押さえた。静まりかえった教室に、ルリファーの「ぐす」という洟はなを啜る音だけが漂う。

　それから、約五分後。

「……もう、大丈夫か？」

　ルリファーが頷うなずく。

「よし。……それじゃ、クエスト頑張るか」

　ルリファーが、力強く頷く。

　その瞳にはもう、不安げな色は浮かんでいなかった。



　※



　その後ルリファーは、しっかりした足取りで『おかし』を守ったまま、避難を終えた。

　それはもうあっさりとしたクリアだったが、校庭についた時は「やったのじゃ、魔王さま！　わらわ、わらわ、クリア出来たのじゃ！」と、まるで初めてのクエストクリアみたいに喜んでいた。……まあ、邪魔が入らず普通にやれていれば簡単なクエストだったってことは、言わぬが花だろう。

　校長先生がスピーチを終えたところで、各自、教室に戻ることに。

　委員長と副委員長の俺たちは、先生から連絡事項を伝えられて、みんなよりも少し遅れて校舎へ向かう。

　そこへ、ずっと待っていたのか、後ろからエヴィが声を掛けてきた。

「ちょっと魔王さま。あの時ルリファーさんと、なに話してたんですか？」

　わざわざ俺とルリファーの間に割って入って、じろりと睨にらみ付つけてくる。

「クラスの列から抜けて、教室で二人きりの密談！　くあああ、羨ましい、さぞエッチな会話をしてたんでしょうね！」

「別に。ただルリファーが、立派な魔王になるために、今までも、これからも、クエストを頑張るって話をしてただけだ」

　じろ、と俺はエヴィを見返す。気け圧おされたように、エヴィが一歩引いた。

「な、なんですか。その批難がましい目は」

「別に。ただ、ルリファーはお姉さまとして、エヴィのシチュエーションを全力で手伝ってるのに、それに比べてひどい妹弟子がいたような気がするなーと思っただけだ」

「ぬ、ぐ、っ！　あー、もう、分かりましたよ！」

　エヴィはルリファーの手を取って、真まっ直すぐに蒼あおい瞳を見つめた。

「……ごめんなさい、ルリファーさん。ちょっと調子に乗りすぎました」

「はわ!?　い、いえ、わらわは別に……」

「あたし、ルリファーさんが大好きなので、帰って欲しくないです」

「……お前、まだそんなこと」

「でも、大好きなルリファーさんの目標を邪魔するのが、正しいとも思ってないです」

　エヴィは、珍しく真摯な瞳で言った。

「だから、ごめんなさい」

「……いえ、その、わらわは本当に、怒ってないのじゃ」

「本当に、本当に、怒ってないですか」

「本当に、本当なのじゃよ？」

「あたし、おっぱいのやわらかさで人が怒っているかどうかを判別できるスキルが」

「嘘うそつけ」

　俺は、懲りもせずルリファーの胸に手を伸ばそうとしたエヴィを殴って、引っペがした。

「ったく……ほらな、ルリファー。エヴィもこんな奴やつなんだから、遠慮する方がバカバカしいだろ？」

「ちょっと？　魔王さま、失礼じゃないですか？」

　エヴィは叩たたかれた頭をすりすり擦りながら、不服そうに言った。

「魔王さま達がいなくなった時、誰が場を繋いでいたか、忘れた訳じゃないですよね？」

「そもそも、お前が邪魔しなかったらクエストはスムーズに行ってたんだけどな」

「何ですかそれ。あたしがあの場を繋ぐために、どれだけ苦労したと思ってるんですか！　ざわつくみんなに興味を持ってもらうために、魔王さまの武勇伝の中からあたしが特に興奮した物を熱弁して」

「お前なにしてくれてんの!?」

　そういえば列に合流した時、みんなの俺を見る目がおかしい気がしたんだ！

「ちょ、ちょっと俺、みんなに弁明してくる！」

　走り出す。……が、忘れ物に気づいて、足を止めて振り返る。

「そうだ、ルリファー！」

「はい？」

「もっと自分のこと、優先していいんだからな！　エヴィなんか無視してさ！」

「なに言ってくれてるんですか!?　ルリファーさんがあたしに冷たくなったら、どうしてくれるんですか！」

　それを聞いて、ルリファーがくすりと笑った。

「了解なのじゃ！　わらわ、エヴィのことも、わらわのことも、頑張るのじゃ。遠慮しないで、どっちも達成してみせるのじゃ！」

　どっちも、ね。

　結局、自分のことだけを優先するなんて、ルリファーの頭の中には無いらしい。

　本当に、この一番弟子は大切にしないとな──そう思った。

　……まあ、その前に、俺の大切な評価を回復してこないと。

　満面の笑みを浮かべるルリファーに見送られて、俺はクラスメイト達を追うのだった。

















「女の子を虜にするのは、やっぱり体力じゃなくてテクニックだと思うんですよね！」

　昼休み。いつも通り屋上で弁当を広げていたら、突然、エヴィが自慢げな顔で言った。

　ふふん、と胸を張ったエヴィから、俺はくるりと目をそらす。

「ルリファー。このだし巻き卵、また美お味いしくなったな」

「えへへ……魔王さまの好みに合わせて、ちょっと味付けを変えてみたのじゃよ」

「あれ!?　あたしの声聞こえてない!?」

　エヴィが俺とルリファーのあいだに体をねじ込んでくる。

「下ネタなら家に帰ってから聞いてもらえよ。壁に」

「それじゃただの独り言じゃないですか！　だいたい、下ネタじゃありません！　れっきとした魔王さまの教えです！」

「そんないかがわしいことを書いた覚えはない！　ルリファーも目を輝かせるんじゃありません！」

　俺の教えだと聞いた途端に身を乗り出してきたルリファーを押しとどめる。エヴィのせいでルリファーが変なことを覚えてしまったら大変だ。

　エヴィが、心外とばかりに唇を尖とがらせた。

「いーえ、確かに書いてありましたもん。これ見てください」

　エヴィが、いつも持ち歩いているピンクのノートを開いて、俺に突きつけてくる。

　そこに書かれた小説は、俺が魔王の身分を隠して学校に通っているという話だった。

　冴えない一般人を演じる俺は、クラスの中で見事、目立たない男子という立ち位置を確立していた。しかし、期末テストで満点を取るのが普通だと勘違いしたばっかりに、全教科で満点を取ってしまう。

　その結果魔王だとバレてしまった俺は、学校中の女子から「私にも勉強教えてください。……できれば魔王さまのお部屋で、二人っきりで」と、言い寄られるという……ああ、頭痛くなってきた。

「体力よりテクニック！　つまり、腕力の強さより圧倒的な知性の方が、美少女を虜にするためには大事だということですよ！」

「そういうことか。紛らわしい言い方するなよ」

「紛らわしい？」

　首をかしげるエヴィが、何かに気づいたようにポンと手を打った。

「ああ、ベッドの上のテクニッ」

「やめろそれ以上しゃべるな！」

「いやいやいやいや、魔王さまが教えてくださるなら、あたしもそっちの方が断然いいです！　やりますか、やっちゃいますか魔王さま！」

　エヴィが、ルリファーの両肩を掴つかんで、俺の方へ押し出してくる。

「じゃああたしがルリファーさん相手に実践するので魔王さまは採点役ということで！」

「はわっ!?」

「俺がいつやるって言った!?　ルリファーもそんな奴やつぶん殴ってやれ！」

「……あ、あ、あの」

　と、ルリファーが頬ほおを真っ赤に染めて、ふるふる体を震わせながら言う。

「え、エヴィのシチュエーションに、必要なら……ま、魔王さまのテクニック、わらわの身体で、た、た、た、試しても」

「よし、今回のシチュエーションはテストで満点取ることだな！　頑張ろうぜエヴィ！」

　ルリファーの言葉を塗りつぶすように、俺は言ったのだった。



　今回のシチュエーションは『一週間後の期末テストで、エヴィがなにか一教科でも、学年トップの点数を取る』ことができれば成功らしい。

「勉強を手伝えばいいわけだな。……前にもあったな、こういうの」

　ルリファーの『質問クエスト』を思い出してぼやくと、エヴィが興味津々に俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「なになに、前にも誰かに勉強教えたことあるんですか？」

「ああ、ルリファーにクエストで」

「なっ──性教育クエストですか!?　ルリファーさんにそれはもう色んなことを教えてあげたって訳ですか、魔王さまのえっちな手つきで！」

「興奮してんじゃねえ！　普通の勉強だよ！」

　と、そこで屋上のドアが開いた。

「あの、魔王さま。着替えてみたのじゃが……」

　振り返ると、そこには、白衣をまとったルリファーがいた。

　ブレザーを脱いでワイシャツ一枚になった上から、明らかにオーバーサイズの白衣を羽織っている。袖口はもう手がすっぽり隠れていて、長い裾を完全に引きずっていた。伊達だろうか、メガネをちょこんと鼻の上に乗せているが、小作りな顔に比べてあまりに大きすぎて、半ばずり落ちている。……まるで、無理して大人の格好をした子供だ。

「……で、なんでルリファーが着替える必要があったんだ？」

「またまた、魔王さま。分かってるくせに！」

　わざわざ保健室から衣裳を拝借してきたエヴィが、瞳を輝かせて、言う。

「あたしの魂ソウルが、ルリファーさんにコスプレさせろと囁ささやいたからですよ！」

「お前は自分のソウルとやらの声に二度と耳を貸すな」

「これで集中して勉強できるってもんですよ！　ふへ……ふへへ……ルリファーさぁん！　裸白衣にしてもいいですかーっ！」

「早速集中力を失ってんじゃねーか！」

「裸白衣のルリファーさんに教えてもらったら、あたしフェルマーの最終定理だって瞬時に解き明かす自信がありますーっ！」

「ふぇっ？　わ、わらわが教えるのじゃ？　魔王さまじゃなくて？」

　戸惑った目が俺に向けられる。……まあルリファーの学力は絶望的だったと思うが、エヴィの目は期待で輝いてるし、やる気が出るならやらせてみてもいいか？

「はいっ！　ルリファー先生、質問です！」

「はわっ!?　せせせ、先生っ!?　はは、はいなのじゃっ！　なんでも聞くといいのじゃ！」

　テンパるルリファーに、エヴィが質問を飛ばした。

「土を掘り返したり、草の根を切ったりする農具の名前はなんでしたっけ？」

「簡単なのじゃ！　それは鋤すきなのじゃよ！」

「はあああっ！　流石です先生っ！　じゃあ、大きい鋤はなんて呼ぶんですかねっ？」

「お、大きい……？　ええっと、だ……大だい鋤すき、なのじゃ？」

「はああ……もっと言ってくださいっ！」

　……前言撤回。こいつの瞳は、期待じゃなくて欲望で輝いている！

「じゃあ次の質問です先生っ！　夏なつ目め漱そう石せきが英語の教師をしていたとき、ある英文を『月が綺き麗れいですね』と訳しました。その英文の本来の意味はなんでしたっけ？」

「あなたが好き、なのじゃ！」

「二ふた葉ば亭てい四し迷めいが『死んでもいいわ』と訳したのは！」

「私はあなたのもの、なのじゃ！」

「耳が幸せですーっ！」

「お前勉強する気ねーだろ！」

　自分で自分を抱きしめて悶えるエヴィから、ルリファーを抱き寄せて遠ざける。ルリファーが「ひゃっ」と小さく声を上げて、頬ほおを赤く染めた。

「あっ、ずるいです！　今はあたしがルリファーさんと甘いひと時を過ごしてたのに！」

「お前趣旨わかってんのか!?　勉強するんだよ！　勉強！」

「ちゃんと勉強してるじゃないですか！」

「お前の個人的欲望を満たしているようにしか見えねーよ！」

　エヴィと言い合う俺の腕の中で、ルリファーが小さく身じろぎした。

「あ……あの、魔王さま……」

　そこで俺は、ルリファーを後ろからきつく抱き寄せていたことに気づいた。

　慌てて手を離すと、ルリファーは耳まで真っ赤になったまま、ぱっと離れた。

「ご、ごめん……」

「い、いえ……ちょっとびっくりしただけなのじゃ……」

　もじもじと縮こまるルリファー。俺もなんとなく、恥ずかしくて顔をそらす。

「……魔王さまだって、個人的な性欲を満たしてるじゃないですか」

「満たしてねーよ！　お前と一緒にすんな！」

　ルリファーが豊満な胸を両腕で抱きしめながら「ま、魔王さまが、わらわで、せせ、性欲を……」とぶつぶつ呟つぶやいた。な、なんか、話題を変えないとまずい気がする。

「そ、それよりルリファー。さっきから、エヴィの質問全部に、完璧に答えられてたな。二ふた葉ば亭てい四し迷めいとか、試験範囲じゃないだろうに」

　ルリファーが、俺を見上げて、照れたように微笑ほほえむ。

「えと……教科書に載っていることは、もうぜんぶ暗記してるのじゃ」

「なるほど、教科書をぜんぶ暗記してるのか。それなら納得……って、全部暗記してる!?」

　ほんの二ヶ月前まで、教師の質問にも満足に答えられてなかったのに!?

「えへへ……あらゆる事柄が実は魔王さまの功績だと思うと、覚えられないことなんてなんにもないのじゃよ」

　それにしたって限度ってもんがあるだろ!?　……あれ、待てよ？

「……ちなみにさ。最近の小テストとか、抜き打ちテストとか、何点くらい取ってる？」

「ふえ？　えと……最近は、百点しか取ってないかの」

　魔王さまのおかげなのじゃ、と言わんばかりに微笑むルリファーと対照的に、俺は、さあっと体から血の気が引いていくのを感じた。

「……エヴィお前……全教科の教科書丸暗記してる奴やつに、テストで勝てるか？」

「はい？　そんなの無理に決まって……はっ！」

　エヴィがルリファーを見た。……この絶望的状況に気づいたらしい。

　そう……全教科で満点確実のルリファーが相手では、たとえ一教科でも、良くて引き分け。勝つのは物理的に不可能だ。

「……えーっと、ルリファー？」

　なにか一教科だけでもいい、わざと間違えてくれないだろうか。

　そう言いかけた俺を、ルリファーが笑顔で見返してくる。頭を撫なでてもらえるのを期待する子犬みたいに無邪気な笑顔だ。きっと俺に褒めてもらいたくて、勉強頑張ったんだろうなぁ。……そんなことを思うと。

「……いや、なんでもない」

　わざと間違えてくれなんて、俺に言えるはずがないのだった。



　※



　俺とエヴィは屋上に残り、エヴィと差し向かいで教科書を開いた。

　ちなみに、ルリファーには一度、教室に戻ってもらった。ルリファーがいると、エヴィが性教育ばっかりやりたがるからだ。……ほんといい加減にしろよこいつ。

「とにかく、ルリファーのことは今考えてもしょうがない。お前が一教科だけでも、満点を取れるように頑張ろう」

　ルリファーに関しては、うっかりミスでもしてくれることに賭けるしかない。幸か不幸か、あいつはその手のミスはしやすいタイプだ。希望はある。

　だがルリファーがミスしようとも、エヴィが高得点を取れなければ意味がない。

「というわけで、お前が勉強する教科は、これだ」

「……保健体育、ですか？」

「どうせ得意なんだろ、お前」

「なんですか魔王さま、褒めて伸ばす方針ですか？　大賛成ですもっと褒めてください！」

「皮肉のつもりだったんだけど!?」

　そこでエヴィが、興味深そうに、身を乗り出してくる。

「それで魔王さま。保健体育ってなんですか？」

「あれ、分かんないの!?」

「魔界の学校には、ありませんでしたよ？」

「フェルマーの最終定理は知ってるのに……。どうなってんだよ魔界の学校……」

　俺が無言になると、エヴィが不安そうに表情を歪めた。

「……ま、魔王さま？　もしかして、難しい教科、なんですか？」

「いや待て。まだ諦めるには早い」

　まずは問題を出してみよう。できるかできないか判断するのは、それからだ。

「骨格から性別を見分けるとき、参考にしやすい箇所は頭蓋骨と、もうひとつはどこ？」

「骨盤に決まってるじゃないですか。女の子のお尻は自然が生み出した最高の芸術です！」

「……じゃ、じゃあ、女性が母乳を分泌する器官は」

「乳腺のことですか？」

「女子が初潮を」

「第二次性徴期ーっ！」

「嬉うれしそうに叫ぶな！」

　聞いてるこっちが恥ずかしくなってきた！

　と、エヴィがくりくりした目を、丸く見開いて言う。

「保健体育って、女の子の体の秘密を学ぶ科目なんですか？　じゃあ楽勝ですよ！　あたし、ほとんど一年中、頭の中それでいっぱいですから！」

「それもどうかと思うけどな！　サキュバスとして！」

　今回ばかりは助かるけどさ！

　百点を狙う教科は、保健体育で決定！　そうと決まれば、あとは勉強していくだけだ！

「エヴィ、女性ホルモンの正式名称は？」

「エストロゲンとプロゲステロン！　ルリファーさんを見てるとドバドバ出ちゃいます！」

「股関節を柔らかくするストレッチは？　ほら、ルリファーが得意なやつ！」

「ルリファーさんの股割り最高です！」

「水泳競技で主に用いられる四つの泳ぎ方は？」

「クロール、バタフライ、背泳ぎ、平泳ぎ！　授業中に公然と女の子の水着写真集が見られるなんて保健体育はホント最高ですね、魔王さま！」

　……ツッコミたいことはいろいろあるにせよ、エヴィの知識は完璧だった。変態的思考のなせる業とはいえ、ちょっと感心してしまう。

　エヴィも楽しくなってきたのか、猫を思わせる吊り気味の瞳を細めて、にこにこしながら教科書に顔を寄せてくる。

「魔王さま。勉強って楽しいんですねぇ」

　不意に、エヴィが俺を見て微笑ほほえんだ。他意はないんだろうが、息がかかるほどの間近で、澄んだ桃色の瞳に見つめられて、俺は思わず顔をそらす。

「あ、あー……まあ、なんにせよ、楽しんで覚えられてるなら、よかった」

「えへへ。好きなことが何かの役に立つって、嬉うれしいものですね」

　鈴が鳴るように楽しげな声で、エヴィは言うのだった。

　……だが、十数分後。エヴィは難しい顔で唸うなりながら、教科書を覗のぞき込こんでいた。

「さあエヴィ、この人は腕を骨折してる。適切な応急処置は？」

「……このポーズ、おっぱいを隠してるみたいで、なんかエロいですよね」

「このイラスト、どう見てもおっさんだぞ」

「ううぅ……だから困ってるんじゃないですかぁぁぁぁ……」

　エヴィは頭を抱えた。女の子の体の秘密も、女の子の写真もなくなったあたりから、エヴィの集中力はがくっと落ちてきていた。

　仕方なく応急処置の項目を飛ばしてページをめくると……『福祉に関する法律』とかいう、俺でも頭が痛くなるような小難しい文章が現れた。

「……さすがにこれは、女の子に結びつけるのは難しいな」

「っ！　ま、まだですよ！　見ててください、魔王さま！」

　言って、エヴィが教科書のおっさんを凝視する。

「あたしの妄想力をもってすれば、これくらい！　ほーら、この小太りのおっさんが、だんだん、ぽっちゃりした女の子に、見えて……見えて……」

「……エヴィ？」

「……うぷっ。き、気持ち悪いです」

「もういい、無理すんな！」

「え、Ａカップがひとり、Ｂカップがひとり、Ｃカップがひとり……」

「それで気分が落ち着くのか!?」

　どうやら、焼け石に水だったらしい。エヴィの顔は、今にも吐きそうなほど真っ青だった。おっさんの絵を凝視するのが、そんなにキツかったのか……。

「……これは、厳しいかもな。何か、他の勉強法を考えるか」

　背中をさすってやりながら言うと、エヴィがゆっくりと首を振った。

「ま、魔王さま。あたしは、このままでいいと思います」

「いや、良くないだろ」

「女の子のことを考えることをやめる時……それは、あたしが死ぬ時ですから！」

「なんだその信念!?」

「欲望の赴くままに生きる。それが百合サキュバスたるあたしの人生の全てです！」

「おいおい……」

　救いようのない変態だな、こいつは。というか、本当にシチュエーションをクリアする気があるのか。……と、俺が呆あきれていると、エヴィが微笑ほほえんだ。

「だってあたしは、魔王さまにそう教わったおかげで、救われたから」

　大切な思い出を愛おしく思うような、優しい微笑みだった。

「……エヴィ？」

　声を掛けると、エヴィはハッとなって、いつものいたずらっぽい笑みを浮かべる。

「あ、あはは、なーんでもありません！　さあ、続きです続き！　魔王さまが無理だって言うなら、あたし一人でも欲望まみれの勉強を続けちゃいますからね！」

　誤ご魔ま化かすように笑って、エヴィは、再び教科書を凝視した。

　……ふと、思い出す。エヴィが学校に現れた日、こいつは自分で言っていた。自分がおかしいことは分かってるから、ずっと性癖を隠して生きてきたって。

　自分の好きなものを否定されて、辛くないやつなんかいない。かつて『魔王』になりたかった俺には、その気持ちがよくわかる。

　こいつがいつも楽しそうに笑っていたのは、ただ、こいつが能天気で明るいやつだからだと思っていた。……けれどこいつは、もしかしたら誰もが否定する自分の性癖を、自分だけは否定しまいと、必死に笑ってるんじゃないだろうか。

　中二病だった俺が、周囲からバカにされようとも、魔王を続けていたように──。

「この人は、美少女、この人は、美少女……うぷっ」

　また吐きそうになっているエヴィの手から、俺は教科書を取り上げた。

「あっ……も、もう、魔王さま？　女の子をからかうなんて女たらしスキル、あたし相手に発揮されても困って──」

「エヴィ。このおっさんは、ルリファーの父親なんだ」

　硬直するエヴィ。

「……え、えええっ!?　そうなんですか!?」

「たとえだよ、たとえ。でも、そう考えれば、女の子じゃなくても覚えやすくないか？」

「はい？」

「ここに、腕を骨折したルリファーのお父さんがいる。この人を、お前が適切な処置をして助けたら、どうなる？」

「……お義父さんに気に入られて、ルリファーさんと結婚できる？」

　エヴィが、俺を見上げてくる。

「魔王さま……あたしのために……」

「続けるんだろ、勉強。だったら、応急処置だろうが法律だろうが、俺が全部お前のいかがわしい欲望に結びつけて覚えさせてやるよ」

　エヴィの瞳に、じわりと涙が浮かんだ。

「あたし、このままでもいいんですか？」

「なに言ってんだ。お前が自分で、このままでいいって言ったんだろ」

「そう、ですけど」

「だったら、俺もそれに付き合うよ」

　時折、思う。もしもルリファーやエヴィが、中学時代の俺のところにやってきていたら、俺は高校生になっても中二病のままだったんだろうか。好きなことをどれだけ他人に否定されても、あのまま続けていられたんだろうか。

　……そんなもしもの話に意味なんてないし、今の俺は中二病をやめて良かったとも思っている。けど、目の前にいるエヴィは、中学の頃の俺と似た場所で、まだ戦っているのだ。だからこそ……俺はそれを、手助けしてやりたいと思った。

「……魔王さま。ありがとう、ございます」

　ぐしぐしと、エヴィが瞳にたまった涙を拭った。

「……それじゃあ、勉強を続けましょう！　これがルリファーさんのお父さんだったとして、花嫁はあたしとルリファーさん、どっちがいいですかね!?」

「いきなり骨折関係なくなったぞ!?」

「具体的なヴィジョンがあった方が想像しやすいじゃないですか！　で、どっちですか！　ルリファーさんはタキシードを着てるんですか、それともウエディングドレスですか？」

「どっちでも……いや、えーっと、そうだな……ウエディングドレス、かな？」

「ひゃっほーう！　純白のドレスに包まれたルリファーさんが、あたしを待ってます！　さーて、そのためにもお義父さんに気に入られないといけませんね！　まずは、感じのいい自己紹介からですか？」

「応急処置だよ」

　あらゆる事柄を女の子に結びつける……なんて無理難題、果たして出来るかどうかひたすら不安だったが……まあ、偉そうに言ってしまった手前、やるしかないだろ。

　俺は朝から晩まで、エヴィよろしく女の子のことばかり考えて、エヴィの勉強を手伝い……一週間は、あっという間に過ぎ去っていったのだった。



　※



「ま、魔王さま……あたし、おしっこ漏れそうです」

「普通に緊張してるって言え！」

　期末テストが返却される日がやってきた。エヴィはまるでルリファーみたいにがちがちに緊張して、自分の名前が呼ばれる瞬間を、今か今かと待ち構えている。

「……でも珍しいな、お前がこんなに緊張するなんて」

「それはその……この一週間、あたし結構頑張りましたし？　それに……魔王さまにも、結構その、迷惑かけたわけですし……」

　……たしかに。既に返却された俺のテストは、ひどい点数のオンパレードだ。今日までずっと、エヴィの勉強にばかり集中してきたから仕方ないのだが……。

「……ま。二人でやれるだけのことはやったし、大丈夫だろ」

「あ……あはは、そうですよね。……うん、きっと大丈夫です」

　と、そこで答案用紙の束を受け取ったルリファーが、俺の方に駆け寄ってきた。

「魔王さまっ！　魔王さま見て欲しいのじゃっ！」

　ぴょこぴょこ飛び跳ねて豊満な胸を揺らしながら、答案用紙の束を俺に見せてくる。

　俺とエヴィは顔を見合わせて、ルリファーから答案用紙の束を受け取った。

「……見るぞ？」

「はは、はいっ！　ばっちこいですよ！」

　エヴィは引きつった声で言って、ぶんぶん頷うなずく。俺は震える指先で、一枚一枚、答案用紙をめくっていった。

　現代文……百点。数学……百点。政治経済……百点。日本史……百点。世界史……百点……。予想していたとは言え、とんでもない点数が出で揃そろっている。

「……すごいな、ルリファー」

「えへへ！　ぜーんぶ、魔王さまのおかげなのじゃよ！」

　子犬のように無邪気な笑顔で、ルリファーが言う。しっぽがあったらきっとぱたぱた振っているだろう。いつもどおり愛らしいが、今日ばかりは愛でてばかりもいられない。

「ま……魔王さま……。ルリファーさん、ほんとに教科書暗記してます……」

　エヴィがぼやくまでもない。いくらエヴィが頑張っても、ルリファーが保健体育で満点を取っていたら、勝ちようがないのだ。

　ルリファーにぎこちなく微笑ほほえみ返しながら、俺は次の保健体育の答案用紙に手をかける。俺とエヴィはごくりと息を呑のんで、答案用紙をめくった。

　保健体育……九十九点。

「る……ルリファー……これ」

　ルリファーは保健体育の答案用紙を見て……頬ほおを真っ赤に染めた。

「それはその……えと……答えはわかっていたのじゃが……」

　ルリファーが間違えていた問題は、『性感染症は、○○などの少量の唾液の付着では伝う染つらない』というものだった。正解は『キス』だがルリファーの答案用紙には、震えた筆跡で『き』とだけ書いてあった。ルリファーが、真っ赤な顔をちっちゃな両手で覆おおう。

「そ……そんな恥ずかしい答え……反則なのじゃよう……」

　保健体育には、もっとドギツイ単語がいくらでも出てくるのだが……ルリファーに唯一分かった『恥ずかしい答え』が、『キス』だったということか。

「魔王さま……ごめんなさいなのじゃ。不ふ甲が斐いない結果を……」

「いや、九十九点なんて、十分すごいよ」

　この点数なら、合計点では学年総合トップ確実だろうし。

　俺の言葉に、ルリファーは安心したようにへにゃっと微笑んだ。

「え、えへへ……魔王さま、お優しいのじゃ……」

　さて、なんにせよ、これで希望も見えてきた。

　エヴィが満点を取ってさえいれば、保健体育学年一位も見えてくる……。

「じゃあ次、エヴィさん」

　担任教師がエヴィの名前を呼ぶ。エヴィが、はじかれたように立ち上がった。

「は、はいいっ！」

「エヴィ！　落ち着け！　コケんなよ！」

「あ、あうう……」

　ルリファーが乗り移ったみたいに気弱に、手足をギクシャクさせながら、エヴィが担任教師から答案用紙を受け取る。胸元に答案用紙を抱えながら、俺の席まで戻ってきた。

「まま、魔王さま……い、一緒に見てくれますよねっ？」

　エヴィが震える指で、答案用紙を机に広げていく。現代文、英語、数学……まあ、この辺はいい。目も当てられない点数なのはわかりきっていたことだ。

　問題は……俺とエヴィは、二人で呼吸を整えて、一斉に、保健体育の点数を見た。

　……百点。

「ま、ままま、魔王さま……っ！」

　エヴィが、大きな瞳からぼろぼろ涙をこぼしながら俺を見た。

「や、やりましたあたし……やりましたよ魔王さま─────っ!!」

　エヴィのしなやかな腕が俺の腕に巻き付き、控えめな胸がふにゅんと押し当てられる。

「あたし……あたし……ふえええええ！」

「わかったわかったから落ち着け！」

　俺の腕に顔をこすりつけるエヴィを見て、ルリファーも俺の袖を引っ張った。

「あのっ、魔王さまっ！　わらわもっ！　わらわも学年総合トップなのじゃっ！」

「わかったから引っ張るなって！　制服ちぎれるってば！」

「あたし……これからも保健体育の勉強頑張ります！　がんばって医大に入ります！　ｉＰＳ細胞の研究して美少女孕ませまくりますーっ！」

「邪すぎる！　っつーか、サキュバスの願いとしてどうなんだそれは！」

　俺も大声で突っ込んでしまってから……はっと気づく。

　クラス中の視線が、俺に集中していた。

「サキュ……バス……？」

「いやいや違うからね!?　別にエヴィが本物の淫魔だと思ってるわけじゃなくて!!」

「サキュバスってインマのことなの？　……つーか、インマってなに？」

「え……いや、違いますえっと……サキュバスっていうのはエヴィのミドルネームなんだよ！　なっ？　エヴィ！」

「うわあああん！　魔王さまが美少女を使って、手取り足取り保健体育を教えてくれたおかげですーっ！」

「美少女を使って……？」「エヴィさんと手取り足取り……!?」「とゆーか、女の子に手取り足取り保健体育を教えるってことは……つまり……!!」

　うわああああああああっ！

「いや違うんだみんな聞いてくれ！　美少女じゃなくてえっと……微笑って言ったの！　俺はこう、微笑を浮かべながら、自分の体を使ってストレッチとかを教えてだね……」

「聞いて欲しいのじゃ魔王さまっ！　わらわ、魔王さまが人間界を蹂躙するために十字軍を組織したのだと知ってから、中世の歴史がスラスラと」

「ルリファーもちょっと黙ってくれえええええええええっ！」



「つ……疲れた……」

　なんとかみんなに言い訳を終えて、俺は机に突っ伏した。苦しい言い訳を考えるのも、なんだか板についてきてしまった気がする。

　……くそ。ルリファーのクエストやらエヴィのシチュエーションやら、こんなに頑張ってるのに、俺、全然報われてねえ。

「……ぐすっ」

　ふと、洟はなをすする音が聞こえた。顔を上げてみると、エヴィがまだ、涙のにじむ目尻を指で拭っていた。

「……まだ泣いてんのか」

　何の気なしに聞くと、エヴィは深く頷うなずいた。

「はい……。その……えっと……本当に、良かったと思って……」

「ああ。百点、取れたもんな」

「いいえ」

　微笑ほほえみながら、涙に濡ぬれた声でエヴィが言う。

「魔王さまに弟子入りして、良かったって……嬉うれしくって……」

　涙で真っ赤になった顔で、エヴィが微笑む。それはいつものいたずらっぽい笑みではなく、心底嬉しそうな笑顔だった。

「魔王さま……ほんとに……ほんとに、今回はありがとうございました」

　そう言って頭を下げたエヴィを見て……俺は、そりゃ、苦労することもいっぱいあったけれど……頑張ってよかったかな、なんて、不覚にも思ってしまったのだった。

















「ルリファーさんのエプロン姿は萌えますねぇ」

　エヴィの妄言に突っ込む気も失うせるほど、のどかな休日の午後。俺は三み道どう家の縁側で、窓を全開に開け放ち、涼しい初夏の風を感じていた。エヴィは俺の隣に寝転がって、キッチンでちょこちょこ動くエプロン姿のルリファーを眺めている。

「そういえば魔王さま。人間界には『裸エプロン』なる魅惑の文化があるらしいですね」

　無視無視。ここで突っ込んで、せっかくの静かな休日を台無しにすることはない。妹は部活で外出しているし、久しぶりの平和な休日なんだから。

　ルリファーが、三人分の麦茶をお盆に載せて、とことことやってきた。

「魔王さま。お茶が入りましたのじゃ」

　新妻みたいに初々しく、エプロン姿のルリファーが笑った。

「ルリファーさん、エプロン超似合ってますね！　その薄布に抑圧されたバストのライン、欲情を禁じえません！」

「そ、そんなに似合ってるのじゃ？」

　エヴィのいかがわしい視線に気づかず、ルリファーはくるりと一回転してみせる。気をつけろルリファー、そのサキュバスはお前を狙っているぞ……と、突っ込みたい気持ちを抑えて無視。俺は庭にある小さな池に目をやって、つかの間の平和に浸る。

「ところでルリファーさん、知ってます？　前に魔王さまのブログで見たんですけど、人間界には裸エプロンという秘術があってですね」

「魔王さまのブログに書かれていた、秘術……!?」

　ルリファーが蒼あおい瞳をはっと見開いて、食いついた。

「はい。なんでも、素肌にエプロンだけを纏まとって料理をすると、地脈から吸い上げられた霊気がうんたらかんたらで、立派な魔王になれるらしいですよ」

「立派な……魔王に……!!」

「よかったら、あたしが服脱がす手伝いしてあげましょうか？」

「は……恥ずかしいのじゃけど……でも、魔王さまのお手を煩わせずに立派な魔王になれるのなら、わらわ、頑張りますのじゃ！」

「ひゃっほーい！　魔王さま魔王さま、あたしの光速ブラ外し、見ててくださいね！」

「やめろばかやろう！」

　ルリファーに飛びつこうとしたエヴィを後ろから羽は交がい締じめにする。……ああ、反応しちまった。

「魔王さま！　わらわ、はだかえぷろんとやらで立派な魔王に」

「嘘うそだから！　この淫魔の口から出る言葉は全部嘘だから！」

「嘘だってなんだっていいじゃないですかルリファーさんの裸エプロンが見られるんですよ!?　いいからカマトトぶってないで話合わせてくださいよ魔王さま！」

「嘘うそだと認めた上で逆ギレすんじゃねえ！」

　と、俺が怒鳴った時だった。俺の背後で、ぱしゃんっ、と水音がした。

「……ん？」

　エヴィを羽は交がい締じめにしたまま、振り返る。水音がしたのは庭の池からだ。……だが、池には金魚一匹いない。水音なんて、そうそう立つはずがないんだけど。

　瞬間、水面に波紋が伝い、ざばっ、と水しぶきが上がった。池の中から現れたのは、深い海の色をそのまま写し取ったような、サファイアブルーの長髪だった。

　きらきらと雫しずくの伝う長髪が、くびれた腰へ、さらりと流れる。透けるように白い肌を大胆に露出し、ルリファーに勝るとも劣らない豊満な胸を、頼りない貝殻の水着で隠した女の子が、大して深くもないはずの池の中から現れたのだった。

　俺は、思わず息を呑のんだ。その少女の美しさに……ではない。少女は確かに美しかったけど、それよりももっと、俺の目を、意識を、釘くぎ付づけにする要素を持っていた。

　池のへりに物憂げに腰掛けた少女の下半身は……艶あでやかな青色の鱗を持つ、魚の尾ひれだったのだ。

「人魚……？」

　思わず、俺はつぶやく。魚の下半身を持つ少女は、俺のつぶやきが聞こえたのか、どこか憂いを孕んだ、吸い込まれそうな群青色の瞳を、ついと俺に向けた。

















　しばらく、人魚の少女はじいっと俺を見つめ……不意に、しなやかな手を、豊かな双乳の間……喉元のあたりに添えた。ちょこんとした小作りな口元が、わずかに開かれる。

　俺の脳裏に、とある中二病知識がよぎる。

　ローレライ。ドイツのライン川に伝わる、人魚の伝説だ。

　水面に突き出した岩の上に佇み、船がその付近を通りかかると、この世のものとは思えないほど美しい歌声で、船頭を惑わすという。

　き、聞けるのか……。この耳で、本物の、人魚の歌声を……!!

　そう思った、次の瞬間。

　この世のものとは思えない強烈な破壊音が、俺の鼓膜をつんざいた。

「────っ!?」

　声にならない悲鳴をあげたのは、俺だったろうか、それともエヴィか、ルリファーか……あるいは、全員だったかもしれない。

　爆風のような音の暴力にさらされて、麦茶のグラスにびしっ、と亀裂が走ったのが見えて……その記憶を最後に、俺の意識は途切れた。



「う……」

　どれくらいの時間気絶していただろうか、俺が目を開けると、息がかかりそうなほど間近で、憂いを孕んだ美少女の瞳が、俺を覗のぞき込こんでいた。

「……おきた」

　俺はまだクラクラする頭を押さえながら身体を起こした。目の前にいたのは、さっきの人魚だ。サファイアブルーの長髪に、儚げな美貌、貝殻水着に包まれた豊満な胸と、スラリと伸びた美脚……あれ？

「尾ひれじゃ……ない？」

　彼女の下半身は、すべすべした肌色の、人間の足だった。

　ちなみに、下着すらつけていなかった。

「し、下、はだかっ！　何か着ろよ！」

　慌てて目を逸そらす。だが少女は気にした様子もなく、そして何かを着る気配もなく、俺の方に近づいてきた。

「だ、ダメだって！　頼むから何かで隠してくれ！」

「足……乾くと、こうなる……」

「へ？」

　そっと見てみると、少女は持っていたグラスの中の麦茶を、無造作に自分の足にこぼした。途端、白い煙が上がって……しなやかな人間の足だった下半身は、艶あでやかな青色の尾ひれに変わった。

「わたし……人魚の、リネット……」

　少女──リネットは、確たる証拠である尾ひれを動かして言う。

「下着……どうせ着ても脱ぐなら、非効率的……」

「いや、効率とか、そういう問題じゃなくて……うわっ！」

　床に腰をつけたリネットが、ビチビチと尾ひれを振った。麦茶が飛沫になって周囲に飛んで……途端、また白い煙が上がる。尾ひれが、しなやかな人間の足に変わって──、

「ああああっ、もう！」

　何か、何か着るものは無いかとあたりを見回す……が、見当たらない。

「くそ……ルリファー、ごめん！」

　なりふり構ってられず、俺は気絶しているルリファーの服を脱がしにかかる。軽い体をころころひっくり返してやっと脱がせた衣服──エプロンを、リネットに投げつけた。

「ほら、それ着けろ！」

「……めんどくさい」

　そう呟つぶやきながらも、リネットはエプロンを着けてくれた。ほぼ裸の格好に、エプロン一枚……図らずも、エヴィの望む裸エプロンが完成されてしまった……。

「ああ、もう、どっと疲れた……」

　ソファの背もたれに、腰掛ける。するとソファの上に、タブレット型コンピュータが置いてあるのを見つけた。三み道どう家では、購入した覚えの無いものだ。

　と、そのタブレットを、リネットが手に取った。

「……そのタブレット、もしかしてお前の？」

　リネットが、無言で頷うなずく。……一回、誰か、魔界の文化事情を詳しく教えてくれ。

　リネットは、タブレットを操作すると唐突に、俺に画面を突きつけてきた。

「なんだ……動画ソフト？」

「再生ボタン、押して……」

　言われるまま、再生ボタンをタップして、動画をスタートさせる。

　そこに映ったのは、マイク付きのヘッドフォンを装着した、中学時代の俺だった。

『ククク……今宵も始めようか。　──終しゆう焉えんのコンサートを！』

　曲が流れ出す。ああ思い出した。これはあれだ、中学時代の俺が動画投稿サイトの生放送で流していた、自作の歌を歌った動画でうわあああああ停止停止停止停止停止っ！

「な、な、な、なんで、これ……っ！」

　必死に心を落ち着かせながら質問すると、リネットは、得意げな表情を浮かべた。

「全シリーズ、保存してある……」

「最悪だああああぁぁぁぁぁっ！」

　俺の黒歴史が、また一つ掘り起こされた！　しかも今回は、文章じゃなくて動画だぞ！

「最悪じゃ、ない……。わたしは、感動した……」

「は、はあ？　こんな、素人が自作の歌を、好き勝手に歌ってる動画で？」

「ん。これなら、わたしでもできるかな、って……」

「上から目線なんですけど!?」

「そんなこと、ない。……さっきの、わたしの歌、どうだった？」

「歌？　そんなの聞いてないぞ」

　俺の言葉に、リネットが明らかに不満そうな顔をした。

「あ。もしかして、さっき池で発した絶叫って」

「……魔王さまは、わりと、失礼」

　当たりみたいだ。あの世界を滅ぼしかねない絶叫は、リネットの歌だったらしい。

　……つまりリネットは、歌が下手な人魚ってことか。俺のところにやってくるのって、そんなのばっかだな。

　リネットは、本人にとっては全力の歌だったのか、もの凄すごく不満そうに頬ほおを膨らませて、

「……まあ、仕方ない。わたしは、まだ、原石だし……」

「は？」

「磨けば、光る。やれば、できる子……」

「自分で言うか……」

「まだ本気出してないだけ。ここからが伝説の始まり……」

「絵に描いたようなダメ人間……いや、ダメ人魚だなお前……」

　勘弁してくれよもう……。ドジっ娘魔王と百合サキュバスだけでも手一杯なのに、この上、人魚（しかも穀潰し）まで増えられたら、さすがに妹に殺される……。

「……魔王さま。才能あるわたしに、歌を教えてくれても、いいよ……？」

「なんで俺が頼む側になってるんだよ！　歌なんて教えられないし、教える義理もない！　帰ってくれ！」

　そう怒鳴ると……リネットが突然、背中からソファに倒れ込んだ。エプロンの裾が、ふわりと、きわどく浮く。

「お、おい？　どうしたんだ？」

　問いかけると、リネットは横たわったまま両腕を広げた。まるで俺を誘うかのような格好に、ちょっと動揺してしまうが……。

「……教えてくれないなら、養って」

「まったく話が繋がらないんだけど!?」

「魔王さまは、わたしに夢を持たせた……。だから魔王さまには、わたしの人生を保証する、責任がある……。三食おやつ付き、ゲームとネット環境完備、わたしを一切働かせないという条件で、養うべき……」

「見事なまでのニート論法だな……」

　それにはカチンと来たのか、リネットが上半身だけ起こして、ジト目を向けてくる。

「ニートじゃ、ない。わたしは、人魚姫……」

「は？　待て待て、なんだそれ」

「……人魚姫というのは、人魚の、お姫様で……」

「違う違う、意味を聞いたんじゃなくて！　お前が人魚姫!?　ウソだろ!?」

「……何を根拠に、ウソと言うのか……」

　不服そうに首を傾かしげるリネット。……マジで？　本当にこいつが、美少女の代表とも言える、可憐で優雅で慈愛に溢あふれてるってイメージの、人魚姫なの？

「そ、その人魚姫が、なんでニートなんか……」

「だから、ニートじゃない……。わたしは、これまで、理想の職業に出会ってこなかっただけ……引きこもってゲームをする毎日も、理想の職業に出会うまでの、充電期間に過ぎない……」

「元中二病の俺が言うのもなんだけどさぁ……もっと現実を見ろよ！」

「現実を直視した結果……わたしはここに来た……」

　リネットの指が、俺の服の裾を、ちょいと摘む。

「……わたしに歌を教えて、魔王さま。魔王さまみたいな歌、歌いたい……」

　真まっ直すぐ、群青色の瞳で、見つめてくる。真剣な眼まな差ざし。その瞳だけは、嘘うそ偽りない、リネットの本音に見えた。

　……いやいや、だからって、俺が受け入れてやる義理はないんだって！

「あああっ！」

　その時、いつ気絶から立ち直っていたのか、ルリファーが、わなわなと身体を震わせて、リネットのことを指さしていた。

「ま、ま、魔王さま！　この人魚、わらわが着けていたエプロンを着けているのじゃ！」

「あ……」

「し、し、しかも、裸エプロンなのじゃよ!?」

　目を大きく見開くルリファーに、リネットが答える。

「……魔王さまが、着けろって……必要なら、返す……？」

「待て待て、ヒモに手をかけるな、脱ごうとするなっ！」

「魔王さまが、裸エプロンを強要したのじゃ!?」

「その言い方は待とうかルリファー、俺が変態みたいだからさ！」

　だがルリファーは、俺の言葉が聞こえないのか、俺とリネットを見比べて言う。

「魔王さまが、知らない人魚に、裸エプロンを強要……つまり……!!」

　そこでルリファーの瞳が、キラキラと輝いた。

「……つまり、この人魚を、秘術で立派な魔王にしようとしていたのじゃな!?」

「いや違うけど」

「ということは……この人魚も、魔王さまの弟子……!?」

「ちょっと待ってルリファー変な既成事実をでっち上げないで！」

　そんな俺の訴えも空しく、ルリファーが、リネットの両手を取った。

「わらわは、魔王さまの一番弟子のルリファーなのじゃ。よかったら、お名前を教えて欲しいのじゃよ」

「……リネット」

「リネットじゃな！　これからは、一番弟子のわらわが、お姉さまとしてリネットの面倒を見るから、よろしくなのじゃ！」

　ルリファーの言葉に、リネットの耳が、ぴくりと動いた。

「……面倒、見てくれるの……？」

「もちろんなのじゃ！　お姉さまじゃから！」

　リネットの表情が、煌めいていく。そして次の瞬間、リネットがソファにぼふっと倒れこんで、小さく溜ため息いきをついた。

「……お腹なかすいた、ルリファーお姉さま……」

「お、お姉さまなんてそんな……まだわらわには荷が重いのじゃよう……」

　言いつつ、ルリファーは心底嬉うれしそうに身体をくねらせた。

「え、えへへ……いま、お姉さまが、何か作るのじゃよ！」

　ルリファーは、ウキウキと楽しそうな笑みを浮かべて、キッチンに入っていく。面倒を見たいルリファーと、面倒を見られたいリネットの、あまりよろしくない人間（？）関係が一瞬にして出来上がった。

　そして困ったことに、ルリファーが新しい弟子にここまで喜んでしまった以上、あの笑顔を壊すことなんて、俺にはできない。

「……結局、また一人、弟子が増えるのか？」

　先行き不安で嘆いていると、リネットが、俺の肩をポンと叩たたいた。

「……よろしく、ラグナフォールコーチ」

「その呼び方はやめてくれ……」

「……ラグナフォール、プロデューサー？」

「敬称を変えろって言ってるんじゃなくって！」

「君には、期待しているよ……」

「お前がプロデューサーみたいになってるけど!?　頑張るのはお前だからな!?」

「前向きに検討する……」

「お前そのセリフ、「行けたら行くよ」くらい不確実な言葉だからな!?」

　ああもう、なにこいつ。こんな性格で、肝心の歌唱力は絶望的って……不安だ。

　……っていうか、これ、妹にどう説明しよう。

　いずれ訪れる恐怖の時間に俺が頭を抱えていると、気絶していたエヴィが、ようやく起き上がった。

「あたた……。なんだったんですか、さっきの音波攻撃は……」

　エヴィは起き上がるなり、リネットの姿を目にして……はっと目を見開いた。

　やばい。裸エプロンの美少女なんて見たら、また襲いかかるぞエヴィのやつ……。

　と、思いきや。

　リネットと見つめ合うエヴィの表情が、ぎこちなく固まった。

「え、えと……やっほー」

「……はじめまして」

　リネットに頭を下げられて、エヴィがロボットのように硬直した。

　……なんだ？　こいつが美少女を前にして、襲いかかりもしないなんておかしい。……いいや、普通に考えたら襲いかかる方がおかしいんだけど。……さっきの歌のダメージが、まだ残っているんだろうか？

　──ともあれ、かくして俺は、音痴の人魚に歌を教えることになった。

　改めて言うと、意味不明すぎる状況なのだが……ああもう、どうにでもなれ。

















「お兄ちゃんは、この家を本気でハーレムにするつもり？」

　早朝のリビングで、俺は、妹の前に正座させられていた。

　尋問の理由は、他でもない。……ソファの上で、だらんと脱力して寝転がっている、リネットについてだ。妹に説明するまではルリファーの部屋に隠れてろと言っておいたのに、『……お腹なか、空いた……』とか言って当然のようにリビングに現れやがった。

　おかげで朝の団らんは、一転して修羅場だ。付き合うことないのに、ルリファーも律儀に俺の隣で正座し、危険を察知したらしいエヴィは、いつの間にか消えていた。

「しかも今回は、私にあの人のこと隠してたよね？」

「き、昨日は……その、話そう話そうと思ってる内に、タイミングを逃して」

「嘘うそつかないで！　今度こそ彼女なんでしょ!?　隠さなきゃいけない関係なんでしょ!?　ウチを愛の巣にするんでしょ!?　だから私に隠してたのよねお兄ちゃんの不潔！」

　妹が怒りもあらわにテーブルをぶっ叩たたき、俺は情けなく飛び上がった。

　そこで、俺の隣でガタガタ震えていたルリファーが、身を乗り出して反論する。

「ち、違うのじゃ、妹さま！　リネットは魔王さまの恋人ではないのじゃ！」

「へーえ、じゃあ何なんですか」

「魔王さまの弟子で、人魚姫なのじゃ！」

「は？」

　妹の目が人殺しの目に変わった。

「待て違う、今のは気にするな！　この子も、父さんが外国で知り合った人の娘で、ホームステイに来ただけなんだよ！」

　いつもの言い訳を口にすると、妹は俺を睨にらみ付つけて、リネットを指さした。

「ホームステイ!?　よくそんな言い訳ができるわね！　あんな、ついさっきまでいっ……い……いかがわしいことしてたみたいな格好の女の人隠しておいて！」

　ソファの上で寝転がるリネットの装備は、上が俺のＴシャツで、下はナッシング……また、何も穿いてなかった。Ｔシャツの丈は太ももまであるけど、ちょっと身じろぎするだけで、中が見えそうになって、とてつもなく危うい。

「お兄ちゃんがいるのに下半身を、ま……丸出し、に出来るってことは、それだけの関係ってことでしょ！　お、お兄ちゃんの、不潔！　変態！　中二病！」

「中二病は関係ねーだろ！　俺だって今すぐパンツ穿いて欲しいんだよ！」

「何も穿いてないよりパンツ穿いてたほうが興奮するってわけ!?」

「ちげーよ！　んな特殊な性癖は持ち合わせてねーよ！　あいつはえっと……どうせ脱ぐんだから、最初から何も穿かない方が効率的って考えてる、重度の怠け者で……」

「何わけわかんないこと言ってんのよ！」

「俺にだってわけわかんねーよ！」

　でもしょうがないだろ、事実なんだから！

「リネットさん、でしたよね。この状況で、どうして寝ていられるんですか！　あなたのことを話してるんですけど！」

「いやちょっと待て。リネットのことは俺から説明するから……」

「お兄ちゃんは黙ってて！」

「はい！」

　って返事しちゃったけど、リネットに好き勝手に喋しやべらせたら、何を言われるか分かったもんじゃない。最悪の場合、俺の黒歴史動画が、みんなの前に晒されるかも……っ!?

「起きてください！　あなたはお兄ちゃんの彼女なんですか！　彼女じゃないんですか！」

　妹に揺さぶられて、リネットが上半身を起こす。虚ろなジト目で妹のことを、見上げる。

　余計なことは言わないでくれ──俺が願う中、リネットが口を開いた。

「……どうでもいい……」

「……はい？」

「わたしの面倒、ちゃんとみてくれるなら、どうでもいい……。わたしの、ご飯と、ゲームと、ネットだけは、よろしくお願いします……」

「…………」

「……わたしのご飯、まだ……？」

　あまりの温度差に、妹が硬直した。そりゃそうだ。余計なことは言わないでくれと願っていた俺ですら、もうちょっと真面目に会話してやれよと思うぐらい、リネットの対応は適当だった。

「ご・は・ん……ご・は・ん……」

　抑揚のない声で繰り返すリネットを見て、妹の眼まな差ざしがみるみる冷めていった。

「……お兄ちゃん」

「な……なんだよ……」

「恋人は選んだほうがいいよ」

「だから違うんだって」

「……そっか。安心した」

　妹は、なんだか疲れきった様子で会話を打ち切った。

　リネット、お前すげえ呆あきれられてるぞ。……俺もだいたい同意見だけど。

「なんか、もういいや……恋人じゃないなら……」

「そ、そうか……？」

「うん……。でも、ご飯とお散歩はちゃんとお兄ちゃんがやってね……」

「犬かよ……」

　こうして、妹はリネットの同居を認めてくれた。……というか、もう何か言うのがバカらしくなっただけなのかもしれない。その気持ちは、正直とってもよくわかった。



　カバンを持って、いざ登校……と玄関に立ったところで、リネットに腕を引かれた。

「魔王さま……いつ、帰ってくるの……？」

「は？　まあ放課後だから、夕方になると思うけど……っていうかお前、ルリファーやエヴィみたいに、学校来ないのか？」

　俺の言葉に、リネットがやれやれと言わんばかりに、首を横に振って言う。

「わたしは、歌を学びにきた……他の勉強に時間を割くのは、とても、無駄だと思う……」

「いやでも、一般教養ぐらいは勉強してた方が」

「学校の勉強の、いったい何割が、人生の役に立つというのか……」

　こいつ、とことんダメ人魚だな。

「まあ、俺も来ない方が助かるけど……それで？　なんか用事か？」

「帰ってきたら、カラオケいこ……」

「へ？　なんで？」

「歌、教えてくれるって言った……」

　忘れるな、とでも言いたげに、頬ほおを膨らませるリネット。

　カラオケか。歌を教えるには、確かにうってつけの場所だけど……あの狭い一室で、リネットのあの歌を何時間にも渡って聞かされるってのは……え、なにそれ、生きて帰れる気がしない。

「えーと、その、なんだ。……こ、今月は、ちょっと、遊びに回す金が無くって」

「……それなら、家で歌うのでも大丈夫」

「カラオケに行こう！　カラオケボックスで、存分に歌おう！」

　あの歌を家で何時間も歌われたら、町内全体から苦情が来るわ！

「ん。楽しみにしてる……」

　ほんのり頬を赤らめて、リネットは言った。

　……俺、妹に別れの言葉くらいかけておいたほうがよかったかも知れないな。



　※



　放課後。

　予定どおり、俺たち三人は、カラオケボックスにやってきた。メンツは、俺と、ルリファーと、リネット。エヴィはまたいつの間にか消えていた。本当に要領のいいやつだ。

「すごい……いっぱい……」

　俺の耳元で、リネットが言う。キラキラ輝く眼まな差ざしは、俺の手元のリモコンに映った、曲目リストに釘くぎ付づけだ。どうやら初めてのカラオケらしい。たどたどしい喋しやべり方とか、無気力な表情とかはいつもの通りだけど、どことなく楽しそうなのが、見て分かった。

　対して俺は、これでもカラオケには慣れている。中学時代は、動画投稿のために、よくカラオケで特訓していたものだ。……もちろん、一人で。

　俺がタッチパネル式のリモコンを操作して、適当に最新の曲を表示してやると、隣に座ったリネットが食い入るように画面をチェックする。サラサラした髪が俺の頬ほおをくすぐり、華きや奢しやな肩がこつん、と俺の肩にぶつかる。ルリファーとは違う、かすかに潮の香りが混じった女の子の匂いが鼻腔をくすぐった。

「……そ、そういえばリネット。このレッスン、どうすれば成功なんだ？」

　俺の質問に、リネットがリモコンから顔を上げる。

「カラオケには……採点システムがあるって、聞いた……」

「点数で判断か。目標は？」

　リネットが、ドヤ顔で言う。

「……むろん、百点……」

「お前バカだろ」

「バカじゃない……なんだか、そんなに難しくない気がしてる……」

「何を根拠に!?　いいか、百点なんて、カラオケの全国ランキングで一位を取るような人だけに許された聖域なんだぞ!?」

「あっ、それだったら大丈夫じゃな魔王さま！」

　ルリファーが、ぱぁっと表情を輝かせて言う。

「かつて、神々が支配する聖域すら侵略した魔王さまなら、きっとリネットに、あっという間に百点を取らせてくれるのじゃ！」

「ちょっとルリファー!?　ハードル上げるのやめてもらえないかな!?」

「わらわも魔王さまの一番弟子として！　精一杯協力いたしますのじゃ！」

　真まっ直すぐな眼まな差ざしでそんな風に言われると、無理、とはとても言い切れず。

「……わ、分かった。百点、だな」

　気づけば俺は、自ら泥沼に、足を踏み入れていた。

　その時、ピピッ、と無機質な電子音が響いた。リネットが曲を入れたのだ。

「ルリファー……ヤバくなったら無理しないで耳を塞ぐんだぞ」

「だ、大丈夫なのじゃ。魔王さまの一番弟子として、リネットのお姉さまとして、ちゃんと聞き遂げなければならないのじゃよ……」

　前奏が始まる中、俺とルリファーは囁ささやきあった。リネットが自信満々の表情でマイクを握る。……マイクが壊れたりしなければいいんだけど。

　いやいや、でも待てよ？　もしかしたら、素人の俺からすればただの破壊音だが、機械に採点させたら結構いい点が出るって可能性もあるんじゃないか？　いや、きっとそうに決まってる。それくらいの希望が見えてないとこの地獄を乗り切るなんて絶対──、

　──瞬間、耳をつんざく破壊音がカラオケボックスを揺るがした。



　数万年にも感じられる数分間が過ぎ去り、リネットが満足げに口を閉じた。ボロ雑巾みたいになった俺とルリファーは、カラオケ画面に目をやる。

　頼む……！　ここで満点が出てくれさえすれば、俺たちは今すぐ解放されるんだ！

『今回の点数　０点』

　おいおい、もうちょっとお客に気を遣ってくれてもいいんじゃないですかね。

　点数を見たリネットが、ソファに倒れ込んだ。

「……やっとられんわ……」

　なんで関西弁。まずい、ここでリネットにやる気を失われたら解放が遠のく……！

「諦めるなよリネット！　これからうまくなるんだろ!?」

「そうなのじゃよ！　魔王さまがすぐに点数を上げてくださるのじゃ！」

「ハードル上げるのやめて！」

　だが、リネットは顔を上げない。

　そこでルリファーが、なにか決心したような表情で、マイクを手に取った。

「え、えと……つつ、つぎはわらわが歌ってみるのじゃ！　きっと、機械の採点が厳しいだけなのじゃよ！　きっとわらわも、同じくらいダメな点数なのじゃ！」

　緊張で震える指先で、ルリファーがリモコンをタッチする。流れてきたのは、有名な劇場アニメのテーマソングだった。……どこで覚えてきたのだろう。

「は、走ろー。走ろー。わだちはー千里ー……」

　緊張のせいか、音はしょっちゅう外れ、声はひっくり返り、リズムも子供みたいにたどたどしかったが……なんだか拍手を送らずにはいられないような、愛らしい歌声だった。

　個人的には百点満点をあげたい頑張りだったが、歌としてはまあ……下手な部類に入るだろうし、これでリネットの機嫌も少しは……。

『今回の点数　88点』

「うおおおおおおおおい！　採点あめーぞこの機械！」

　なんだ!?　採点基準に「愛らしさ」とかが用意されてんのか!?

「ま、魔王さまっ！　すごいのじゃっ！　わらわすごい高得点なのじゃっ！　……はっ！」

　興奮気味に画面を指差すルリファーとは対照的に、リネットは、浜に打ち上げられたアザラシみたいにソファに横たわっていた。

「わー……さすがお姉さまー……すごーい……」

　めちゃくちゃ不機嫌そうな声だった。

「はわっ!?　えと、えと……あ、あれー？　おかしいのじゃ、この機械。わらわ下手くそだったのに、点数高いのじゃよー？　ね、ねっ!?　魔王さまっ！」

「お……おう！　あれじゃないかな、リネットの芸術性は、所詮機械には読み取れなかったんだよ！　俺はルリファーよりリネットの方が、全然うまい気がしたんだけどなー！」

「わらわ……やっぱり下手くそだったのじゃ……？」

「あれ!?　お前自分で下手くそだって言ったんだよね!?」

　ルリファーまで、俺の隣で膝を抱えだしてしまった。

「そ……そうだリネット！　俺と二人で歌ってみようぜ！」

　俺も正直、人前で歌うのなんて恥ずかしいのだが、そんなことも言ってられない。二人で歌えば、俺の歌に釣られてリネットの音程も少しはマシになるかもしれないし。

「魔王さまと……デュエット……!!」

　おお、なんだか想定以上にやる気を出してくれたみたいだ。リネットの中では、俺は一応「すごく歌が上う手まい」ことになってるらしいからな。

　リネットは、素早くリモコンを手に取ると、曲を入れた。すぐに前奏が始まる。

「……この歌は、なかなか見込みがある……魔王さまの歌には、およばないけど……」

　リネットがソファから立ち上がり、俺の手を引っ張る。

「二人で立って、向かい合って歌う……」

「立つ？　それはちょっと……恥ずかしいんだけど……」

　と言った途端、リネットの表情から、しおしおとやる気が失われていった。

「わ、分かった、立つ！　立つから！」

　もう恥ずかしいとか言ってられない。俺は立ち上がって、リネットと向かい合った。

　歌いだしてすぐ、ルリファーの気持ちがわかった。いざ人前で歌うと、勝手に声が上ずる。……だが、リネットの歌声は相変わらずの破壊音だ。少しでも点数を上げるために、俺がしっかり歌わなければ。……うおお、意識が遠のく！　耐えろ、歌え俺！

　やがて曲が一段落し、間奏に入った。リネットが、まっすぐに俺を見つめる。

「ずっとあなたが好きだった……」

　透き通るような綺き麗れいな声で、突然、リネットが言った。真剣なリネットの言葉に俺は思わず気け圧おされて……ふと、気づく。カラオケ画面に「」でセリフが表示されていた。

　いわゆる、語りの部分だ。

「これからもずっとあなたが好き。どんなに遠くはなれても、ずっとずっと、好き……」

　そっと、リネットが一歩近づいてくる。本当に気持ちを込めて言っているのだろう、深い群青色の瞳はまっすぐで、かすかに涙が滲にじんでいた。

「でも、ときどき寂しくなったとき、あなたの笑顔を思いだせなくなったとき……あなたのぬくもりを思いだせるように、思い出がほしい……」

「う、ぐ……」

　囁ささやくようなリネットの声は、本気で俺に向けられていた。しかも、リネットの身長が女子にしては高めなせいで、俺とほとんど目線が一緒だ。あとほんの数歩、俺の方に寄ってきただけで、唇が触れてしまいそうな距離……。

「ねえ、最後にいちど……キスして……」

　そっと、リネットが目を閉じる。……あれ、これ俺どうすりゃいいんだ!?

　俺は慌ててカラオケ画面を見て……俺がこれから言わなきゃならないらしいセリフに、息を呑のんだ。リネットがちらっと薄目を開けて、俺のセリフを待っている。……俺は意を決して、画面に表示されたセリフを、情感たっぷりに読み上げた。

「ふ……ふん、下賎な市井の女ごときが、この我に接吻を求めるなど片腹痛いわ。とっとと失うせろ。そして……我のことは忘れて、幸せになるがいい」

　何このセリフ、かっこいい……いやいやいや、かっこよくねえ！　なんだこの痛えセリフは！　誰だよこんなの作ったの！

「魔王さま……さすが、言い慣れてる……」

「な、慣れてねーわっ！」

　そんなわけで、昔を思い出す小っ恥ずかしいセリフまで言わされて、歌は終わった。正直、心身ともに限界だ。これでいい点数が出てくれないと、そろそろ心が折れそう……。

















『今回の点数　15点』

「骨折り損だよ！」

　マイクを放り投げる俺の横で、リネットが、ぐにゃっと机に突っ伏した。

「……これだから、現実はクソゲー……」

「いやいやいや、きっと今のは俺がど下手くそだったからいけないんだよ！」

「そんなことないのじゃ！　魔王さまの最後のセリフ、とってもかっこよかったのじゃ！」

「ルリファーちょっと空気読んで!?」

「もしよければあの……次はわらわと、さっきの歌を……」

「このカラオケの趣旨忘れんなよ!?　リネットに満点取らせなきゃなんないの！」

「はっ！　わらわとしたことが、魔王さまの威厳あふれるセリフに、つい……」

「さっきのセリフのことはもう忘れてもらっていいかなあ!?」

　くそ、まさか高校にあがってなお、黒歴史が増えるとは思わなかった……!!

　とはいえ、リネットの歌唱力は絶望的だ。素人の俺に、有効な手立てなんて一つも思いつかない……。あれ、待てよ？

「……リネットってさ、普通に喋しやべってる時の声は、綺き麗れいだよな？」

「……喋ってるときの、声……？」

　現にさっきの歌の時も、セリフの部分は聞き惚ほれるほどに綺麗だった。

「なあ、リネット。試しに、いつも喋ってるくらいの声で歌ってもらってもいい？」

　俺の言葉に、リネットは渋々といった様子で曲を入れ、マイクを握った。

　リネットが細く息を吸い、喉元に手を当てて、口を開く。歌姫のように美しいリネットの仕草に、しかし今までの経験上、俺とルリファーは体をこわばらせる。

　……だが、リネットの口から奏でられたのは、いつもの破壊音ではなかった。

　透き通るような、じんわりと耳に染み込んでくるような、聞き惚れるほどの美声。紡がれていく、ひとつひとつの言葉に、胸の奥が震わされた。温かく包まれるような、それでいて心が澄み渡るような、聞いているだけで救われるような旋律。音楽を聴くだけで、涙を流したのは、初めてだった。

　気づけば曲は終わり、採点が表示される。

『今回の点数　１００点』

　俺とルリファーは、涙で濡ぬれた顔を見合わせた。

「ぐすっ……すごいのじゃ魔王さま！　リネットの歌が、一瞬で上手になったのじゃ！」

「ああ！　すっげえ上う手まかった！　感動したよ、リネット！」

　この出来なら、歌が上手くなりたいと思っていたリネットも、大満足だろう。

　そう、俺は思っていたのだけど、

「……それは、良かった……」

　リネットは、歯切れの悪い返事をした。

「……どうしたんだ、リネット？」

「どうも、しない……わたしなら、百点ぐらい、とれて当然……」

　そう言うリネットの言葉は、しかしやはりぎこちない。というか、どう見ても、百点を取れて嬉うれしがっているようには、見えなかった。悲しんでいるようにすら見えた。

　ルリファーも、不安そうにリネットを見つめている。

「どうしたのかの、リネット……大好きな歌が、あんなに上う手まく歌えたのに」

　……大好きな、歌？

　そうだよな。無気力で、自堕落で、口を開けば偉そうに屁理屈をこねるリネットだけど、歌の話をする時は分かりやすく一喜一憂していた。リネットが歌を好きなのは間違いない。

　でも、具体的にリネットが好きな歌は、どんな歌だ？

　中学時代、俺が『魔王ブログ』をネットにアップしていたのは、俺の考えた超かっこいい設定を、みんなに認めてもらって、褒めてもらいたかったからだ。

　もしあの時、誰かに「こんな痛い設定は誰も読みたくないから、もっとみんながおもしろがるようなものを書け」と言われていたら。そして、そのとおりに書いていたら……多分、ブログのヒット数が十倍になっても、俺は嬉しくなかっただろう。

　俺は、自分の好きなものをありのまま認めて欲しかった。……きっと、リネットも。

　リネットにとって、無理やり声を抑えて歌った歌は「好きな歌」じゃないのだ。

「……ルリファー、ちょっと頼みがある」

　俺は意を決して、ルリファーに言った。

「先に帰っててもらっていいか？」

　ルリファーはきょとんと首をかしげたが、俺の目を見たあと、こくんとひとつ頷うなずいた。

「……なるほどなのじゃ。魔王さまには、なにかお考えがあるのじゃな」

「まあ……そんなとこ」

「わかったのじゃ。本当は、魔王さまのお考えをこの目で見ておきたいのじゃが……魔王さまが、わらわがいないほうがいいと判断されたのなら、わらわはそれを信じるのじゃ」

　もっと渋られるかとも思ったが、あっさりと、ルリファーは席を立った。

　最後に、リネットに向かって微笑ほほえみかける。

「リネット、安心していいのじゃよ。魔王さまは、なんでもわかってくださるのじゃ」

　ルリファーがカラオケボックスを出て行ったあと、俺はリネットに向き直った。リネットが、きょとんとした眼まな差ざしで俺を見る。

「リネット。まだあと、二時間ほど残ってる」

　リネットはこくん、と頷いた。

「あと二時間、好きなように歌っていいぞ」

　途端、リネットは目を輝かせたが、すぐに、しゅんとしてうつむいてしまった。

「魔王さまも、分かってるはず……それをわたしに言わせるのは、いじわる……」

「……声量の話か？」

「わたしが、好きなように歌えば……声は、大きくなる……そうしたら、きっと、また、ゼロ点になる……」

　今まで根拠の無いことばかり豪語していたけど、どうやら虚勢だったらしい。憂いを帯びた瞳に、じわりと涙を滲にじませて、リネットは言う。

「だったら……好きに歌うのは、我慢して……さっきみたいに、小さな声で……」

「でもそれじゃあ、お前は楽しくないんだろ」

　リネットが、はっとして俺を見た。

「俺は……一応、お前の歌を上達させるって約束で弟子にしたわけだけど、それは、お前が好きな歌を、好きなように歌って、それでみんなに褒められるようにしてやるって約束だと思ってる。無理して、楽しくもない歌をうまく聞かせるんじゃなくてさ」

「魔王さま……」

「歌っていいぞ、リネット。俺はまだ、お前の好きな歌を上手にしてやることはできないけど……聞いてやるくらいなら、できるからさ」

　思えば昔、俺はブログの読者に支えられていたのだ。そのせいで、調子に乗ってしまったというところもあるんだけれど……日々増えていくヒット数に、あの頃の俺は、確かに支えられていた。

　俺はまだ、リネットの悩みを本当の意味で解決してやることはできないけど……あの日、俺のブログを見てくれていた連中と同じことは、してやれるはずだ。

「……わたし、楽しく歌っても、いい……？」

「当たり前だろ。お前の大好きな、歌なんだから」

　リネットは、恐る恐るマイクを握った。俺がリモコンを手渡してやると、どこか嬉うれしそうに、次々曲を入れていく。

　やがて、最初の曲の前奏が始まって、リネットが口を開く。

　壊滅的な破壊音が、それから二時間、カラオケボックスを揺るがし続けた。



　※



　まだ、頭がガンガンしている。さすがに防音ばっちりの閉鎖空間で、リネットの歌声二時間は無茶しすぎたかもしれない。

　ふらりとよろけた俺の腕をとって、リネットが心配そうに俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「魔王さま……気分、悪い……？」

「あー、はは、そうだな。ちょっと夏バテしたみたいだ」

　俺の言葉に、リネットはしばらく黙って歩いたあと……そっと、俺の耳元に唇を近づけてきた。吐息混じりの囁ささやくような声が、俺の耳をくすぐる。

「魔王さま……今日は、ありがとう」

　俺は、腕に当たる柔らかな感触からなるべく意識を外しながら、

「ありがとうって、俺は何もしてないけど」

　と、とぼけた。リネットはしばらく黙ったあと、おずおずと続ける。

「わたしには……お姉ちゃんが十二人いる……」

　何の話だ？　と思ったが、リネットの真剣な様子に、口を挟むのはやめた。

「お姉ちゃんたちはみんな、次の人魚姫候補……。みんな努力家で、才能がいっぱいで……末っ子のわたしは、なにひとつ敵わなかった」

　憂いを孕んだジト目が、じっと地面を見つめていた。

「でも……わたしがダメでも、誰も気にしない。優秀なお姉ちゃん達がいるから、落ちこぼれのわたしはいらないから。誰もわたしに、頑張れって言わなくて……わたしも、なにも、したくなくなった。何にも興味が持てなかった。……魔王さまの歌に出会うまで」

　俺の腕を掴つかむリネットの手に、きゅっと力がこもった。

「あのまま、小さな声で歌うのを、受け入れたら……歌のこと、嫌いになってたかもしれない……だから、その……魔王さまは、よくやったと思う……」

「上から目線だな、おい」

　俺が苦笑いすると、リネットは珍しく、慌ててフォローを入れてきた。

「そ、それに……わたしの歌、最後まで聞いてくれたの……魔王さまが、はじめて。とってもうれしかった……」

「ん、そうか」

「だから……よかったらまた、聞いてほしい」

　また……か。正直絶対勘弁して欲しいんだけど、そんなことを言えるはずもなく。

「……ああ。また、いつでも聞いてやるよ」

　笑って言うと、リネットがそっと俺から離れて、つぶやく。

「……うれしい」

　ふとリネットの方を見て、俺は言葉を失った。いつもジト目で、つまらなそうな顔をしているリネットが……心底嬉うれしそうに、笑っていたからだ。

　……そうか。こいつは本当に、歌が好きで好きでたまらないんだな。

　この笑顔を見られたなら、まあ、死にかけた甲か斐いもあったかもしれない。

　……その時だった。背後で、じゃりっ、とアスファルトを踏む音がした。

　俺が振り返ると、視界の端に映った影が、さっと電柱の陰に隠れた。……誰かいる。もしかして、また魔界から誰かが来たんじゃなかろうな。

















　正直無視したい気持ちでいっぱいなんだけど、多分無視したら、もっと絶望的にどうしようもないタイミングで再登場されそうな気がする。

「やれやれ……」

　もう、そろそろ家が見えてくる。玄関の前で不安げに待っていたルリファーが、俺を見てぱあっと顔を輝かせたのが見えた。ちょうどいい。

「魔王さまっ！　リネット！　お帰りなのじゃ！」

　ぶんぶんと手を振ってくるルリファーに、俺はそっと耳打ちした。

「ルリファー。リネットと一緒に、先に家に入っててくれるか？」

　二人がいると、また話がややこしくなりそうだしな……。

「ひゃわっ!?」

　耳元で囁ささやかれたルリファーは、なぜだか顔を赤らめつつ、こくこくと頷うなずいた。

　俺はルリファーとリネットが家に入るのを待ってから、さっき誰かが隠れた電柱に忍び寄った。足音を殺し、そっと、電柱の陰に目をやる。

「誰かいるのか……あれ？」

　そこに隠れていたのは、エヴィだった。エヴィは俺に見つかった途端、慌てたように俺の周囲に視線を巡らせる。

「わわわっ、ま、魔王さまっ!?　ほかには!?　ほかには誰もいませんかっ!?」

「いや……ルリファーとリネットには先帰ってもらったけど……。てかお前、いつの間に姿消してたけど、まさかずっと俺たちを尾行してたのか？」

「それは……えっと……いろいろありまして……」

「いろいろってなんだよ。どうせついてくるなら、一緒に来ればよかったろ」

「……つ、ついて行きたかったけど、ついて行けなかったあたしの乙女ゴコロをわかってくださいよ魔王さま！　乙女ゴコロは算数より簡単って、言ってたじゃないですか！」

「言ってねえよ、人聞きの悪いこと言うな！」

　俺に詰め寄られて、うぐっ、とエヴィが言葉に詰まる。桃色の瞳に、じわじわと涙がたまり始めた。……え。泣いてる!?

「お、おいエヴィ!?　どうしたんだよ!?　俺なんかひどいこと言ったか!?」

　エヴィは、瞳に涙をにじませて、嗚咽をこらえながら、じっと俺を見上げた。大粒の涙が、ぽろり、と丸い頬ほおを伝い落ちる。

「魔王さま……あたし、あたし……」

　ぐすっ……とまた涙をこぼして、エヴィは叫んだ。

「あたし……どうしたらいいんですか───────っ!!」

















「あの子は……リネットちゃんは……あたしが、昔好きだった人魚なんですっ！」

　近くにリネットがいないか心配しているのだろう、声を抑えて、エヴィは言った。

「好きだった……って、お前、美少女だったらだいたい誰でも好きそうだけど……」

「それは、そうですけど……でもっ、リネットちゃんはそんなレベルじゃなくて、昔その、告白……したっていうか」

「告白!?」

「はい……まだえっと、あたし、自分の性癖隠してた頃だったんですけど……初めてサキュバス以外の女の子と親しくなって、気持ちが抑えらんなくて……それで、つい」

　なるほど。それは確かに、ルリファーに襲いかかったりするのとは、次元の違う『好き』だ。……でも、ただ好きだったってだけじゃ、ここまで避ける理由にはならないはず。

「……で、いまお前がこんなにビクビクしてるってことは、つまり」

「はい……だいぶこっぴどくフラれまして」

　うう……と呻うめいて、エヴィはスカートの裾をぎゅっと握った。なるほど、リネットが現れてからこっち、こいつの様子がなんか変だったのはそのせいか。

「……にしても、お前、よくあんなの好きになったな」

「はあ!?　リネットちゃんは、あの頃から天使なんですけど！」

　あれ、なんか逆鱗に触れた!?

「いくら魔王さまでも、今の暴言は許せません！　リネットちゃんの可愛かわいさと言ったら、当時のあたしが運命の出逢いとか錯覚しちゃうくらいだったんですよ！」

「そ、そうなのか？」

「そうです！　毎晩、海辺の大きな岩に腰掛けて、物憂げに遠くを眺めるリネットちゃん……そりゃもう、ひと月くらいこっそり隠れて視し姦かんしたもんですよ！」

「性癖隠してた頃から変態じゃねーか！」

「し、仕方ないじゃないですか、超絶可愛かったんですから！　だからあたしも、心を抑えきれなくなって告白しちゃったんです！　その結果が玉砕ですよ、玉砕！　あたしがリネットちゃんに何て言われたか、分かりますか魔王さま！」

「何をそんなキレ気味に……えっと、ごめんなさい、とか？」

「ふふん、違います。そんな当たり障りの無い言葉じゃありません！」

　得意げに胸を張るエヴィ。その瞳から、ボロボロと涙が零れた。

「……正解は、気持ち悪い、でした！」

「容赦ねえなあいつ！」

「しかもそれ以来まったく顔を合わせてなかったのに、久しぶりに会ったリネットちゃんから出た言葉は、はじめまして、ですからね！　あはは、あたしの存在が完全に無かったこと扱いですよ！　うわーん！」

「あーもうわかった！　事情はわかったからもうしゃべらなくていい！　辛いだろ!?」

　と、その時不意に、ウチの方から玄関が開く音がした。エヴィが「ひいっ！」と悲鳴を上げて、俺の後ろに隠れる。シャツを掴つかんだ指が、か細く震えていた。

「魔王さま、どうかなされたのじゃ？」

　ルリファーが心配そうに、玄関先まで出てきて顔をのぞかせる。

「あー……なんでもない。えと……ちょっと用事思い出したから、出かけてくる」

「こんな夜に用事……もしかして魔王さま、あの儀式を!?　であればわらわも一緒に」

「いやいいから！　それより妹に、帰りは遅くなるって伝えといてくれ！」

　言って、俺はエヴィの手を引いて駆け出した。

「ま、魔王さま？　まさか、傷心につけこんで、あたしにイヤらしいことを!?」

「違うわ！　……家じゃリネットがいるし、話しづらいだろ？」

「あっ……」

　俺の言葉に、エヴィは瞳にじわりと涙を溜ためて、こくんと頷うなずいた。



　それから三十分後、俺とエヴィは人ごみの中にいた。

　遠くで祭りばやしが聞こえる。駆け出したはいいけれど特に向かう場所も思いつかず、適当に歩いているうちに、近所の神社にたどり着いたのだ。神社では、ちょうど夏祭りが開かれていた。平日だっていうのに、随分と盛況みたいだ。

「ま……ここなら、ルリファーやリネットが追いかけてきても見つからないだろ」

「ですね……お気遣い感謝です、魔王さま」

　エヴィはどこか覇気のない様子で笑った。

　うつむきがちに歩くエヴィは、人ごみに押されて、どんどん俺から離れていく。慌てて、俺はエヴィの細い腕を掴んだ。

「おい、気をつけろよ。はぐれるぞ」

　エヴィがためらいがちに俺を見上げた。幾度か迷うように自分の手をさ迷わせたあと、ぎゅっ……と、俺の手首を握ってくる。しなやかな、温かい手だった。

「は……はぐれないためですからね。あたしは自分でハーレムを作るんです、魔王さまのハーレムに入るつもりはないんです。誤解しないでください」

　ちょっと頬ほおを赤らめて、エヴィはふいっとそっぽを向いた。

「言われなくても分かってるよ。……つーか、俺はハーレムを作った覚えはねえ」

　女の子と手をつないで夏祭り、なんて、たしかに恋人同士みたいなシチュエーションだが、女好きのエヴィと俺が、恋人同士になるはずがない。

　そのまま歩いていくと、エヴィが唐突に声を上げた。

「あっ、魔王さま！　チョコバナナですよ！」

「なんだよ、食べたいのか？　チョコバナナくらいだったら……」

「なに言ってるんですか、ルリファーさんにくわえさせるんですよ！」

「買わん！」

「ええー。……お、あっちには射的がありますよ！」

「……やりたいのか？」

「そんな訳ないじゃないですか！　ルリファーさんにやらせれば、一生懸命に的を狙う姿は、さぞ無防備だろうなと思って！　突き出されたお尻とか、触り放題ですよね！」

「お前もう今後一切ルリファーに近寄るんじゃねえ！　……ったく、心配して損した」

　気を遣って家から離れたのも、俺の独り善がりだったかもしれない。

　そう思ったところで、俺の手首を掴つかむエヴィの力が、ぐっと強くなった。

「……心配して、くれてたんですか？」

　ぽつりと零された声は、微かすかに震えていた。

「……エヴィ？」

「魔王さま。これでもあたし、性癖隠してた頃は根暗で、引っ込み思案だったんですよ？　だって、女の子が好きなサキュバスなんて変ですもん。下手に喋しやべって性癖がバレたら、どうせみんなに嫌われるだろうから……だから、ずっと自分を隠して、生きてきたんです」

　そんなエヴィ、想像できないけど……冗談を言っているようには見えない。

「でも、リネットちゃんの前では、無理だった。一目惚ぼれだったんです。自分の心から溢あふれてくるものが、抑えきれなくって……気づけば、告白して」

　そこでエヴィが、あはは、と苦笑する。

「気持ち悪いって、言われちゃいましたよ」

「…………」

「あ、けど大丈夫です。フラれて、落ち込んで、部屋に引きこもってる時に、あたしは魔王さまの小説に出会えたんですから！　あのままだったら自殺してたところを、魔王さまが、あたしを救ってくれたんです！」

　エヴィは笑顔で、さらっと、えげつないことを言った。……期末テストの時に思った通りだ。こいつは自分の存在を、自分だけは否定すまいと、笑い続けてる。それが俺のくだらない小説のおかげだって言うなら、中学時代の俺にも少しは価値があったんだろうか。

　境内に近づいてきて、周囲に人が増えてきた。人ごみに押されるように、エヴィが俺の腕に寄り添ってくる。ふわりと控えめな柔らかいものが肘に触れて、思わずドキリとする。

　その時、エヴィが熱を帯びた瞳で、俺を見上げてきた。

「魔王さま、あたしね。考えてることがあるんです」

「な、なんだ？」

「あたしの人生を救ってくれた、魔王さまなら……もしかしたら、あたしの価値観すら、変えてくれるんじゃないかって……」

　ぐっと、エヴィが身体を押しつけてくる。ただ手を繋いでいただけのはずなのに、気づけば人ごみの中で、俺とエヴィは、正面から向き合って、抱き合う形になっていた。

「魔王さま。……お願いです、あたしと」

「あら？　えーっと……水み戸と泉いずみくんではなくて？」

　不意に、人ごみの中から声がした。縦ロールをぶるんと揺らし、いつもの取り巻きを連れた浴衣姿の北きた白しら川かわさんが、りんご飴でびしっと俺を指していた。

　……やべえ、面倒くさい人に見つかった。

「ねえあなた、水戸……水み戸と津つ平ひらくんでしょう？　同じクラスの……」

「人違いです！」

　本当にな！　誰だよ水戸津平って！

「まあ、せっかく学校の外で級友と会ったというのに、冷たいのですわね。……あら、それにこっちは、エヴィさんですの？」

　エヴィのことは、しっかり覚えているらしい。

「……もしかして、水戸津平くん。学外でも、魔王さまごっこですの？」

「違うよ!?　偶然、夏祭りを見かけたから、寄っただけ！　と、というか、魔王さまごっこってなんのこと!?」

「ふん、とぼけても無駄ですわ。みんなから「魔王さま」「魔王さま」とか呼ばれて、随分と楽しそうにしてらっしゃるくせに」

「ちょっと待ってみんなって誰!?　銀髪と桃色髪の女の子以外にいたら教えてマジで！」

　と、そこで北白川さんが、今度はエヴィに視線を向けた。

「エヴィさん。ちょうど良い機会ですから言っておきますけれど、あなた、クラス内での下品な発言、やめてくださるかしら？」

「えっ？」

「女の子が大好き！　なんてわっかりやすいキャラ付けで、みんなの注目を集めるのはやめなさいと言っているのよ」

　俺の腕の中で、エヴィが、息を呑のんだのが分かった。

「ふふん、グウの音も出ないようですわね。まあもっとも、所詮作ったキャラでは、わたくしのようなにじみ出るオーラゆえの人気者にはまるで敵わな」

「ごめん北白川さん。俺たち、ちょっと用事があるから！」

　俺はエヴィの手を引き、人ごみを抜け出した。北白川さんが後ろの方で、まだ得意げになにか言っていたが、構わずエヴィを引っ張って、適当な茂みに飛び込んだ。

　ほっと息をつく。……が、エヴィの表情が、明らかに沈んでいることに気づく。

「……その、なんだ。あの人は、自分より目立ってる人に無差別に噛かみ付くからさ」

「あー、いえ、平気です、慣れてますから……」

「……バカ。慣れんなよ、そんなことに」

「……えへへ。魔王さまは優しいですね。小説のイメージとおんなじです」

　ふと、エヴィのしなやかな手が、俺の肩に触れた。

「ねえ……魔王さま」

「エヴィ？　……うわ!?」

　エヴィが、のしかかるように体重をかけてきた。突然のことに対応できず、俺は後ろ向きに倒れる。月明かりを背にして、エヴィの端整な顔が間近にあった。

「お、お前……いきなり何を……」

　こんな茂みで、エヴィに押し倒されてるところを、もし北きた白しら川かわさんにでも見られたら……中二病とはまた別の意味でやばい！

「魔王さま……」

　エヴィが、形のいい眉をハの字にして俺を見下ろしている。薄暗闇でも、ちょっと吊り気味の眼まな差ざしや、白い頬ほおや、すっと通った鼻筋がくっきり見えるほどに、距離が近い。

「魔王さま。あたしと……キス、してくれませんか？」

「はい!?」

　エヴィは恥ずかしげに、すっと視線を落とした。

















「思えば……結局、あたしが女の子好きだから、みんなに変に思われたり、リネットちゃんに気持ち悪いって言われたりするわけですよ」

「それがキスとどう繋がるんだよ！」

「じゃあ……あたしが、男の子好きになれば、悩みはなくなるわけじゃないですか」

「いやいや、お前がどうしても女好きをやめられないから困ってるんだろ」

「そうですよ。あたしだって、本当は直したくなんかありません。直したくなんかありませんけど……なんか、なんていうか、もう」

　エヴィは悲しげに、甘い匂いのするため息をついた。

「もう……みんなに変な子扱いされるの、疲れちゃいました」

　エヴィが、真まっ直すぐに俺を見つめてきた。

「ねえ、キスしましょう、魔王さま。男の子を好きになるなんて、今まで考えたこともありませんでしたけど、あたし……魔王さまのことなら、多分、好きになれるから……」

「いや、ちょっと……」

「いつも軽口叩たたいてますけど、尊敬してるんです。フラれて落ち込んだあたしを救ってくれたことだけじゃなくって……魔王さま、無理やり押しかけたあたしのシチュエーションに、文句を言いながらも付き合ってくれたから……この人は、こんなあたしのこと、ちゃんと見てくれる人なんだって……それが、本当に、嬉うれしかった……」

　エヴィのしなやかな指が、そっと、俺の頬ほおに添えられた。

「それとも……魔王さまはあたしのこと、嫌いですか？」

「いや、そういう話じゃなくて……」

「じゃあ……いいですよね……？」

　エヴィの腕が、俺の顔を引き寄せてくる。触れ合った体から、熱い体温と、早鐘のように打つ鼓動が伝わってくる。

「魔王さま……あたしの性癖を、めちゃくちゃに壊してください……」

　エヴィが、そっと顔を近づけてきた。見み惚ほれるほどに綺き麗れいだ。こんな美少女に『キスしましょう』と迫られて、嬉しくない男なんているはずがない。もちろん、俺だって……。

　俺だって……なんだ？

　いまこいつとキスするのは、絶対、違うだろ。

「……いい加減にしろよ、エヴィ！」

　俺は、エヴィの華きや奢しやな肩を押し返した。エヴィが澄んだ瞳を、ぱちくりと見開く。

「こんなことで女好きがやめられても、お前、辛いだけだろ！」

　エヴィが、むっとしたように眉根を寄せた。

「そりゃ……そりゃ、辛いですよ！　でも、これからもリネットちゃんみたいに、みんなに嫌われてくなら、あたし……」

「まだ、リネットに嫌われてるって決まったわけじゃない！　だったら、諦めるのは早いだろ！」

「魔王さまに、何がわかるって言うんですか！」

「俺も昔そうだったんだよ！　みんなが俺のこと馬鹿にしてるって思い込んで、俺はすごいんだって妄想に勝手に逃げて……その結果が、あの痛々しいブログや小説だよ！　思い出しただけで……あ─────っ！　死にたくなる!!」

　俺は、思い出したくもない過去を思い出して、ガシガシ頭を掻いた。

「きちんと向き合ったら、案外向こうは自分のこと、そんなに悪く思ってなかったりするもんだぞ!?　……いや、向き合ったせいで傷つくこともまあ、あるんだけど……でも、勝手に他人のこと決め付けて、嘘うその自分に逃げるより、そのほうがずっと建設的だ！」

　俺の言葉に、エヴィはしかし、まだ眉根を寄せて、俺を見つめていた。

「……じゃあ、もし、あたしが本当にリネットちゃんに嫌われてたら……向き合ってトドメ刺されたら、どうするんですか」

「そんなの決まってる。その時は、今度こそ一緒に仲直りの方法考えてやるよ」

　エヴィの澄んだ眼まな差ざしを、まっすぐ見つめ返して、俺は言った。

　エヴィは意外そうに目を見開いて……ふいっ、と、視線をそらす。薄暗闇でよく見えないが、その頬ほおは赤く染まっているような気がした。

「……責任、とってくれるんですね……？」

「おう。成り行き上、俺はお前の師匠らしいからな」

「……わかりました」

　こくん、と頷うなずいて、エヴィは俺の上から立ち上がった。俺も倣って立ち上がる。

「あたし、勇気出します。リネットちゃんに……ちゃんと聞いてみます」

　エヴィが、俺の腕をぎゅっと掴つかんだ。その手は、か細く震えている。

「……魔王さま。そばにいてくれますか」

「もちろん」

　俺が頷いてみせると、エヴィはぎこちなく、にこりと笑ったのだった。



　※



　町外れの人気のない展望台に、ルリファーがやってきた。後ろには、リネットの姿もある。俺の隣でそわそわしていたエヴィが、リネットの姿を見るなり、びくんっと硬直した。

　ルリファーが、俺の方へ駆け寄ってくる。

「言われたとおり、リネットを連れてきたのじゃ、魔王さま」

　ルリファーは、撫なでてとせがむ子犬のように微笑ほほえんだ。

　対照的に、がっちがちに顔をこわばらせたエヴィが、泣きそうな声で言う。

「ま、魔王さま……」

「早く行ってこい。……ここにいてやるから」

　俺の言葉に、エヴィは震える手で、一度俺の手首をきつく握ってから、歩き出した。いつもどおりのジト目で立ち尽くすリネットに向かって、一歩、一歩と近づいていく。

「えと……リネットちゃん？」

　おずおずと言ったエヴィに、リネットはきょとんと首をかしげた。

「あの……覚えてる？　あたし、昔仲良かったサキュバスの……エヴィなんだけど」

　リネットは、しばらく無言でエヴィを見ていた。エヴィが硬直したまま答えを待つ。華きや奢しやな背中が冷や汗で濡ぬれていくのが見えるようだった。

　……やがて、リネットがかすかに、目を見開いた。

「エヴィ……ちゃん……？」

　思い出したらしい。……ほらな、エヴィのこと、無かったことにされた訳じゃないだろ。

　エヴィは一度、俺の方をはっと振り返ってから、意を決したように、リネットに向き直った。……いよいよ本題だ。

　リネットがエヴィに「気持ち悪い」と言ったのが、事実なのか、誤解なのか。

「あの、さ……リネットちゃん……。聞いても、いい？」

　リネットが目をぱちくりさせて、首をかしげる。エヴィはしばらく、深く息を吸って、吐いてを繰り返してから、絞り出すように言った。

「あのっ……あの時、あたしたちが最後に会った時、リネットちゃんがあたしに言ったこと…………今でも、覚えてる？」

　エヴィがリネットを見上げた。俺も息を呑のんで、リネットの感情の読めないジト目を見つめた。リネットはしばらく、何かを思い出すように、無言で佇み……、

　こくんと、頷うなずいた。

「覚えてる……すごく、気持ち悪かったし……」

「────」

　エヴィが、崩れ落ちた。ぺたんとその場に座り込んで、虚ろな瞳で地面を凝視する。

　……ダメだった。リネットなら、間抜けな理由があったんじゃないかと信じていたんだけど……甘かった。ここでエヴィが傷ついたのは、俺の責任だ。

　その責任は、取らなきゃいけない。そう考えて、俺は足を一歩踏み出し、

「まだです、魔王さま！」

　エヴィに、止められた。

「まだ、あたし……諦めて、ません……っ！」

　座り込んだまま、声を震わせながら、エヴィは言った。

「ねえ、リネットちゃん……その、気持ち悪かったのって、あたしのこと……？」

　直接的な質問。これがイエスだったら、もうエヴィに逃げ場は無い。

　エヴィの自らを追い詰めるような、せいいっぱい心を振り絞った質問に、リネットが……きょとんと、首をかしげた。

「エヴィちゃんが、気持ち悪い……？　なんで……？」

「……え？」

「……あの日は、朝食べたホタテが、腐ってただけ……」

　エヴィが無言になる。俺も無言になる。一瞬、何を言われてるか分からなかったからだ。

　よし、よく考えてみよう。エヴィはリネットに気持ち悪いと言われた。リネットは、その日の朝食べたホタテが腐っていたという。……つまり。

「ただの食あたりかよっ！」

「……後世に語り継げるレベルの、気持ち悪さだった……」

　くだらねえ！　考えうる限りで最もくだらねえ衝撃の真実！　でも、リネットらしい理由で安心したよ！

　と、エヴィは、か細く肩を震わせながらリネットを見上げた。

「じゃあ……じゃあ……あたしのこと、気持ち悪いって言ったわけじゃないの……？」

　リネットが、不満そうに眉をひそめる。

「……友だちを気持ち悪いなんて、言わない……」

　お前はそんな友だちのことを忘れてたんだけどな！

「う……うわあああああああん！」

　エヴィがボロ泣きしながらリネットに抱きついた。

「魔王さまのっ……い、言ったとおり……っ、ゆ、ゆ、勇気出して良かった────っ!!」

　エヴィの泣き声を聞きながら、俺はほっと息を吐いた。なんとか、一件落着だ。

　ルリファーが、泣きじゃくるエヴィと、どこか困惑したようにエヴィを見下ろすリネットを見ながら、おずおずと俺を見上げてきた。

「あの……一体何がどうなったのじゃ……？」

「ああ……エヴィの長年の悩みが解消されたというか……話すと長くなるんだけど……」

　どう説明しようか頭を悩ませていると、ルリファーがすべて分かったみたいに頷うなずいた。

「きっと魔王さまがすごいことをして、エヴィの悩みを解消してあげたのじゃな。魔王さまのすごさは……わらわが一番わかっているのじゃ」

「え……あー、いや、別に俺は、何もしてないけど」

「えへへ。さすが魔王さま。ご謙けん遜そんも一流なのじゃ」

　俺の大活躍を微塵も疑っていないかのように、ルリファーが微笑ほほえんだ。

「……ルリファーこそ、リネットを連れてきてくれて、ありがとな」

「魔王さまのお役に立つためなら、お安い御用なのじゃよ」

　ルリファーは自慢げに、豊満な胸を張った。俺は、その頭をそっと撫なでてやった。

「うわああああああん！　リネットちゃんに嫌われてなくてよかったですーっ！　ねえねえリネットちゃん！　仲直りの証におっぱい揉もんでいいですかーっ!?」

　リネットは無言で首をかしげた。

「ノーと言わないということはイエスですねわかります！　では、いただきます！」

「おいお前ちょっと待て！」

　俺は慌てて、エヴィを後ろから羽は交がい締じめにして止めた。

「ちょっと魔王さま！　あたしたちの仲直りの儀式を邪魔しないでくださいよ！」

「お前いい加減にしないと本当に嫌われるぞ！」

「元サヤに戻ったら仲直りの証に一発ヤるのが常識じゃないですか！」

「どこの世界の常識だばかやろう！」

「魔王さまが小説で仰おつしやってたことですよ！」

「マジで!?　それなら仕方な……仕方なくねえよ！」

　エヴィとリネットが仲直りできたのは、まあいいことだ。それは認めよう。

　けど……基本無抵抗のリネットにエヴィが手を出せるようになったのは、すごくまずい気がする。

「リネットちゃん！　疎遠だった二年分の友情を、一夜の快楽で埋め合わせましょうー！」

「それのどこが友情だこのド変態─────っ!!」



　※



　俺は、ルリファーとエヴィ、それにリネットと連れ立って、家に向かっていた。

　エヴィとリネットは並んで歩いて、言葉を交わし合っている。と言っても、主にエヴィがリネットに絡んでいるだけだが……二人のあいだに、もうわだかまりは見えない。

　ふと、振り返ったエヴィと目があった。

「む。何ですか魔王さま。たとえ魔王さまが相手でも、リネットちゃんは渡しませんよ。もちろんルリファーさんもですけど」

「どっちもお前のじゃねーよ」

　突っ込んでから、俺は笑った。

「でも……ま。よかったな、エヴィ」

　俺の言葉に、エヴィはちょっと頬ほおを赤らめて、すすす、と俺の隣に並んだ。

「……えっと、今回はありがとうございました」

「なんだよ、らしくなく素直だな」

「そりゃ……まあ、二年分のわだかまりをといてもらったわけですし？」

「別に、俺は何もしてねーよ」

　エヴィはそのまま、しばらくもじもじとうつむいたまま、歩を進めていた。

　だがやがて、ごにょごにょと呟つぶやくように言う。

「……魔王さまのことなら好きになれるって言ったの、あれ、別に自棄になってたわけじゃなくて……」

「うん？　ごめん、よく聞こえなかったんだけど」

　俺が聞き返すと、エヴィは顔を真っ赤にして俺を見上げた。

「え!?　ああいや、なんでもないです！　全然何でもないんで忘れてください！」

「なんだよ、気になるじゃんか」

「本当になんでもないんですっ！」

　エヴィは俺から視線をそらすと、すぐ近くを歩いていたルリファーに目をやった。

「えと……る、ルリファーさんおっぱい揉もませてください！」

「ふえ？　ひゃあああっ!?　まま、魔王さま、助けてなのじゃ────っ！」

「やめろばかやろう！」

　ルリファーに飛びかかるエヴィを、羽は交がい締じめにしてなんとか止める。

　……やれやれ、こいつが元気なのも考えものだな、まったく。

















「魔王さま。あたしとイケナイ火遊び、しませんか？」

　朝、寝室から降りてくるなり、エヴィがそんなことを言い出した。

　リビングの空気が凍りつく。そして妹が、ギギギと首を回して俺を睨にらんできた。

「……お兄ちゃん？」

「ひぃ！　まま待てエヴィ、何のことか分からないから詳しく説明しろ！」

　でないと妹の怒りについた火で、俺が燃やし尽くされるから！

「これですこれ！　ちょうどいいのを見つけたんですよ！」

　嬉うれしそうに瞳を細めて、エヴィがピンクのノートを見せてくる。俺は咄とつ嗟さに、妹の視線からノートが隠れるように立ち上がった。あ、危ねえ、妹に向かって昔の俺の遺物を見せるなんて何考えてんだこのサキュバス！

「お兄ちゃん、なにそのノート。……まさか、愛の交換日記？」

「違う違う、ただの勉強ノート！　ほ、ほら、さっきのエヴィの発言は化学の授業の復習でさ、燃焼実験をしてみたいって意味！　なっ!?」

　無理やり納得させるように、俺はエヴィの肩を抱き寄せて耳元で囁ささやく。

「シチュエーションがやりたいのは分かったから、妹にはバレないようにしてくれ……」

「ふぉ……ま、魔王さま、顔、近……」

「ん？　おいエヴィ？　聞いてるのか？」

「どどど動揺なんてしてませんし！　百合サキュバス舐めないでください！」

「何の話だよ!?」

　顔を真っ赤にしたエヴィは俺の手を払いのけて、「ご、ごほん」と咳せき払ばらいすると、ノートを開いて見せつけてきた。

　今回書かれていたのは、一人で花火大会に来ていた女の子に声をかけ、一緒に花火を見て、一夜だけの関係を楽しむ……なんともシンプルでベタな、ナンパだった。

「ほらほら、今日は終業式のあとにクラスで花火大会に行くっていうじゃないですか！　これはあたしに浴衣女子をハントしろっていうお告げですよ間違いないです！」

「んなお前だけに都合の良いお告げがあるか。だいたい今日やるのは奉仕活動だぞ？　会場設営を手伝わされるんだから、ナンパなんてしてる暇は……」

　いや待て。ナンパっていっても相手を限定しないなら、下手な話、ルリファーやリネットが相手でもいいんだよな？　だったら会場設営の間にパパッと終わらせられるかも。

「……よし分かった。そのシチュエーション、ささっと終わらせようぜ」

「おお、やる気ですね魔王さま！　ついにあたしにハーレム王の座を譲る気に!?」

「無い袖は振れねえけどな」

「さっすが魔王さま、ノースリーブ浴衣とはマニアックーっ！」

「ホントお前の頭は見た目も中身もピンクだな！」

　まあでも、シチュエーションを簡単に消化できるっていうなら、付き合うとしよう。

　と、そこで今度はリネットが寝室から降りてきた。

　だが様子がおかしい。頬ほおをほんのり赤らめて、濡ぬれた瞳を俺に向けて……、

「魔王さまと出会えた奇跡に感謝……。もう一生離れない……」

　告白じみた発言に、再びリビングの空気が凍りついた。

「……オニイチャン？」

「ひぃぃぃ！　待て待て違うって、多分これも勘違いだから！」

　殺意のオーラを纏まとう妹を必死になだめて、俺はリネットに耳打ちをした。

「紛らわしいこと言わないでくれ……お前も、レッスンの話だろ？」

「……さすが、魔王さまはわかってる……」

「上から目線でどうも……で、何がしたいって？」

　俺が聞くとリネットは、ソファに置いてあるタブレットに手を伸ばした。

　俺は思わず、その細い手首を掴つかんだ。

「待とうかリネット。まさかレッスンの説明に、あの動画を再生させるつもりか？」

「……なにか、問題でも……？」

　あるわ、問題大ありだわ。妹の前であの動画を流してみろ、お前の師匠が一生を終えることになるぞ。

「……さっきのは、魔王さまの歌の、一節……」

　しぶしぶ納得したリネットが、説明を始める。

「この歌を上手に歌うには……この歌詞みたいな経験を、しなきゃダメ……」

「しなきゃダメって……そんなのイメージでどうにかならないか？」

　俺の言葉を、リネットが「ふっ」と鼻で笑った。

「……プロたる者、妥協は許しちゃいけないと思いますけど……」

「穀潰しがなにを……ま、まあいい、それで具体的にはどうするんだ？」

「……魔獣の潜む夜の森で、偶然出会った運命の人と恋に落ちる……」

　思わず頭を抱えた。中学時代の俺……格好かつこ良いいのは分かるけど……い、いや全然分からないけど、もう少し今の俺に親切なもの作ってくれてもいいんじゃないかな！

　魔獣の潜む夜の森……は、まあどこの森でも林でも良いと思うけど、偶然出会った運命の人と恋に落ちるなんて……このリネットを相手に恋に落ちる奴やつがいるかっつーの。

　……あれ？　いや、いる、いるじゃないか。

　傍に立っているエヴィを見る。そうだよ、こいつはリネットに恋してるじゃないか。

　しかも、ナンパしたいエヴィと、運命の人と偶然出会いたいリネット……二人のやりたいことは、一致してるんじゃないか!?

「これだ……これしかない……っ！」

　シチュエーションにレッスンにと二連発で、どんなに大変な一日になるかと心配したけど、二つを合わせればうまく収まる気がする。これを逃す手は無い。

　と、そこでルリファーがリビングに降りてきた。

「魔王さま……わらわと愛の結晶、作って欲しいのじゃ……」

　三度、リビングの空気が凍る。……ああ、たった今すべて上う手まくまとまったと思ってたのに。

「お兄ちゃん!!　いい加減にしてもらえる!?」

「俺もそう思ってたところだよ！」

「なにそれ、お兄ちゃんのことでしょ!?　お兄ちゃんが連れてきた女性が、みんなお兄ちゃんに愛の言葉を囁ささやくって、これどういう状況なの！」

「だからそれも俺が聞きたいんだって！」

　とはいえ一緒になって怒鳴ってる訳にもいかず、俺は妹の怒りを鎮めるのに尽力した。

　数十分に渡る答弁を続けて、何とか妹を大人しくさせた頃には……もう疲労もマックスで、ソファに座り込んでしまう。

　そこへ、ルリファーがおずおずと近寄ってくる。

「あの、魔王さま……わらわのクエストなのじゃが……」

「……うん、クエストね。クエスト、クエスト」

　返事にも力が入らない。脱力した俺の目の前でルリファーが黒革のノートを取り出す……が、その目が傍にいるエヴィのノートを、続いてリネットのタブレットを見つける。

「あ……えと、魔王さまがお疲れなら、わらわはまた今度でも……」

　……しまった。なに言わせてんだ、俺は。

「ごめん、大丈夫だ。ルリファーも前に言った通り、遠慮しなくていいぞ」

「そう……かの……？　じゃあ遠慮なく……」

　ルリファーが黒革のノートを開く。今回のブログは、俺が親愛なる部下たちと共に一夜で魔王城を作り上げ、祝砲の下で盛大に祝杯をあげた──という内容だった。

　ルリファーが、「えへへ」とはにかんで言う。

「花火大会の会場設営を、一夜城に見立てたいと思ってるのじゃ。クラスのみんなで協力して会場を作り上げ、花火が上がると同時に乾杯する……大変そうだけど、とてもやり甲が斐いのあるクエストだと思うのじゃ！」

「なるほどな……」

　つまり、委員長としてクラスのみんなをまとめながら、会場設営を成し遂げる、と。それに集中しながら、エヴィとリネットの方もおざなりにしない、と。

　なるほどなるほど。

　……これ本当に、三つともクリア出来るんだろうな。
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　終業式を終えて、夕方。会場設営のために川原に集まった俺たちのクラスだが、ちょっとした注目を浴びていた。道行くサラリーマンや別の高校の学生たちが、遠目にこっちを見て、興奮した様子で騒いでいるのだ。

　理由は……ルリファーとエヴィの、浴衣姿だろう。

　ただでさえ、（端から見れば）尋常じゃなく美少女な外国人に見える二人が、日本の伝統的な衣裳である浴衣に身を包んでいるのだ。そりゃ注目も浴びる。

　この状況を作り出した奴やつは……言うまでもない。

「エヴィ……みんなジャージ姿なのに、なんでお前は浴衣なんて持ってきてんだよ」

「逆に聞きますけど、花火大会と聞いてどうして魔王さまはルリファーさんの浴衣を用意しなかったんですか！　あたしが準備したから良いものの！」

「怒られるの俺の方!?　そんな格好じゃ、思うように動けないだろ!?」

「ぬかりはありません。動きやすさまで計算した上での、ミニ浴衣です！」

「ウソつけ欲望オンリーだろ！」

　と言いながらも、俺はルリファーの外気に晒された太ももを目にしてしまって、思わず目を逸そらした。……ルリファーの浴衣姿は、なんというか、色々と反則だった。丈が短いせいで真っ白な太ももは丸見え、胸が大きいせいで普通の人より胸元が大きく開き、谷間が今にも見えそう。扇情的というか、かなりギリギリな格好だった。

　と、そこでルリファーが俺の方へちょこちょこと歩み寄ってくる。

「魔王さま。もう時間なのじゃが……」

　上目遣いに見上げてくるルリファー。俺の位置から、浴衣に押さえこまれた谷間が覗のぞき込こめてしまう。

「……ふぇ？　魔王さま、どうかなさったのじゃ？」

「っ、そ、そうだな！　時間が来たなら、始めないとな！」

　やばいやばい、しっかりしろ俺、エヴィとは違うだろ。俺を慕ってくれるルリファーを変な目で見るなんて、そんなの許されるはずないじゃないか。

　気合いを入れ直して、俺はクラスメイトたちの方へ振り向き……眉をひそめた。

「しかしなんか、少ないな……」

「そうなのじゃ。半分も、人がいないのじゃよ……」

　ルリファーが瞳を伏せて言う通り、川原に集まっているクラスメイトは、本来の数の半分にも満たなかった。どこかその辺で適当にサボってるのかもしれない。

「魔王さま。わらわ、みんなを探しに行った方がいいのじゃ……？」

「うーん、そうだな……」

　人手が足りないのは痛いが、今回は全校集会クエストの時とは違う。いないクラスメイトを探しに行って時間をロスするより、会場設営を終わらせる方が先決だろう。

「……作業、始めるか。この人数なら多分、何とか終わるだろ」

「了解なのじゃ！」

「魔王さま！　あたしは向こうの草むらで、浴衣ルリファーさんと野外プレイを」

「お前邪魔したらホントただじゃおかないからな!?」

　そうして俺たちは、会場設営に取りかかった。

「んしょ、んっしょ……」

　ルリファーが、重たい支柱を立てようとする。大丈夫かな……と心配して見ていると案の定「はわっ!?」とよろけた。慌てて後ろから両手を伸ばし、一緒に支柱を支えてやる。ちょうど、俺の両腕の間にすっぽりと、ルリファーが収まる姿勢になった。

「大丈夫か、ルリファー？」

「ふぇ!?　……だ、大丈夫なのじゃ……」

　何な故ぜか顔を真っ赤にして、縮こまるルリファーだった。

　支柱を立て終わると、今度は屋根となる天幕を下ろす作業に移る。

「えいっ！　とぉっ！」

　ルリファーが、天幕を掴つかもうと跳躍する。胸がぶるんと揺れたり、ミニ浴衣の裾から下着が見えたりと、隙だらけったらありゃしない。

「あうう……と、届かないのじゃ……」

　涙目になるルリファーに、俺は踏み台を提供しようとする……が、周囲には安定した踏み台が見当たらなかった。

　悩んだ結果、俺がルリファーを肩車することに。

　軽々とルリファーを肩に乗っける。……重さは問題ないけど、頭にたぷんと乗っかってくる柔らかい物が、俺の肌を真っ赤にさせた。

「る、ルリファー。まだ終わらないか？」

「あ、あとちょっとなのじゃ」

「早くしてくれ……か、顔の横にも、太ももが……」

　柔らかくて温かくて触れ心地の良い太ももに挟まれて、生き地獄を味わったのだった。

　その後もルリファーはそんな調子で、頑張る気持ちはあるものの、色々と足りていなかった。パイプ椅子を並べようとしても、せっかく並べた椅子をドジってなぎ倒してしまう。

「まったく、見てられないな」

　苦笑して呟つぶやく。すると背後から、複数の呟きが聞こえた。

「それはこっちの台詞だっつーの……!!」「ルリファーさんとベタベタベタベタ……ああもう羨ましい！」「なんでだ……なんで会場設営一つ取っても、三み道どうと俺たちの間にここまでの差が生まれるんだ……」

　何か、怨念みたいなオーラを感じた気がした。そこで、肩をポンポンと叩たたかれる。

　振り向くとエヴィが、にこやかな笑みを浮かべていて、

「魔王さま。お願いですから、一発殴らせてください」

「嫌に決まってんだろ!?」

「ふざけないでください至福の時を独り占めしておきながら何の罰も与えられないなんてありえませんよ。リア充は、爆発するべきです！」

「いや俺リア充じゃないし」

「よし決めました殴ります。ふざけたこと言ってる魔王さまに鉄拳制裁を！　あたしの拳には、世の男子全員の気持ちがこもってますからね！」

「意味分からん……うわ、やめろバカ、邪魔すんなって言っただろ!?」

　本気で殴ろうとしてくるエヴィから、逃げ回る。

「……おいおい今度はエヴィさんとイチャつきだしたぞ」「酷ひどいあんまりだ……こんな格差ってないだろ……」「ああなんかもう、やる気なくなってきた……すべてに」

　クラスメイトが何かを呟つぶやいてるのを尻目に、俺はエヴィから逃げ回るのだった。

　そんな騒動もありながら、設営は進む。やがて半分ほど設営が進んだところで、俺は副委員長として、十分の休憩を提案した。

　このままのペースなら、この人手でも間に合うと思う。

　それなら……この休憩の間に、別のやるべきことを終えさせてもらおう。

「エヴィ。今の内に、シチュエーション実践するぞ」

「……そうですね。魔王さまには腹が立ちましたが、その禍根を忘れて未来を見ます。魔王さまの指導を受ければ、魔王さまみたいになれる訳ですし！」

　俺はただのぼっちなんだけど……まあいいや、やる気出してくれるんなら。

　俺はエヴィとルリファーと、三人で設営場所を離れていった。

　目指すは近くの雑木林。そこで待っているはずのリネットと、エヴィを会わせて、ナンパを成功させなくては。
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　雑木林の中の、約束の場所にやってきた。

　しかしそこにリネットの姿は、見当たらなかった。

「なにやってんだあいつ……迷ってるのか？」

　俺の言葉に、エヴィが神妙に頷うなずく。

「そうかもしれませんね。リネットちゃんも一人の女の子ですから、不安なんですよ」

「……は？　どういう意味だ？」

「誰だって、初体験は不安でしょう！　でも安心してリネットちゃん、あたしは女の子の喜ばせ方は分かってるから、優しくしてあげるから、だから迷ってないで出てきて大丈夫ですよー！」

「出てこなくて良い気がしてきたな。……そうもいかないけど」

　二人には、この短い休憩時間で簡単なデートをしてもらう必要がある。なのに主役の片割れがいないんじゃ実行にも移せない。

「探しに行くか……いや、でも入れ違いになってもマズイか」

「あ、ならあたしが残ってますよ。元々あたしのシチュエーションなんですし」

「エヴィが……？」

　こいつをここに残したとして……近くを可愛かわいい女の子が通ったら、そっちに飛びついていくのは間違いないよな。

「……ダメだ。お前からは、一瞬たりとも目が離せない」

「えっ……そ、そんないきなり、情熱的な」

「もちろん悪い意味でな」

「その付け足し必要でしたか!?」

「さて、どうするかな……」

「無視!?　無視ですか魔王さま、可愛い弟子が傷つきますよ!?」

　エヴィがどこかに行かないよう、ルリファーを監視につけるか？　いやルリファーが危険だろ。じゃあ俺一人が残って二人をリネット探しに……これもルリファーが危険だ。

　どうするか……と考えあぐねていると、ルリファーが手を挙げた。

「魔王さま！　わらわがリネットを探してくるのじゃ！」

「ルリファーが……？」

　う、うーん。さすがに、ルリファーに夜道を一人で歩かせるのは心配なんだけど……さっきまで暗くなってきた夜道を歩くのに超ビビッて、俺の袖をはなさなかったくらいだし。

「無理……しなくてもいいんだぞ？」

　だがルリファーは、ふるふると首を横に振って決然と言う。

「わらわ、すこしは無理したいのじゃ。魔王さまがわらわたちのために頑張ってくれてるみたいに、わらわも頑張りたいのじゃ。自分のクエストも、エヴィやリネットのことも」

　力強く、ルリファーが言う。

「大丈夫なのじゃよ。わらわ、お姉さまじゃから！」

　それは、以前ガチガチに緊張しながら言っていた「お姉さま」とは違う、自信ありげな言葉だった。

「……わかった。でも、無茶はするなよ」

「はいなのじゃ！」

　ルリファーが夜道を駆けていく。その背中は、不思議といつもより大きく見えた。

　……初めて俺のところに来た頃は、緊張のあまり震えまくって、失敗しては泣くばかりだったのに。いつの間にか、ずいぶん成長したな。

　とか思っていたら、ほとんど進まないうちに、ルリファーが盛大にコケた。

　だが、すぐに立ち上がって、くるっ、とこっちに振り返る。

「い、痛くないのじゃよ!?　わっ……わらわ、お姉さまじゃからっ！」

「あーうん、わかったから、歩いていけ。な？」

　そうして俺は、ルリファーの銀髪が闇に消えていくのを見届ける。

　そこでエヴィが、どこか拗ねたように言ったのだった。

「……あたしのことは、一瞬たりとも目が離せないとか言ったくせに」
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　ルリファーはすぐに、リネットを連れて戻って来た。

　その服装は、ルリファーやエヴィと同じようにミニ浴衣だ。健康的な白い太ももが見えてるのは二人と一緒だけど、こいつの場合、それより上が見えた時の危険度が段違いだ。どうせまた、パンツ穿いてないんだろ……。

　ただ、その浴衣は何な故ぜか土で汚れていた。理由を聞くと、ルリファーが代わりに説明してくれた。この人魚、ここからすぐ近くの地面に横たわって、熟睡していたらしい。

　ただでさえ暗い雑木林の中で横たわられたら、そりゃ簡単には見つけられないだろう。ルリファーはよく見つけたと思う。

「……くぁ……ねむ……」

　大あくびをかくリネット。早く始めないと、また眠りかねない。

　俺はエヴィの背中をポンと押した。

「ほら、ナンパしてこい」

　その言葉に、エヴィが振り向いて笑みを浮かべる。

「はい！　任せてください！」

　もの凄すごくいい笑顔で、エヴィがリネットの手を取る。

「さあリネットちゃん、いきましょう！　めくるめく愛と快楽の世界に！」

　……なんでだろうなあ。こいつのいい笑顔は、俺をすごく不安にさせる。

「なあエヴィ。三十分して帰ってこなかったら、探しに行くからな」

「なるほど、じゃあ一発くらいヤってから戻れますね！」

「五分な」

「ちょっとなんですかそれ！　ナンパしといてペッティングの一つもする時間ないとかどういう」

「さあ、急いで戻るぞルリファー！」

「はいなのじゃ！」

　エヴィの戯言は無視して、俺たちは川原への道を戻った。

　予定より戻るのが遅れてしまった……でもまあ、前半と同じペースでやれば間に合うだろう。

　このまま設営を終わらせて、エヴィとリネットが……ていうかリネットが無事に戻ってくれば、三つの試練を一度にクリアだ。……あれ、なんか感慨深いなそれ。

　なんだか得も言われぬ達成感に包まれながら、川原へと戻る。

　そこにいたクラスメイトは、さっきより明らかに減っていた。

　……ちょっと目を離すとこれだよ！

「はわわ……ま、魔王さま、どうすれば……」

　涙目になってルリファーが俺の袖を引っ張ってくる。うん分かってる。さすがにこの人数では、花火の打ち上げまでに設営は間に合いそうにない。

「えと……さ、佐さ藤とうくん！」

　俺は近くにいた佐藤くんに指示出しを頼んで、ルリファーと一緒にその場を後にした。

　サボってるクラスメイトを、探してこなければ。
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　背の高いアシが生い茂る川原を、ルリファーと二人で歩く。

「だ、大丈夫かルリファー？」

「大丈夫なのじゃ……わぷっ」

　ルリファーの顔にアシがぶつかった。背の低いルリファーは顔までアシに遮られて、ちょっと目を離すと見失ってしまいそうだ。

　ルリファーの柔らかい手をぎゅっと握りしめる。するとルリファーも、力を込めて握り返してきた。スベスベの手から、体温がじわりと伝わってくる。……なんだか恥ずかしくて、気を紛らわすようにアシを踏み均ならし、ルリファーが進める道を作っていく。

　その時突然、足元が滑った。

「うおっ!?　な、なんだ!?」

　慌てて踏みとどまる。アシに隠された地面をよく見ると、そこは土手の斜面だった。結構な急勾配で、足を取られたら一発で下まで転がってしまいそうだ。

「危ねえ……」

「ま、魔王さま、魔王さま！」

「お、おう。そんなに慌てなくても、大丈夫だよ」

「いえ、あそこ！　人が倒れてるのじゃ！」

　ルリファーが土手の下を指さす。そこには確かに、誰かが倒れているのが見えた。この見えにくい土手の斜面に、実際に足を取られてしまった人だろう。

　慌てて二人で土手を降りていく。

　そこには、北きた白しら川かわさんが座り込んでいた。

　土手から滑り落ちた時に、足をくじいたのだろう。立てなくなっているらしい。

「ルリファーさん……それに、三みつ越こしくん」

　北白川さんが、また「誰だそれは」と言いたくなるような名前を口にした。その表情はどこか、悔しそうに歪んでいる。

　……北白川さんの周囲には、どうやら出店で買ったらしいチョコバナナと焼きそばが散らばっていた。会場設営をサボってブラブラしていたのは明白だ。それが俺たちに見つかって、バツが悪いんだと思う。これはやりにくいな……。

「よいしょ……こう、なのじゃ？」

　そう思っていたら、ルリファーがなんの躊躇ためらいもなく北白川さんに肩を貸した。

「な、なんのつもりですの……？」

「ふえ？　クラスメイトが怪け我がしてるんじゃから、助けるのは当たり前なのじゃ」

　北白川さんは、目を見開いた。そしてまた、バツが悪そうに顔を逸そらす。

「……感謝なんて、しませんわよ」

「怪我してるんじゃから、歩けなくても仕方ないのじゃよ。気にしないで欲しいのじゃ」

「そうじゃなくて……ああ、もういいですわ」

　諦めたように、北白川さんがルリファーに体重を預ける。

「ひゃわっ!?」

「えっ!?」

　途端、二人そろってその場に転倒した。……うん、ルリファーじゃあ上背も力もなさすぎて、一人で北白川さんを運ぶなんてできないよな。

　俺は転倒した二人の姿と、ルリファーの人の良さに苦笑を浮かべながら、北白川さんに肩を貸すのだった。
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　北白川さんを会場まで運んでくると、ルリファーは既に出来上がったテントの下で、北白川さんの足に手際よく包帯を巻いていった。その姿を、俺も、クラスメイトたちも、それぞれ思うところはあるだろうが、何も言わずに見守っていた。

　唯一、ルリファーに治療されている北きた白しら川かわさんだけが、不満そうに口を開く。

「……なんでそこまでするんですの。わたくしのことを丸め込もうったって、そうはいかないのですわよ」

　トゲだらけの言葉。それに対してルリファーは、きょとんと目を丸くした。

「だって……足が痛いままじゃ、花火、楽しめないのじゃ。クラスのみんなとは、明日からしばらくお別れなのじゃし……委員長として、わらわはクラスのみんなに楽しんでほしいのじゃ」

　屈託ない言葉。ルリファーにとっては、当たり前の言動なのだろう。

　けれどその言葉に、俺も、北白川さんも、クラスメイトたちも、息を呑のんだ。

　俺はルリファーがただ、クエストのために会場設営を頑張ってると思ってたけど、それだけじゃなかったらしい。ルリファーは委員長として、クラスの一員として、みんなのために頑張ってたんだ。

　ほんと、魔王らしくない奴やつだと思う。

　……けど、俺も負けちゃいられないな。

「あれー。随分人が減ってますねえ」

　シンとした空気を打ち破るように、能天気な声を上げてエヴィが戻って来た。その手は、隣を歩くリネットとしっかり繋がっている……けど見た感じ、着衣は乱れてない。一線は越えてないようで安心した。

　これで人員は二人増えた……でもまだまだ人手は足りない。このまま進めても、花火の打ち上げまでに設営は終わらないだろう。残ってる数少ないクラスメイトも、どこか諦め気味に脱力しているのが見て分かる。

　そんな彼らに向かって……俺は意を決して、声を張り上げた。

「あのさ……ちょっといいかな」

　みんなの視線が集まってる。ドキリと心臓が跳ね上がったけど、構わず続ける。

「今、サボってる人の連絡先分かる人がいたらさ、ケータイで呼び戻してくれないかな？　本当は俺がやるべきなんだけど、俺、ぼっち……じゃなくて、みんなの番号もアドレスも知らないから……」

　俺の言葉に、皆が皆、友人と顔を見合わせた。恐らくだけど、誰も能動的に動きたくないんだろう。でも俺は、ルリファーの気持ちを無駄にしたくない。

「……頼む！　手伝って欲しいんだ！」

　大きな声で訴えて、頭を下げる。みんなが一層、困惑するのが分かった。

　こんなこと、突然言い出してもダメだろうか……。

　そう思った時だった。

「……もしもし？　ああうん、まだ会場。そっちはいまどこにいる？」

　佐さ藤とうくんが声を上げた。その手にはケータイが握られて、通話をしていた。

　それを見た他のクラスメイトも、一斉に電話を掛け始めた。

　あちこちで通話が行われる。その光景に、俺はジンと胸に染みるものを感じた。

　……いや、まだ安心するのは早いか。準備はまだ終わってないんだから。

　会場の設営に戻る。支柱を留めるクイを打ち込もうと、ハンマーを手に取る。

　その時、横から佐藤くんがやってきて、支柱を支えてくれた。

「俺、支えてるよ」

「あ……うん、あ、ありがとう」

　キョドってしまった。恥ずかしくなって、視線を落としてハンマーを振るう。

「……ルリファーさんが三み道どうに惚ほれる気持ち、ちょっとわかったわ」

「は？　惚れる？」

「……いや、なんでもねーや。ああ、そうだ」

　佐藤くんが、何でもないことのように言う。

「俺、まだ三道にアドレス教えてなかったよな？　三道のも教えてくれよ」

「え──」

　アドレス？　俺のアドレスを、佐藤くんに？

「あれ、なんかまずかったか？」

「そ、そそそ、そんなことないよ！　ありがとう、ありがとう！」

「……え、いやそんな礼を言われることじゃないけど」

　初めての友達……いや、まだ、ただのクラスメイトかもしれないけれど。

　この日、俺の電話帳に初めて、同級生のアドレスが登録されたのだった。
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　会場の設営を終えたところで、俺とルリファーは、みんなとは少し離れた川原で一息ついていた。ケータイを見ると、電話帳には佐藤くんの名前。……なにこれ、涙でそう。

　それもこれも、ルリファーが頑張ってくれたおかげだ。

「ルリファー。今日、頑張ってたな」

　俺が笑いかけると、ルリファーも照れたように笑って言う。

「いえ……わらわ、お姉さまじゃから、当然なのじゃ」

「ん、そうだな。立派だったぞ」

　俺の言葉に、ルリファーが頬ほおを赤くして俯うつむいた。

「……えへへ。魔王さまの一番弟子は、わらわなのじゃ」

「うん？」

「何人弟子が増えても……それは変わらないのじゃな」

　なんだか嬉うれしそうに呟つぶやくルリファー。しかし声が小さすぎて、いまいち聞こえない。

「……ごめんルリファー、よく聞こえない」

　聞き取ろうとしてルリファーの顔に耳を寄せる。すると俺の手が、ルリファーの手とこつんと触れ合ってしまった。

「ひゃわっ!?」

　ルリファーが肩を跳ねさせた。驚いたように俺の方に振り向いたルリファーの顔は、真っ赤に染まっている。……その顔を見ていると、俺の心臓の鼓動がドクドクと速くなっていく。

「えと……ごめん」

「いえ……」

　ルリファーの蒼あおい瞳から、目が離せない。あとちょっと、ほんの少し乗り出せば、お互いの顔が当たる距離……。

「……魔王、さま？」

　ルリファーの瞳が、ゆらりと揺れる。

　そして……、

「ルッリファーさーん！　あとついでに魔王さまー！　そんなところで何してんですか乾杯しますよー！」

　そんな大声に、俺とルリファーは慌てて顔を離した。見てみると、エヴィが遠くからブンブンと手を振っているのが分かった。

「……はは、あいつはほんっと元気だな」

「そ、そうじゃな」

　二人で言って、苦笑いを浮かべる。そして俺たちは、テントに向かった。

　テントの下には、クラスメイト全員が集まっている。

「ささ、委員長のルリファーさん！　乾杯の音頭を！」

　ノリノリなエヴィの言葉に、ルリファーは緊張からビクンと硬直する……が、俺の方をチラリと見たあと深呼吸をして、すぐに笑みを浮かべた。

「それでは……その、乾杯なのじゃ！」

　ルリファーの言葉に、クラスメイトたちが「乾杯なのじゃ！」と続いた。騒ぐクラスメイトたちを尻目に、俺とルリファーは紙コップをこつんとぶつけて、乾杯する。

　背後では、花火が上がり始めたのだった。
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　花火大会の帰り際。俺とルリファーの前に、北きた白しら川かわさんが立ちはだかった。

「……き、北白川さん」

　思わず身構える。何を言われるんだろう、分からないけど彼女の険しい表情から察するに良い内容ではない気がする。

　と、びびりまくる俺の隣で、ルリファーが心配そうな声を上げた。

「怪け我がは大丈夫なのじゃ？」

　その言葉に、北白川さんがそっぽを向いて言う。

「……今日だけは、あなたの功績を認めてあげないでもないわ」

　俺もルリファーも、目を丸くした。北白川さんがルリファーのことを褒めるなんて、明らかに異常事態だ。

　しかしルリファーは、驚きよりも、不思議そうに首を傾かしげて、

「設営が無事に終わったのは……クラスのみんなが頑張ってくれたからじゃよ？」

「……あー、もう、あなたは本当に……。ま、もういいわ」

　ふん、と北白川さんが顔をそらして、拗ねたように言う。

「じゃあね、せいぜい楽しい夏休みを。ルリファーさん。三み道どうくん」

　それだけ言って、北白川さんは去っていった。

　……いま北白川さん、俺のこと初めて「三道くん」って正しく呼んだぞ。

　あまりの出来事に、俺はルリファーと顔を見合わせて苦笑した。

「あの北白川さんに褒められたぞ。すごいな、ルリファー」

「……えへへ。そ、そうかの……？　少しは委員長らしく、できたかの……？」

「すごく立派だったと思うぞ」

　初めて出会った頃とは、見違えるくらいにな。

「えへへ……魔王さまのおかげなのじゃ」

　そう言ってルリファーは、照れたように笑ったのだった。

















　エピローグ





「魔王さま……わらわに、たくさん出して欲しいのじゃ……」

　花火大会からの帰り道、ルリファーがちょっと不安げな上目遣いで言った。

　俺と、ついでにエヴィが硬直する。リネットだけが、きょとんと首をかしげた。

「お、お前……いきなり何言い出すんだよ」

　俺が詰め寄るように問うと、ルリファーは気け圧おされた様子で言う。

「あの……えっと、もちろん、エヴィのシチュエーションやリネットのレッスンが優先でいいのじゃけど……この夏休み、わらわにもたくさんクエストを出していただきたいなと」

「クエストのことか！　主語を省いてしゃべるのはやめようルリファー！」

「はわっ！　ご、ごめんなさいなのじゃ……!!　わらわが魔王さまに「たくさん出して」なんて言ったら、クエストというより……」

「いやいいルリファー！　その先は言わないでいい！」

「だめ出しかと勘違いしてしまうのじゃよね？」

「……ルリファー。もっと自分に自信を持っていいぞ？」

　まったく、なんだこの純粋で健気な生き物は。時々つい抱きしめたくなって困る。

　そこで横合いから、純粋と健気の反対語みたいな存在……エヴィが肩をぶつけてくる。

「ねえねえ魔王さま？　一体、何を「出して」って言われたと思ったんですかぁ？」

「うっさい黙ってろ！」

「ねえねえルリファーさん！　魔王さまはホントはですねー！」

「うわああああっ！　ルリファーにおかしなこと吹き込むな！」

　俺は慌ててエヴィを羽は交がい締じめにした。エヴィはけらけら笑う。

「あはは。それはそうと魔王さま、夏休みだからって、あたしのシチュエーションも忘れないでくださいよ。夏はこなさなきゃいけないイベントが盛り沢山なんですから！」

「……あー、わかってるよ。とことん付き合うさ」

　せっかく学校も休みになるし、三人の試練を一気に終わらせるのも悪くない。学校外でやれれば、クラスのみんなの目を気にする必要もないしな。

「じゃあじゃあ、まずは海に行ってルリファーさんとリネットちゃんの水着姿を堪能してー、ロマンチックな旅館に泊まって魔王さまを追い出してー、あたしは二人と一緒に同じ布団で寝てー」

「ちょっと待て、それシチュエーションと何の関係もないだろ」

「シチュエーションはまあ、その合間にちゃちゃっと」

「優先順位おかしくねえ!?」

　俺とエヴィのあいだに、リネットが割って入ってくる。

「魔王さま……海とか、旅館とかに、カラオケある……？」

「あー……まあ、近くにはあるだろうけど。でも、海とか山とかだったら広くて周りに迷惑かからなそうだし、わざわざカラオケに行かなくっても歌い放題じゃないかな」

「歌い放題……!!」

　リネットの目がらんらんと輝いた。

　うーん、確かにせっかくの夏休みだし、どこかに遊びに行くのもいいかもな。

　ちょっと遠出すれば、試練の最中に知り合いに会う確率もぐっと下がるし、いろいろバレちゃいけない過去がある俺としては、精神衛生上とても助かる。

「夏休み、みんなでどこかに遊びに行く……か」

　久しく、そんなことはしたことがない。家族旅行も小学生が最後だったし、家族以外に、一緒に出かける友達なんていなかったからな。

　……はた迷惑な魔界娘たちだけど、夏休み、こいつらと一緒にどこかに出かけるのは、ちょっと楽しみだな……と、俺は思った。

　──その時だった。

　鼻の頭に、ぽつり、と雨粒がぶつかった。おかしいな、さっきまで綺き麗れいな夜空だったのに、と空を見上げたら、バケツをひっくり返したような雨が降りだした。

　……突然の通り雨、ではない。俺たちの周囲にだけ、雨が降っている。数歩先の地面には、水滴一つない。

　……俺は、この現象に覚えがあった。

　身構える暇もなく、耳をつんざくような音がして、目の前に雷が落ちた。青い光で、視界が真っ青に染まる。やがて、視力が回復してくると……目の前に、闇褐色のドレスをまとった、金髪の女性が立っていた。

「シャロン……さん……」

　俺は、彼女……ルリファーの義理のお姉さんの名を、震える声で呼んで、ルリファー達を守るように後ずさる。シャロンさんにはもう、俺たちを攻撃する理由はない。そう分かっていても思わず身構えてしまうほど、彼女の眼光は鋭かった。

「ルリ、ファー……」

　シャロンさんは妹の名を呼んで……そのまま、咳き込んだ。シャロンさんの乾いた咳の音とともに、目の前に赤い飛沫が飛ぶ……血だ。

　よく見れば、シャロンさんの全身は傷だらけだった。闇褐色のドレスはズタズタに裂け、露出した白い腕や豊満な胸、太ももには、鋭利な刃物で切りつけられたような痛々しい傷が、無数に走っていた。

「……ぐ」

　シャロンさんがその場に膝をつく。

　な、なんだこれは……。なんでシャロンさんが、こんなに傷だらけなんだ？　そもそも、この人にこんなに傷を負わせられるような化物が、この世に存在するのか!?

「あの、大丈夫ですか……？」

　突然のことに呆ぼう然ぜんとして動けないルリファーたちに代わって、俺は、シャロンさんのそばに膝をついた。シャロンさんは、思わず後ずさりたくなるほどの鋭い眼まな差ざしで俺を見て、口の端から血を垂らしながら叫んだ。

「我のことはどうでもいい！　早う、ルリファーに……げほっ！」

　シャロンさんが苦しげに咳き込んだ。俺は、ドレスから露出したスベスベの背中を、ぎこちなくさすってやる。しばらくして、シャロンさんは血に濡ぬれた声で言ったのだった。

「詳しい話はあとだ。とにかく、大変なことになった……!!」

「大変な、こと？」

　聞き返した俺をすがるように見上げて、シャロンさんは言ったのだった。

「頼む、三千世界の魔王様！　ルリファーの命を助けるために……あの子に、婿を見つけてやってくれ！」








　あとがき



　みなさん最後まで読んでくださってありがとうございますっ！　それじゃあ女性読者のみなさんはちょっとあたしのそばに来てもらってもいいですかダメですか！

　というわけで、皆様お久しぶりです、青あお弘ひろ幸ゆきです。

　１巻を買ってくださった皆様のおかげで、無事、２巻を出すことができました。皆様のご期待に応えられるような巻になっていたなら嬉うれしいです。

　さて今巻では、前回ちょっとだけ登場した百合サキュバスと、新キャラの歌下手人魚が登場します。二人とも、健気な魔王と並ぶほど、『何かになりたくて、でもなりきれない』女の子たちです。

　そんな子たちが、かつて魔王になりきれず、今もまっとうな高校生になりきれない千ち秋あきのところへやってきて、なりたいものになるために頑張る……。

　魔界とかサキュバスとか言ってる割に、彼女たちの悩みや頑張りは本当にリアルな中高生のようで、あまり華やかな学生時代を過ごして来られなかった私なんかは、「青春してるなぁ……」とにやにやしたり、時に羨んだりしながら、彼女たちの頑張りを描いています。

　そうした千秋たちの日々が、いままさに青春真っ只中な皆様の生活に、わずかでも花を添えられていたならと願うばかりです。



　ここからは恒例の謝辞を。

　１巻に引き続き、この本を世に送り出すために尽力してくださった編集者さま方、ルリファーたちを可愛かわいく描いてくださった希望のぞみつばめさま、本当にありがとうございます。

　そしてなにより、読んでくださった皆様に、最大級の感謝を。

　頂いたファンレターも、大切に読ませて頂いてます。人生初の２巻ということで、右も左も分からず、迷ったり落ち込んだりすることも多かったのですが、その度頂いたファンレターを読み返して、ここまで頑張ることができました。

　あまりにも繰り返し読みすぎて、今ではファンレターの内容をそらで言えるようになってしまったほどです。こんなに長い文を丸暗記したのは、昔、某天才美少女魔道士の呪文を覚えた時以来ですね。

　本当に、本当に、ありがとうございます。



　さて、順調に３巻が出るのなら、次は夏休みのお話になるかと思います。

　とはいえ、平和な夏休みにはなりそうもない雰囲気が、すでに漂っておりますが……。これから先も、お付き合い頂けましたら幸せです。

２０１３年９月　青弘幸　拝










　著者

　青弘幸（あお・ひろゆき）

　　当たり前ですが人生初の二巻です。

　　私が学生だった頃は動画サイトなんてほとんどなかったので、動画配信はしたことないんですが、ネット小説なら毎日のように書いてました。

　　今ではこうしてお仕事になるくらい書きまくってきたので……ねえ、そろそろゆりサキュバスくらいは来てもいい頃だと思いませんか？



　イラスト

　希望つばめ（のぞみ・つばめ）

　　１９８９年生まれ、神奈川県在住のイラストレーター兼原画家。ロング髪や金髪、狐耳が大好物。

　　最近、アクアリウムが気になり始めました。すごく癒されそうですね。でもリネットが家に来てくれるとなお良し！
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